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ࡊ ว
福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センター長

福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センターは、2011（平ถ23）年６月ׇり、福島ମ発事

後の県民のॉ֔まの健康ב長ৼ֪た֢֥ଣた׀、福島県֊らの委༛ב֥「県民健康調

査」ב実౮し֥おります。

当センターは、本調査בโ֪実౮す֪֧֒इև、調査ׇ֪֢֥ၜらたถऐ֩֨ב県民のॉ֔

ま֪ଭす֧֒がഓጅ֩務֧ணև֥おり、ௗ後の健康֤くり֪ዂ立֥֥いた֟くた֪׀、֜の

時yの福島֪おड༎֪֚たテー֦ؓቚ年国際シンポジウムב開催し֥おります。၍時֪、国

内外の๔ऌ֊ら連ፚ֪ࡰお新た֩ཐଣב学ֲ、国際社会֪福島の復興のଵඡבཐ֢֥い

た֟くׁ֧֒本シンポジウムの大֩ዂআ֧֢֥֩います。

༌６षኬ֧֩ௗषは、「県民健康調査」֊らၜらたถऐ့ྫྷבし֥、ဪ႘本大ූఆਸֲဪੜ電

福島༌一ମ子発電所事の影響׃復興のଵඡ့ב国内外のׇりくのሑy֪理शし֥いた֟

福島֧し֥開催しました。シンポジウムבテライト会ת、ဪੜבօ、ഷのಀみ֧し֥ؖイン会ׇ

の前ᄖ֦は調査開ౡ֊らの１２年間֦ၜらた科学ཐଣ့֪֣い֥新のග報ׁ֥׀当センタ

ーの教員がൾऴしました。後ᄖ֦は、学外の๔ऌׁ୪և֥、ၜらたཐଣ့֨בօঊ֊す֊֧いօ

֊ら、ଵఓりຎ֦גい研究׃ঊ၌֪֣い֥、ௗ後のሰׁ၃まև֥発ᅳ・၀議しました。ま

た、ৰ調֧࣏し֥、国際ମ子機（IAEA）のؖイ・ア؋ؤ・ؠ؋ମ子科学・ࣤዿ局؇ؚーؓ

ンؠ؍スᆪ長が、国際機֧の連携֥֗ྫྷבၜた福島֊らの教ો֪֣い֥発ᅳしました。

開催当႘は、主催ೄב༉ᅳし֥ཟႱऀ誠一理事長学長が֓ఴבしඑ֑、໗い֥、内ቋ雅የ

福島県ཐ事֊ら本シンポジウムַのৼב׀たおସጃב಄りました。会֧オンライン֥֚ዃ

180のሑ֪֓ౄइいた֟くׁ֧֧֪、国内外֊らおആまりいた֟いた１０の๔ऌׇ֪り、׃࣏

ௗ後בሰすঊ発֩議Ꭺが行、มੳのօ֪֠ᇘቝしました。

本書は、シンポジウム当႘の発ᅳ׃議Ꭺの内容בጅዃし֥֓ൾऴすׁの֦ցり、౸ኜのဒඑ、

෨ᅳ֩֨のスライドב֪֢֥ૡ載し֥おります。֔ら֪ඈしい内容בおཐり֪֩りたいは、

当センターؐーム؏ージ֪発ᅳスライド׃調査のଅऐඈ֩֨ב公開し֥おりますの֦、ᇏ֥֚֓ጥ

いた֟ஂ֯い֦す。

ଅֲ֪、本書の作ถ֪当たり֓協いた֟ましたシンポジストבౡ֧׀すೄのॉ֔ま֪୴

く፵しඑ֑ますׁ֧֧֪、本書が「県民健康調査」֪す理शבෆ׀一助֧֩り、時間の૪थ

ׇ֪りዻँすー֥֪֗ࣤׯ、本調査のఓりሑב議Ꭺすた׀のৰຉಃፍ֧し֥ঊዿ֧֔֒

。ఴ֧֥֚֔いた֟ますਅႪし֥、行֪ցた֢֥のב

。಄りますׇօお৪いしඑ֑ますב໗、県民健康調査ַの֓理श֧֓協ࢂ

ேؒبジؕכሇெി֭ப֪ց֢֥֞
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ཟႱऀ วࡴ
福島県立医科大学理事長学長

本年はྫましいఆ֦॔ቝב開ました。令和６年Ⴗဎᄖ島地ූׇ֪りሦく֩らたሑy֪ෆく࠭ဧ

のבᅳしますׁ֧֧֪、ᅇఆ֔たॉዻ֪し心֊らおଣᆧいבしඑ֑ます。ᅇఆ地のዻ子は、

ဪ႘本大ූఆ֪おᅇ॔のዻ子ב౩いഞ֚֔、た֠の૪ଫ֧ཐଣב広くฌै֪ዛすᅢጅต

֧務֥׀ू、ב੫くশ֥֗おります。

֥֔、２０２４年「県民健康調査」国際シンポジウムの開催֪ցたり、֓ఴしඑ֑ます。は֪֗׀、

ဪ႘本大ූఆ֧ဪੜ電福島༌一ମ子発電所事֊らまׁ֩く１㕳年בև中、県民健康調査

の実౮、֪ࢪࢥցたり、くのॉዻ֪、大֩֓୴ග֧֓౫援ב಄りました֧֒ב、֒のבおೊりし

まし֥୴く፵しඑ֑ます。６षኬבևௗषのシンポジウムは、福島会֧֥֚、ഷ֥׀ဪ

ੜؖבイン会֧し֥開催す֧֧֒いたしました。国内外֊ら֒まׁ֦֪ໃし֥くのॉዻ֪֓ౄ

इבいた֟、誠֪ցりが֧օ֓֕います。

ූఆ後、本学は福島の復興ב健康֧医療のኜ֊ら౫ևב֧֒い֠ວく๓ସいたしました。֜し֥、

教育、研究、医療֧いօ医科大学֧し֥の本のౚ֪इև、県民の健康のଣり֧いօౝౚ

らのౚ֒、Ỿ進し֥たの֦す。本学֪֧֢֥ූఆ後の１㕳年間は֥ಛら֪डし、֜のর֪୶ב

ב、ׇりஸいଭ֦༥ถすた׀の新た֩ྉ๗֧ಀ行బの連໗֦した。֜し֥、์ሰ֧いև

環境の中֦、મྞ֪、く֧֗֩֒くりຎ֦גた復興ַのցらׅဖ、ཐଣ、૪ଫב、いׇい

ׇ৵ሰ׃ኄ֪ᇥև֥、൙ฌ༉ౖ֪し֥いくステージבև֥います。

本႘のシンポジウム֦は、ቴዛのᆷఆ॔֊ら復興のथ࿘֦ၜらた૪ଫ֧ཐଣב૩ँし、

ᆗᇫँし、人፬のዛཐ֧しׇօ֧す౽֦構ถ֥֔おります。国内外֊ら֓ౄइいた֟

ました研究ೄのॉዻ֪は、֜֝の๔֩お立֊らঊ発֩議Ꭺ֧֓ଣב಄ஂ֯い֦す。

本シンポジウムが、本႘֓ౄइのॉዻ֪֧֢֥ዛਟ֧֩֩ります֧֒בਅႪし、開会のఴ֧

いたします。

௹ೄఴ
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௹ೄఴ

ၾቋ ऱየ
福島県ཐ事

ॉ֪֔֠ג֒、גは。福島県ཐ事の内ቋ雅የ֦す。

２０２４年福島県立医科大学「県民健康調査」国際シンポジウムの開催֪当たり、ఴבしඑ֑

ます。

本႘は、国内外֊らくのॉ֪֔גౄइྚב、誠֪ցりが֧օ֓֕います。

また、ॉ֔גの֒ま֦の研究ঊ၌֪ෆく敬בᅳしますׁ֧֧֪、႘֊ら福島の復興֪६ᇠの

理श、౫援ྚבい֥おります֧֪֒、ू֥׀୴く፵בしඑ֑ます。

福島県֦は、ဪੜ電福島༌一ମ子発電所の事ב၃まև、県民のॉ֔גの൙֪た健康

のࡥಏ・ໃ進ב෨た֪׀、福島県立医科大学の協のऀ、県民健康調査ב行֢֥おります。

ମ発事֊ら間ׁ֩く１㕳年が૪थבす中、ࣵのᆭँׁ֧֧֪、ᆭᅴの固࿊ँがଖႪ֥֔お

り、国内外のॉ֪֔ג、「福島のௗ」ב正しく理शし֥いた֟くた֪׀は、県民健康調査のถऐ֩֨、科

学֪֩ৰ֤いたᇀ֊り׃すいග報ב૫໗し֥発මし、放射線֪す正しい理शבஏ֪広֑

֥いくᅢጅがցります。

֒օした中֦行本႘のシンポジウムは、ഷ֥׀のೣဒ開催֧֩ります。֒ま֦りຎג

֦た県民健康調査בවりᇪり、本県の૪ଫ׃調査ྫྷבし֥ၜらた科学ཐଣבዛし、議Ꭺב

ෆ֦֧֒׀、新のග報が֒のဪੜ֊ら国内外֪広く発මׁ֔の֧ৼし֥おります。

県֧いたしまし֥は、ௗ後ׁ、福島県立医科大学֧ગቹ֪連携ב෨り֩がら、県民健康調査בౡ׀、

県民のॉ֔גの安・安心の॰保֪、し֢֊り֧りຎ֦גまいります。ॉ֪֔גお֊まし֥は、ሟ

ᆏ֩૪ଫ֧ཐಡׁ֥֢ב、ׇり一ພのおևב಄りますׇօお৪いしඑ֑ます。

ଅֲ֪、本シンポジウムが実りいׁの֧֩ります֧֒、֔ら֪は、オンライン֦ౄइのሑׁ׀、

本႘ౄइいた֟い֥いॉ֔גのますますの健്、ঊב心֊らおਅりしඑ֑、ఴ֧い

たします。

ᆵဥଡཐಈఴ
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大戸 斉 OHTO Hitoshi

福島県立医科大学 副学長

၍放射線医学県民健康管理センター ຳউ

副センター長�健康調査ৰ本ᆪ長

1977（൨和52）年 福島県立医科大学医学ᆪ໘業、1984

（൨和59）年 医学博士(ဪੜ大学)、1987（൨和62）年 福

島県立医科大学助教೨、1994（平ถ６）年 ᇌᆪ省ఓ外研究

員（ؠמ؊؟נア大学תン؊ランシスר）、2000（平ถ12）

年 福島県立医科大学教೨。2010�2014（平ถ2226）

年 ၍大医学ᆪ長、2013�（平ถ25）年 ၍大副学長。֒

の間、႘本ዐଆ・መ治療学会理事長（2007�2011（平ถ

1923）年）、また2003（平ถ15）年 福島医学会ඊ、2010

（平ถ22）年 ႘本ዐଆመ治療学会ဪሾዐଆ医学ඊ、

2016（平ถ28）年 ႘本ዐଆመ治療学会村එႪඊ、

2023（令和㕵）年 ൨和சႪ学術ඊבඊ。

࣏
安村 誠司 YASUMURA Seiji

福島県立医科大学 理事（県民健康༶当）

 副学長（県民健康༶当）

၍医学ᆪ公ࢸ生学௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター長

1984（൨和㕵㕹）年 大学医学ᆪ໘業、1989（平ถଭ）年

၍大学院博士ड࿘ೲፇ（医学博士）した。 1998（平ถ 10）

年֪ဪੜဒᎡ人ຳ研究所ࢼ学ᆪ֪ཧ႞し、大学医学

ᆪ公ࢸ生学௶師、助教೨ב૪֥、2000（平ถ 12）年

福島県立医科大学医学ᆪ公ࢸ生学௶教೨֪ཧ႞した。

2011（平ถ 23）年６月 ၍大放射線医学県民健康管理セン

ター副センター長（2015（平ถ２７）年）ב႞した。2017

（平ถ 29）年 ၍大理事（教育・研究）副学長（学務༶当）、

2020（令和２）年 ၍大理事（県民健康・新学ᆪ）副学長

（県民健康）、2021（令和㕳）年 ၍大理事（県民健康・保健科

学ᆪ）副学長（県民健康）֧֢֩た。2023（令和㕵）年６月

22 ႘ׇり、放射線医学県民健康管理センター長֪֩り、ଵఓ

。౼֪

県民健康調査の،آトרーؠᎪᇌ“Study Protocol for

the Fukushima Health Management Survey”

(Journal of Epidemiology, 2012) また、調査のถ、ב

ऐ 、 ௗ 後 の ሑ ୶ ต ֪ ֣ い ֥ “Achievements and

Current Status of the Fukushima Health

Management Survey” (Journal of Epidemiology,

2022) 。ᅤしたב ֔ら֪ 、 “Public Health in a

Nuclear Disaster Message from Fukushima”

(Hiroshima University Press, 2016, Yasumura &

Kamiya, Co-editor) 。ഞᄟしたב

1996（平ถ㕸）年 ႘本公ࢸ生学会ൕ፱ඊבඊした。

20172022（平ถ29令和４）年 ႘本学術会議会員。

2023（令和㕵）年㕹月֊ら、ท府の新イン؊םؠンザ့

ప෮進会議委員（議長༉理）。

㕱بッװ
௶ྙ

志村 浩己 SHIMURA Hiroki

福島県立医科大学 副理事

၍医学ᆪ 臨床検査医学௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター 副セ

ンター長

1986（൨和61）年 ጪ医科大学医学ᆪ໘業、1991（平ถ㕳）

年 ጪ医科大学大学院ೲፇ（内ᇀᄿ・༉学๔）。1991

1994（平ถ㕳６）年 ᇚ国国立ࢸ生研究所֪ጽ学。国

後、ጪ医科大学༌ూ内科֪所໔し、内ᇀᄿ༉ರの教

育・診療֧ஙඡ学の研究֪ഌ事。2013（平ถ２㕵）年 福島

県立医科大学医学ᆪ臨床検査医学௶主႞教೨֪႞。

႞֧၍時֪放射線医学県民健康管理センター内の副室長֧

し֥ஙඡ検査ׁ֪ഌ事。2018（平ถ㕳０）年ׇり၍センター

ஙඡ検査ᆪ長、2023（令和㕵）年ׇり၍副センター長֪

႞。

大平 哲也 OHIRA Tetsuya

福島県立医科大学 医学ᆪ ௶学ࢼ 主႞

教೨

၍放射線医学県民健康管理センター健康調

査౫援ᆪ長

1990（平ถ２）年 福島県立医科大学医学ᆪ໘業、ຳ会津

中央病院ཕଣႪ心ි医学センター、ᆃ൪医科大学ᆣ໔病

院༌二内科、立ਤ川ຳ病院（ଵ・ਤ川市立ຳ病院）内

科֪֥内科医、心療内科医֧し֥ઌ務後、1995（平ถ７）年

འჂ大学大学院医学研究科環境生૩ႚ学、1999（平ถ

11）年 ၍ೲፇ、博士（医学）ၜ。2000（平ถ１２）年 大ఙ

府立ถ人病センターആ団検診༌一ᆪ診療主႞、2001（平ถ

13）年 大ఙ府立健康科学センター健康開発ᆪ医長、2004

2006（平ถ 1618）年 ᇚ国ؔネײタ大学ࢼ学・社会健康

学ᆪ研究員ב૪֥、2006（平ถ１㕸）年ׇり大ఙ大学大学

院医学૩研究科公ࢸ生学教室֪ཧ႞（医学ᆪ師）。

2008（平ถ２０）年 ၍ന教೨。2013（平ถ２㕵）年 福島県

立医科大学放射線医学県民健康管理センターࢼ学ᆪ教೨、

2013（平ถ２㕵）年 ၍医学ᆪࢼ学௶主႞教೨、ଵఓ֪౼

၍放射線医学県民健康管理センター健康調査౫援ᆪ。

長、၍健康ໃ進センター副センター長ב務。

1-1 ࣏
石川 徹夫 ISHIKAWA Tetsuo

福島県立医科大学 医学ᆪ 放射線ᆾ理ँ

学௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター ৰ本

調査・線量ᅴअ室長

2013（平ถ25）年㕸月֪、福島県立医科大学医学ᆪ放射線

ᆾ理ँ学௶の教೨֪ཧ႞、ଵఓ֪౼。ဪੜ大学学ᆪ

年֪໘業。֜の後、放射線医学ຳ研究所（平ถଭ）1989ב

֪֥、環境放射線・放射Ⴗ໐࿊おֲׇ線量ᅴअ֪20年ࡒඑ

携֢た。2000（平ถ12）年֪広島大学֦博士（医学）ב

ၜした。
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1-2 ࣏
ଽࣴ ᇌᅝ FURUYA Fumihiko

福島県立医科大学 医学ᆪ ஙඡ内ᇀᄿ

学௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター ஙඡ

検査෮進室長

1998（平ถ 10）年 ૌ大学医学ᆪ໘業、2004（平ถ 16）

年 ጪ大学大学院博士ड࿘ೲፇ、医学博士ၜ。2004

2007（平ถ１６19）年 ᇚ国ৢ研究所（NCI）ת؟ーל؊

ー、20052007（平ถ１７19）年آ ႘本学術ව興会ॆ

外ၟᇠ研究員႞。2008（平ถ２０）年 ጪ大学医学ᆪᆣ

໔病院助教、ጪ大学大学院ຳ研究ᆪ༌㕳内科ന教೨。

2022（令和４）年㕵月 福島県立医科大学医学ᆪ ஙඡ内

ᇀᄿ学௶ 主႞教೨֪ཧ႞、ଵఓ֪౼。

1-3 ࣏
島袋 充生 SHIMABUKURO Michio

福島県立医科大学 医学ᆪ ်ႜ病内ᇀᄿ

༉内科学௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター 健康

診査・健康ໃ進室長

1987（൨和62）年 ጼ大学医学科໘業、1995（平ถ７）年

ᇚ国テתעス大学תウスウלスタンؖؠנטセンター博士研

究員、1999（平ถ11）年 ጼ大学医学ᆪᆣ໔病院 師、

2011（平ถ23）年 ၝ島大学大学院 心ଆ管病医学ᇀ

ኾ ၟ႞教೨、်ႜ病臨床・研究開発センター 病・治療研

究ᇀኾ長（務）、2016（平ถ28）年 福島県立医科大学 ်

ႜ病・内ᇀᄿ・༉内科学௶ 主႞教೨、2017（平ถ29）

年 福島県立医科大学 生ঊষ病・ቯตෟ病（CKD）

௶ 教೨（務）、2021（令和㕳）年 ၍放射線医学県民健康

管理センター 健康診査・健康ໃ進室長 (務)、2021（令

和㕳）年 ၍๐༾地ࡰ生ঊষ病治療学௶ 教೨ (務)。

1-4 ࣏
ቋࣁ ྞ子 HORIKOSHI Naoko

福島県立医科大学 放射線医学県民健康

管理センター

の健康ဗ・生ঊষ調査౫援室֒֒ 副

室長

2017（平ถ29）年 福島県立医科大学大学院博士ၜ

(医学)。ဪੜဒ൚ঀମ村(保健師)፟ࡑ׃大学病院ஸဗ

਼センター(看護師)֪֩֨ഌ事。ဪੜ大学大学院地ࡰ看

護学ఓ学中֪ဪ႘本大ූఆが֒り、県大ྨྎ֦実౮

した国の保健師ׇ֪戸ሞኴの健康調査֪。౫

援のた׀の調査֪শし、2012（平ถ24）年 福島県立医科

大学放射線医学県民健康管理センター の健康ဗ・生֒֒

ঊষ֪す調査౫援室(助)֪ཧ႞。助教・師ב૪֥、

2023（令和㕵）年 ၍センター副室長֪႞。一ሑ、Ferme

Naturelle KOKUBUN副ࣆ主֧し֥、福島県ࡓ༥市֦夫

֧ໍ子ׁؙ֧֧֪ף・・ଜ・Ⴇの၌ᆾた֧֠ಛಛ໑בኬ౪

したႺ2023。ࢪࢥבࣆ（令和㕵）年 地ࡰのျᇌँ׃「ଅ」

֪༉ᅳ֔人֧人֧のዛ機֣֩֩がり、ිઝ֩ጰのಛ

֧の生ב実֊֣保護בኬ֧した႞団「ࡓ༥のጰ

ᇌँב会」ב発໑。

1-5 ࣏
藤森 敬也 FUJIMORI Keiya

福島県立医科大学 医学ᆪ長

၍医学ᆪ 産科婦人科学௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター ႟

産婦調査室長

1988（൨和63）年 福島県立医科大学医学ᆪ໘業、1992

（平ถ４）年 福島県立医科大学医学ᆪ大学院ೲፇし医学博

士ၜ。1992（平ถ４）年４月ׇりؠמ؊؟נア大学アーバ

イン産婦人科Maternal Fetal Medicineַ２年間ጽ学。

2002（平ถ14）年４月 福島県立医科大学ᆣ໔病院ຳ೮

産ৼሀ子医療センター師、福島県立医科大学医学ᆪ産科

婦人科学௶ב務。2008（平ถ20）年４月 ၍センターന

教೨。2008（平ถ20）年７月ׇりؠמ؊؟נア大学アーバ

イン産婦人科Maternal Fetal Medicineַ４֊月間௺

ဗጽ学。2009（平ถ21）年㕸月ׇりଵධ֦ց福島県立医

科大学医学ᆪ産科婦人科学௶主႞教೨֪႞。2014（平

ถ26）年４月ׇり福島県立医科大学ᆣ໔病院副病院長（㕳年

間）。2020（令和２）年４月ׇり福島県立医科大学医学ᆪ大

学院医学૩研究科科長。2022（令和４）年４月ׇり福島県立

医科大学医学ᆪ長。2002（平ถ14）年 アジア・オセアア

産婦人科学会Young Scientist Awardבඊ。

ৰྔ࣏
௶ྙ

田巻 倫明 TAMAKI Tomoaki

福島県立医科大学 医学ᆪ 健康؟スؔרפ

ؚケーシン学௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター ス؟

ン室長ケーシؚؔרפ

1998（平ถ10）年 ᇚ国スタン؊מード大学໘業（生ᆾ学๔

）、2003（平ถ15）年 ૌ大学医学ᆪ໘業、2008（平ถ

20）年 ႘本医学放射線学会 放射線治療๔医、2009

（平ถ21）年 医学博士（ૌ大学大学院）、20102011

（平ถ２２23）年 国際ମ子機רンؠתタント、2011

（平ถ23）年 ૌ大学大学院助教、2014（平ถ26）年 ట

ઈ医科大学国際医療センター師、2015（平ถ27）年 福島

県立医科大学 放射線ೠᩭ学௶ ന教೨、2021（令和㕳）

年 ၍大 健康؟スؚؔרפケーシン学௶ 主႞教೨（ଵ

ධ）。県民健康調査֪おい֥は、放射線医学県民健康管理セ

ンター؟スؚؔרפケーシン室長֧し֥、ᅇఆ市ྎ村֧の

連ጛ会֩֨ב༶当。

ৰྔ࣏
ؖイ・ア؋ؤ・ؠ؋

May ABDEL-WAHAB

国際ମ子機（IAEA） ମ子科学ࣤ

ዿ局 ؇ؚーؓンؠ؍スᆪ長

ア؋ؤ・ؠ؋博士は、放射線ೠᩭ学֪おい֥㕳０年ࡒඑの

臨床、教育、研究の૪ଫבዛし、๔は前立が֧ג൯ँ৯

がג治療֦ց。の連ᇀኾ֪は、医療アפセス֧ોᎉ、

医療のᆀಱ保ආ、安ต、また६௭֧ዻตのኴ༎֪ശす

ま֦֪国連の子ῼ֒。の新た֩शଂపがま׀た

がגያሻਸֲ管理ࢪࢥ委員会、UNIATF、ᇚ国放射線ೠᩭ

学会（ASTRO）の医療アפセスਸֲોᎉ委員会、放射線ೠ



ԁԀ
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1-2 ࣏
ଽࣴ ᇌᅝ FURUYA Fumihiko

福島県立医科大学 医学ᆪ ஙඡ内ᇀᄿ

学௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター ஙඡ

検査෮進室長

1998（平ถ 10）年 ૌ大学医学ᆪ໘業、2004（平ถ 16）

年 ጪ大学大学院博士ड࿘ೲፇ、医学博士ၜ。2004

2007（平ถ１６19）年 ᇚ国ৢ研究所（NCI）ת؟ーל؊

ー、20052007（平ถ１７19）年آ ႘本学術ව興会ॆ

外ၟᇠ研究員႞。2008（平ถ２０）年 ጪ大学医学ᆪᆣ

໔病院助教、ጪ大学大学院ຳ研究ᆪ༌㕳内科ന教೨。

2022（令和４）年㕵月 福島県立医科大学医学ᆪ ஙඡ内

ᇀᄿ学௶ 主႞教೨֪ཧ႞、ଵఓ֪౼。

1-3 ࣏
島袋 充生 SHIMABUKURO Michio

福島県立医科大学 医学ᆪ ်ႜ病内ᇀᄿ

༉内科学௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター 健康

診査・健康ໃ進室長

1987（൨和62）年 ጼ大学医学科໘業、1995（平ถ７）年

ᇚ国テתעス大学תウスウלスタンؖؠנטセンター博士研

究員、1999（平ถ11）年 ጼ大学医学ᆪᆣ໔病院 師、

2011（平ถ23）年 ၝ島大学大学院 心ଆ管病医学ᇀ

ኾ ၟ႞教೨、်ႜ病臨床・研究開発センター 病・治療研

究ᇀኾ長（務）、2016（平ถ28）年 福島県立医科大学 ်

ႜ病・内ᇀᄿ・༉内科学௶ 主႞教೨、2017（平ถ29）

年 福島県立医科大学 生ঊষ病・ቯตෟ病（CKD）

௶ 教೨（務）、2021（令和㕳）年 ၍放射線医学県民健康

管理センター 健康診査・健康ໃ進室長 (務)、2021（令

和㕳）年 ၍๐༾地ࡰ生ঊষ病治療学௶ 教೨ (務)。

1-4 ࣏
ቋࣁ ྞ子 HORIKOSHI Naoko

福島県立医科大学 放射線医学県民健康

管理センター

の健康ဗ・生ঊষ調査౫援室֒֒ 副

室長

2017（平ถ29）年 福島県立医科大学大学院博士ၜ

(医学)。ဪੜဒ൚ঀମ村(保健師)፟ࡑ׃大学病院ஸဗ

਼センター(看護師)֪֩֨ഌ事。ဪੜ大学大学院地ࡰ看

護学ఓ学中֪ဪ႘本大ූఆが֒り、県大ྨྎ֦実౮

した国の保健師ׇ֪戸ሞኴの健康調査֪。౫

援のた׀の調査֪শし、2012（平ถ24）年 福島県立医科

大学放射線医学県民健康管理センター の健康ဗ・生֒֒

ঊষ֪す調査౫援室(助)֪ཧ႞。助教・師ב૪֥、

2023（令和㕵）年 ၍センター副室長֪႞。一ሑ、Ferme

Naturelle KOKUBUN副ࣆ主֧し֥、福島県ࡓ༥市֦夫

֧ໍ子ׁؙ֧֧֪ף・・ଜ・Ⴇの၌ᆾた֧֠ಛಛ໑בኬ౪

したႺ2023。ࢪࢥבࣆ（令和㕵）年 地ࡰのျᇌँ׃「ଅ」

֪༉ᅳ֔人֧人֧のዛ機֣֩֩がり、ිઝ֩ጰのಛ

֧の生ב実֊֣保護בኬ֧した႞団「ࡓ༥のጰ

ᇌँב会」ב発໑。

1-5 ࣏
藤森 敬也 FUJIMORI Keiya

福島県立医科大学 医学ᆪ長

၍医学ᆪ 産科婦人科学௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター ႟

産婦調査室長

1988（൨和63）年 福島県立医科大学医学ᆪ໘業、1992

（平ถ４）年 福島県立医科大学医学ᆪ大学院ೲፇし医学博

士ၜ。1992（平ถ４）年４月ׇりؠמ؊؟נア大学アーバ

イン産婦人科Maternal Fetal Medicineַ２年間ጽ学。

2002（平ถ14）年４月 福島県立医科大学ᆣ໔病院ຳ೮

産ৼሀ子医療センター師、福島県立医科大学医学ᆪ産科

婦人科学௶ב務。2008（平ถ20）年４月 ၍センターന

教೨。2008（平ถ20）年７月ׇりؠמ؊؟נア大学アーバ

イン産婦人科Maternal Fetal Medicineַ４֊月間௺

ဗጽ学。2009（平ถ21）年㕸月ׇりଵධ֦ց福島県立医

科大学医学ᆪ産科婦人科学௶主႞教೨֪႞。2014（平

ถ26）年４月ׇり福島県立医科大学ᆣ໔病院副病院長（㕳年

間）。2020（令和２）年４月ׇり福島県立医科大学医学ᆪ大

学院医学૩研究科科長。2022（令和４）年４月ׇり福島県立

医科大学医学ᆪ長。2002（平ถ14）年 アジア・オセアア

産婦人科学会Young Scientist Awardבඊ。

ৰྔ࣏
௶ྙ

田巻 倫明 TAMAKI Tomoaki

福島県立医科大学 医学ᆪ 健康؟スؔרפ

ؚケーシン学௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター ス؟

ン室長ケーシؚؔרפ

1998（平ถ10）年 ᇚ国スタン؊מード大学໘業（生ᆾ学๔

）、2003（平ถ15）年 ૌ大学医学ᆪ໘業、2008（平ถ

20）年 ႘本医学放射線学会 放射線治療๔医、2009

（平ถ21）年 医学博士（ૌ大学大学院）、20102011

（平ถ２２23）年 国際ମ子機רンؠתタント、2011

（平ถ23）年 ૌ大学大学院助教、2014（平ถ26）年 ట

ઈ医科大学国際医療センター師、2015（平ถ27）年 福島

県立医科大学 放射線ೠᩭ学௶ ന教೨、2021（令和㕳）

年 ၍大 健康؟スؚؔרפケーシン学௶ 主႞教೨（ଵ

ධ）。県民健康調査֪おい֥は、放射線医学県民健康管理セ

ンター؟スؚؔרפケーシン室長֧し֥、ᅇఆ市ྎ村֧の

連ጛ会֩֨ב༶当。

ৰྔ࣏
ؖイ・ア؋ؤ・ؠ؋

May ABDEL-WAHAB

国際ମ子機（IAEA） ମ子科学ࣤ

ዿ局 ؇ؚーؓンؠ؍スᆪ長

ア؋ؤ・ؠ؋博士は、放射線ೠᩭ学֪おい֥㕳０年ࡒඑの

臨床、教育、研究の૪ଫבዛし、๔は前立が֧ג൯ँ৯

がג治療֦ց。の連ᇀኾ֪は、医療アפセス֧ોᎉ、

医療のᆀಱ保ආ、安ต、また६௭֧ዻตのኴ༎֪ശす

ま֦֪国連の子ῼ֒。の新た֩शଂపがま׀た

がגያሻਸֲ管理ࢪࢥ委員会、UNIATF、ᇚ国放射線ೠᩭ

学会（ASTRO）の医療アפセスਸֲોᎉ委員会、放射線ೠ

ᩭ学֪お医療事業ျ（IHE-RO）૱ब委員会֩֨、֔

ま֕ま֩国内外の委員会のؖンバー׃委員長ב務׀た。また、

႘本、アジア、؝ーآッ؆֦の IAEA の STS（科学技術・社

会）،آジפלトの開発֧実౮ב主၏し、放射線の؟スؔרפ

ؚケーシン֪す医師教育֪ଝした。ଵఓ、IAEA֦

の「Rays of Hope」ב၍֦主၏し、ฌै२地の౮็

たଵ౫援、研究・技術ॹ新、ಏ໗ईႷ֩放射線治療֗ྫྷב

ַのアפセス୶එבኬ౪し֥い。थੌ֪は、बໂ診断֧७

医学֪す Lancet Oncology 委員会報告書ב、ଵఓは

放射線治療֧セラノステפטス֪す Lancet 委員会の

၍؟ーーב務֥׀い。ア؋ؤ・ؠ؋博士は、Ⴈ心֩

。発ᅳし֥いבスト֦ցり、くのᎪᇌ؟ೄ、؆ネ࣏

IAEA ᆡ႞前は、ᇚ国؟פー؋ランド・؟פッפの൯ँ৯放

射線ೠᩭ学ᆪ長、ケース・ウלスタン大学ラーー医学ᆪ教

೨ב႞。ノー؎ؠඊඊೄアンドؚ؟ー・シؘ؟ー博士の研

究室֧協し、新しい GHRH-உ薬֧放射線のະୗ作ዿ֪

֣い֥研究す֨֩した。ᇚ国放射線学会（ACR）おֲׇᇚ

国放射線ೠᩭ学会（ASTRO）の؊آלー֦ցり、「Best

Doctors in America」の؟スト֪ૡ載֔、また、؏ンシؠ

バア大学ס؟פーؓンඊ、ESTRO ዮ会員ඊׁඊし֥

い。

㕲بッװ
௶ྙ

坪倉 正治 TSUBOKURA Masaharu

福島県立医科大学 医学ᆪ 放射線健康管

理学௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター 健

康ؚؔרケーシン室長

2006（平ถ18）年㕳月֪ဪੜ大学医学ᆪב໘業した後、๑

ጃ県・ဒ内の病院֪֥ଆࢻ内科医֧し֥ઌ務。2011（平ถ

23）年㕳月のဪ႘本大ූఆ発生ࡒவ、ႊະ市立ຳ病

院・ະ中央病院・ֱらた中央病院ב֪主֪ؐーؑؠ

医療౫中心֧すבዿいた内ᆪᅇ֯く検査בウンターנーט

援֪ഌ事。診療ב行օሧら、放射線֪す૱໐׃ᅇ֯くב

心ვすᅇఆೄの健康ະཎ、福島県おֲׇ市ྎ村の放射線

పׁ֪֥֢い2020。（令和２）年６月ׇり福島県立

医科大学放射線健康管理学௶主႞教೨、放射線医学県

民健康管理センター健康ؚؔרケーシン室長。

෯木 理 MIZUKI Rie

福島県立医科大学 放射線医学県民健康

管理センター

の健康ဗ・生ঊষ調査౫援室֒֒ 

師

ᇚ国ؑストンנレッジ֪֥נウンセ؟ンץ心理学ೲ士、ஙႊ

大学֪֥ᇌ学博士בၜ。ಋၔጊ護౮็֪֥、心理ධ֧し

֥心理治療ב行օሧら、ဪ႘本大ූఆのᅇఆ地ؐרート調

査֪ౄइし、10年֪たり県、県、福島県֦ᅇఆし

た子ׁ֧֨ጊ育ೄבඉ֪ኜไב実౮。2017（平ถ29）年４

月ׇり福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センター

ઌ務。

2-1 ࣏
内 ဎਈ夫 UCHIYAMA Tokio

福島学院大学 副学長

၍福祉学ᆪ福祉心理学科 教೨

1983（൨和58）年㕳月 വ၎大学医学ᆪ໘業後、၍大医

学ᆪ精神医学௶ႚ局。1987（൨和62）年ׇりവ၎ࣁ谷

精神医学研究所ᆣ໔病院֪ઌ務。1988（൨和63）年 ဒ立

კケ丘病院精神科֪ಋၔ精神科医֧し֥ઌ務ב開ౡ。1994

（平ถ６）年 ノースآנライ大学医学ᆪ精神科ᆪ֪ጽ学。

1997（平ถ㕹）年ׇりཀྵྎ༊発༥ඏ॔診療所֪ઌ務し、ࢷ国

The Centre for Social Communication Disorders

（ଵLorna Wing Centre）ַጽ学。1999（平ถ11）年 大

子大学ઌ務（2009（平ถ21）年༄ධ）、ጐ年ׇ֒はま発༥

開็。2009（平ถ21）年֪福島大学人間ᇌँ発בפッ؟פ

༥学፬教೨֪႞（2016（平ถ28）年ׇり子ׁ֨のؖンタؠ

。（ス౫援事業෮進室ਰ員教೨、2022（令和４）年༄႞ؠ؍

ဪ႘本大ූఆྞ後֊ら発༥ඏ॔の子ׁ֨た֠の౫援֧研究

ঊ၌ב໗2013、（平ถ25）年４月ׇり福島県立医科大学

会津医療センターၟ႞教೨（2022（令和４）年㕳月ま֦）、

2016（平ถ28）年10月ׇりࢷ国バース大学心理学科ࣤዿ

ಛᇘ൵研究センター（Centre for Applied Autism 

ResearchӱCAAR）ዮ研究員႞。2022（令和４）年ׇ

り福島学院大学心理福祉学ᆪ教೨、2023（令和㕵）年ׇり၍

大副学長。

2-2 ࣏
ᇦ平 ൹໋ KATAHIRA Yoshinori

一般社団法人 ふくしま連携復興センター

理事事務局長

1981（൨和56）年 中央大学法学ᆪ໘業、1982（൨和57）

年 福島県ධ員֪ంዿ。保健環境ᆪ、ဘ木ᆪ、ຳ務ᆪ、教育

庁့の業務֪ഌ事。ဪ႘本大ූఆ時はഞႶ局主、2012

（平ถ24）年 ཐ事ྞএ県民広ྐ室長、2015（平ถ27）年

ຳ務ᆪධ員業務ड長ב႞し、2017（平ถ29）年 福島県

༄ධ。2018（平ถ30）年ב 一般社団法人ふくしま連携復興

センター֪ႚධし、広ࡰᅊႍೄ౫援ーム؟ーー֧し֥広

ᅊႍೄ౫援業務֪ഌ事。2021（令和㕳）年ࡰ 一般社団法人

ふくしま連携復興センター理事。2022（令和４）年ׇり一般社

団法人ふくしま連携復興センター理事事務局長。

2-3 ࣏
田巻 倫明 TAMAKI Tomoaki

福島県立医科大学 医学ᆪ 健康؟スؔרפ

ؚケーシン学௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター ス؟

ン室長ケーシؚؔרפ

（ጸは p６ৰ調࣏ ௶長のጡבౄ൴の֧֒。）



Ԃ

ຳव
ノレット・ケネス

福島県立医科大学 医学ᆪ ዐଆ・ࡤඬኘ

௶学ࢼ 教೨

၍放射線医学県民健康管理センター 教೨

ᇚ国ؔネײタೱのؖイ؝ー؟פッפ（ؖイ؝ー医科大学）֦医

師ኘ֧医学博士בၜ後、၍؟פッ֪פ病理学֧ዐଆ

学๔の研ೲ医֧し֥ઌ務。֜の後、アؖנ؟ഋಌ社ሾ中

ᆪଆࢻセンター֪ઌ務し、၍時֪ؔネアポ؟ス༄ዂ્人医療

センターଆࢻバンפの医長おֲׇؔネײタ大学助教೨֪႞。

ランドؐ・ؠセンターのポーࢻラؖントଆפתアೱؠמ؊؟נ

博士のൣַいׇ֪り၍センターの副医長֪႞し、֜の後、

オーストラ؟アഋಌ社ଆתࢻービスのジアン・؉ンפ博士

のൾऴ֦ு医学教育،ץآラムの႞ೄ֧し֥ంዿ֔、

ዐଆ学๔ऌ֧し֥פイーンׯランドೱ֪ઌ務。

（平ถ ）年 福島県立医科大学医学ᆪ ዐଆ・ࡤඬ

ኘࢼ学௶の大戸斉教೨（当時）֪ൣַい֔、၍௶師

֪ཧ႞、၍௶ന教೨ב૪֥、 （平ถ ）年 ၍௶֧

放射線医学県民健康管理センターの教೨֪႞。ဪ႘本大

ූఆ後、ᇚ国֊らのᅊႍফൕבׁ福島ౖ֪り、福島医

大のఆ॔復興ঊ၌֪ഌ事。 （令和２）年֪は႘本のࢰ

ഉଚׁၜし、ௗ後ׁ福島県の長ৼ復興֪協し֥いた

い֧ணև֥い。

௶ྙӱ་ ฮӡᆵဥଡጵऎ་ॺӢ

զଡኁଌஅྔ௮էॗጅ

ࡊ วӡᆵဥଡጵऎ་ॺӢ

بפآبי
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ຳव
ノレット・ケネス

福島県立医科大学 医学ᆪ ዐଆ・ࡤඬኘ

௶学ࢼ 教೨

၍放射線医学県民健康管理センター 教೨

ᇚ国ؔネײタೱのؖイ؝ー؟פッפ（ؖイ؝ー医科大学）֦医

師ኘ֧医学博士בၜ後、၍؟פッ֪פ病理学֧ዐଆ

学๔の研ೲ医֧し֥ઌ務。֜の後、アؖנ؟ഋಌ社ሾ中

ᆪଆࢻセンター֪ઌ務し、၍時֪ؔネアポ؟ス༄ዂ્人医療

センターଆࢻバンפの医長おֲׇؔネײタ大学助教೨֪႞。

ランドؐ・ؠセンターのポーࢻラؖントଆפתアೱؠמ؊؟נ

博士のൣַいׇ֪り၍センターの副医長֪႞し、֜の後、

オーストラ؟アഋಌ社ଆתࢻービスのジアン・؉ンפ博士

のൾऴ֦ு医学教育،ץآラムの႞ೄ֧し֥ంዿ֔、

ዐଆ学๔ऌ֧し֥פイーンׯランドೱ֪ઌ務。

（平ถ ）年 福島県立医科大学医学ᆪ ዐଆ・ࡤඬ

ኘࢼ学௶の大戸斉教೨（当時）֪ൣַい֔、၍௶師

֪ཧ႞、၍௶ന教೨ב૪֥、 （平ถ ）年 ၍௶֧

放射線医学県民健康管理センターの教೨֪႞。ဪ႘本大

ූఆ後、ᇚ国֊らのᅊႍফൕבׁ福島ౖ֪り、福島医

大のఆ॔復興ঊ၌֪ഌ事。 （令和２）年֪は႘本のࢰ

ഉଚׁၜし、ௗ後ׁ福島県の長ৼ復興֪協し֥いた

い֧ணև֥い。

௶ྙӱ་ ฮӡᆵဥଡጵऎ་ॺӢ

զଡኁଌஅྔ௮էॗጅ
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福島県立医科大学 理事（県民健康༶当） 副学長

（県民健康༶当）

၍医学ᆪ公ࢸ生学௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター長

福島県立医科大学放射線医学県民健康管

理センターは、福島ମ発事後の県民の健康

の福島県֊らの委༛事業֧し֥׀たଣב

「県民健康調査」ב実౮し֥い。ௗ年ဗؖイ

ン会בဪੜ、תテライト会ב福島֪็མ

すׁ֪֧֧、Zoom౽ྐׁᇏዿしたイ؟؋

ッドಠ֦開催した。

֦࣏は、ௗ年ဗ報告したถऐב中心֪ഠ

が、調査ଅऐのॗጅはద年ဗのଅऐָ֧

ॗ֬၍ዻ֦ցり、ௗ႘ま֦֪明ら֊֪֔た

所ଣ֔בら֪॰認すׁの֦ց。֩お、福島

県֦は、地ූ、津Ⴢ、放射Ⴗ֧ࣞᆷఆ॔

֪ଣᆧ、ఆ॔連がྞไׇりׁい

が、放射線ׇ֪ሦೄは֦آױց（スライ

ド１）。

֥֔、「県民健康調査」は、外ᆪᅇ֯く線量†

Ⴞבৰ本調査֧県民の健康ඡ෮࿊すב

い֥の４֣のඈ調査֦構ถ֔׀たす࠶

、ඈ調査֪は、ஙඡ†検査、健康診査。

調査、ਸの健康ဗ・生ঊষ֪す֒֒

ֲ႟産婦֪す調査がま֥い（スラ

イド２）。

ৰ本調査֦は、事後４֊月間の外ᆪᅇ

֯く線量ב෮࿊したഉ民（ዃ 46.7ቮ人）のଅ

ऐॗጅは、ద年ဗの報告֧ᇥら֙ 99.8%

のഉ民は 㕵mSv ቴተ֦ց֢た（スライド㕳）。

ஙඡ検査֦は、検査㕵षኬま֦の検査֧

25ఄ時、㕳０ఄ時の้ኬ検査が行、૱

328人֪࠵ต/࠵ตਝいのஙඡೠᩭがଣ

֣֊֢た（スライド４）。検၀委員会/ஙඡ検

査ᅴअᆪ会֦は、検査４षኬま֦のଅऐבश

ืし、ஙඡが֧ג放射線ᅇ֯くの間֪ዛ

֩連はళ֔֩い౯のᅴअבし֥い。

ᅴअᆪ会֦のؐרート内൵፯൴研究†ׇ֪

֪†ᄾׯशืׁ֦、線量֧ೠᩭの発生のオッ

連は認׀ら֥い֩い（スライド㕵）。ஙඡ

検査֦は、検査のؖ؟ット֧؟ؖットב理

शしׁ֥ら֢たඑ֦、検査診のዛ無ב॰認

し֥い。

健康診査֦は、ᅆተ、ஸଆ࠽、౻ಱࡣඛ、

်ႜ病့の؟スפが、ᅊ့ׇႍ֪りໃइした

֧֒がౙևたが、放射線影響בಘす所ଣは認

。た（スライド６）֢֊֩ら׀

一ሑ、֒֒の健康ဗ・生ঊষ֪す

調査֦は、K６†ᅴअׇ֪り般精神健康ဗ

の࿃い人׃ PCL†ᅴअׇ֪りトラウؓ連൵

ඡが੫い人、SDQ†ᅴअׇ֪りኴ༎行၌့の

た׀౫援がᅢጅ֩子ׁ֨のআは、事ྞ後

は一般ആ団ׇりஸ֊֢た。֒のআは૪年

֪ଲ൛し֥いが、֜の୶は 2020（令和２）

年ဗׁ૫໗し֥いた。スライド７֪子ׁ֨の

SDQ のଅऐבಘした。般精神健康ဗは、

県外֪ᅊႍしたഉ民のሑが県内ᅊႍのഉ民

ׇり࿃い୶がց֢た。ମ発事の放射線ᅇ

֯くׇ֪り影響のईႷตがց֧ணև

ഉ民のআׁ県外ᅊႍのഉ民のሑがい

୶がց֢た。2020（令和２）年ဗの႟産婦

֪す調査֪ࣝいׁ֥、ວ産ጴ、࿃ഞ生

ഓಋጴ、๐ৱ・๐ࡣඛ発生ጴ့は、

国֩ータ֧は௭が֩֊֢た（スライド㕸）。

学会の๔ऌࢼらの所ଣ֪֣い֥႘本֒

ၜב検၀委員会֧၍ዻ֩ଣश、׀ਿבଣ֪

た。ሀැのօ֣୶আのଲ൛は、2020（令

和２）年ဗׁ֪認׀らた。၍時֪、本調査֦

は२検査ଅऐ֪ৰ֤ഉ民֪ᅢጅ֩౫援ב

行֢֥い。

بפآبי զଡኁଌஅྔ௮էॗጅ
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福島県立医科大学 理事（県民健康༶当） 副学長

（県民健康༶当）

၍医学ᆪ公ࢸ生学௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター長

福島県立医科大学放射線医学県民健康管

理センターは、福島ମ発事後の県民の健康

の福島県֊らの委༛事業֧し֥׀たଣב

「県民健康調査」ב実౮し֥い。ௗ年ဗؖイ

ン会בဪੜ、תテライト会ב福島֪็མ

すׁ֪֧֧、Zoom౽ྐׁᇏዿしたイ؟؋

ッドಠ֦開催した。

֦࣏は、ௗ年ဗ報告したถऐב中心֪ഠ

が、調査ଅऐのॗጅはద年ဗのଅऐָ֧

ॗ֬၍ዻ֦ցり、ௗ႘ま֦֪明ら֊֪֔た

所ଣ֔בら֪॰認すׁの֦ց。֩お、福島

県֦は、地ූ、津Ⴢ、放射Ⴗ֧ࣞᆷఆ॔

֪ଣᆧ、ఆ॔連がྞไׇりׁい

が、放射線ׇ֪ሦೄは֦آױց（スライ

ド１）。

֥֔、「県民健康調査」は、外ᆪᅇ֯く線量†

Ⴞבৰ本調査֧県民の健康ඡ෮࿊すב

い֥の４֣のඈ調査֦構ถ֔׀たす࠶

、ඈ調査֪は、ஙඡ†検査、健康診査。

調査、ਸの健康ဗ・生ঊষ֪す֒֒

ֲ႟産婦֪す調査がま֥い（スラ

イド２）。

ৰ本調査֦は、事後４֊月間の外ᆪᅇ

֯く線量ב෮࿊したഉ民（ዃ 46.7ቮ人）のଅ

ऐॗጅは、ద年ဗの報告֧ᇥら֙ 99.8%

のഉ民は 㕵mSv ቴተ֦ց֢た（スライド㕳）。

ஙඡ検査֦は、検査㕵षኬま֦の検査֧

25ఄ時、㕳０ఄ時の้ኬ検査が行、૱

328人֪࠵ต/࠵ตਝいのஙඡೠᩭがଣ

֣֊֢た（スライド４）。検၀委員会/ஙඡ検

査ᅴअᆪ会֦は、検査４षኬま֦のଅऐבश

ืし、ஙඡが֧ג放射線ᅇ֯くの間֪ዛ

֩連はళ֔֩い౯のᅴअבし֥い。

ᅴअᆪ会֦のؐרート内൵፯൴研究†ׇ֪

֪†ᄾׯशืׁ֦、線量֧ೠᩭの発生のオッ

連は認׀ら֥い֩い（スライド㕵）。ஙඡ

検査֦は、検査のؖ؟ット֧؟ؖットב理

शしׁ֥ら֢たඑ֦、検査診のዛ無ב॰認

し֥い。

健康診査֦は、ᅆተ、ஸଆ࠽、౻ಱࡣඛ、

်ႜ病့の؟スפが、ᅊ့ׇႍ֪りໃइした

֧֒がౙևたが、放射線影響בಘす所ଣは認

。た（スライド６）֢֊֩ら׀

一ሑ、֒֒の健康ဗ・生ঊষ֪す

調査֦は、K６†ᅴअׇ֪り般精神健康ဗ

の࿃い人׃ PCL†ᅴअׇ֪りトラウؓ連൵

ඡが੫い人、SDQ†ᅴअׇ֪りኴ༎行၌့の

た׀౫援がᅢጅ֩子ׁ֨のআは、事ྞ後

は一般ആ団ׇりஸ֊֢た。֒のআは૪年

֪ଲ൛し֥いが、֜の୶は 2020（令和２）

年ဗׁ૫໗し֥いた。スライド７֪子ׁ֨の

SDQ のଅऐבಘした。般精神健康ဗは、

県外֪ᅊႍしたഉ民のሑが県内ᅊႍのഉ民

ׇり࿃い୶がց֢た。ମ発事の放射線ᅇ

֯くׇ֪り影響のईႷตがց֧ணև

ഉ民のআׁ県外ᅊႍのഉ民のሑがい

୶がց֢た。2020（令和２）年ဗの႟産婦

֪す調査֪ࣝいׁ֥、ວ産ጴ、࿃ഞ生

ഓಋጴ、๐ৱ・๐ࡣඛ発生ጴ့は、

国֩ータ֧は௭が֩֊֢た（スライド㕸）。

学会の๔ऌࢼらの所ଣ֪֣い֥႘本֒

ၜב検၀委員会֧၍ዻ֩ଣश、׀ਿבଣ֪

た。ሀැのօ֣୶আのଲ൛は、2020（令

和２）年ဗׁ֪認׀らた。၍時֪、本調査֦

は२検査ଅऐ֪ৰ֤ഉ民֪ᅢጅ֩౫援ב

行֢֥い。
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ุ๖ ᆍ

福島県立医科大学 医学ᆪ 放射線ᆾ理ँ学௶
主႞教೨
၍放射線医学県民健康管理センター ৰ本調査・線
量ᅴअ室長

ମ発事後、福島県内֦は環境中の放射

線レ؎ؠが਼૽֪එ൦したが、当時は放射線

໐࿊৯がᆗਸし֥おら֙、ഉ民がಛිのᅇ֯

くの࿘ဗבཐ֧֒はႍ֦ց֢た。֦֜֒、

଼y人の事後の行၌֪すග報בၜ֥、

外ᆪᅇ֯く線量†（環境中の放射ׁ֪֧ב֜

線֊ら線量）ב෮૱すৰ本調査が開

ౡ֔た。調査のඉ֧֩ሑは、ମ໋֧し֥

ූఆの当႘֊ら၍年７月１႘の間֪、福島県

内֪ഉ民ဎᎩがց֢たሑ֦ց。ඉ֧֩

ዃ２０６ቮ人֪、事後の行၌בႚすኴ

診ᅲ（スライド１）בვᆑした。ኴ診ᅲは㕳月１１

႘֊ら７月１１႘ま֦の４֊月間の行၌בႚ

すዻಠ֪֢֥֩い。

ᇪ送֔たኴ診ᅲࡦ、ׁ֪֧בဗ૪ဗ֪ᇥ

হ֔た႘yの੍所֧放射線レ؎ؠ（間

線量ጴ）のؓッ،֧רבン؉ؚータඑ֦ഓ֬

ス）線量෮૱が行、ׇ֥֢֪֧֚֒

ライド２）。ᇪ送֔たኴ診ᅲは、一ྫྷ֧֪֓線

量෮૱、ଅऐྫྷཐב行֢֥た（スライド㕳）。

ኴ診ᅲは４֊月間の行၌Ꭹבႚすዻ

ಠ֪֢֥֩いが、中֪は行၌のᎩが４֊

月ቴተのषးׁց。行၌のᎩが４֊月ቴ

ተ֢֟たሑׁ֥׀、ௗま֦֪૱֦ዃ㕵㕵

ቮ㕵๑人֪線量のྫྷཐב行֢た。

一ሑ֦、෮૱した線量は地ࡰᇠ֦֩֨ആ૱

た。県֥報告、Ꭺᇌ発ᅳが行、֔

֦、４֊月間の行၌Ꭹבषးしたሑは

46ቮ７２㕵６人（2023（令和㕵）年㕳月㕳１႘ଵ

ఓ）֦、֜の線量の平ઍཏは０.8mSv、ஸ

ཏは２㕵mSv֦ց֢た（スライド４）。ԃԃ²ࡒ

එのሑ֪֣い֥線量は㕳mSvቴተ֦ց֢た。

福島༌一ମ発のࡔམすະຖ地ׁ֦ࡰ、大

ᆪᇀのሑが3mSvቴተの線量֦ց֢た。֒の

線量෮૱ଅऐ֪し֥「県民健康調査」検၀

委員会֦は、「４֊月間の外ᆪᅇ֯く線量෮

૱ཏ֦はցが、ը放射線ׇ֪健康影響が

ց֧はணև֪くいթ֧ᅴअ֔」֧し֥い。

WHO׃UNSCEAR֧い֢た国際機֦

ׁ、福島県民֪す線量ᅴअב行֢֥い

（スライド㕵）。WHOは２０１２（平ถ２４）年の

報告書֦、ஔྎ、ᄫড়村のഉ民֪֣い֥事

後１年間の線量１０ב㕵０mSv֧ᅴअした。

た֟し、֒は૱बᅊႍત֪ࡰ事後４

֊月間੍ഉし、１႘ցたりのࣴ外ఓ時間は

㕸時間֧いօ、֥׀安໊のं࿊֪ৰ֤

い た 線 量 ෮ ૱ ֦ ց ֢ た 。 ֜ の 後 、

「UNSCEAR２０２０年/２０２１年報告書」֦

は、ৰ本調査֦ၜらた実際のᅊႍ؆ターン

、ׇ֧֪֒。たጦዿした෮૱が報告֔ב

当ഷのWHOの෮૱֪ᄾָ֥、線量はӻӺᇀ

の１ցいは֜ऀࡒの線量֧֢֩た。֒の፯

֊らׁ、事後の行၌Ꭹがଵ実֩線量

ᅴअ֪ഓጅ֦ց֢た֧֒が֊。事後の

行၌Ꭹは、ஙඡ†の内ᆪᅇ֯く線量†෮૱

ׁ֪ࣤዿ֥֔い（スライド６）。

ৰ本調査のऐたし֥たዂআਸֲ調査֦

ၜらたଅऐבま֧֧׀、スライド７のׇօ֪

。֩

1-1 ৰྔ௮ –ዃ 200 ቮඉ֭ᅇ֯֎ፘ෮૱֭૪ଫ–
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ଽࣴ ᇌᅝ

福島県立医科大学 医学ᆪ ஙඡ内ᇀᄿ学௶ 主
႞教೨
၍放射線医学県民健康管理センター ஙඡ検査෮
進室長

２０１１（平ถ２㕳）年㕳月のဪ႘本大ූఆ後

の福島༌一ମ子発電所事後֪放ഞ֔

た放射線ׇ֪֢֥ஙඡがגがໃइすई

Ⴗตが৭ᛖ֔たた׀、福島県֦は、事ྞ

後֊らූఆ時֪１㕸ఄ֦ऀࡒց֢た県内ఓഉ

ೄ֧ጐ年ഞ生したዃ㕳㕸ቮ人בඉ֧すྖ

ࣿჂ検査בዿいたஙඡ検査ב実౮し֥い

。

๐行検査が２０１１（平ถ２㕳）年֊ら開ౡ֔

行օኬ֦の本६検ב๐行検査֧のᄾॵ、

査が２０１４（平ถ２６）年֊ら行２０２４、

（令和６）年㕳月の時֦本६検査（検査６ष

ኬ）ਸֲ２㕵ఄ時、㕳０ఄ時の้ኬの検査が行

の検査֦は、ྖࣿჂ検֝֜。い֥

査ׇ֪֢֥ஙඡの「のօመ」「ଅ้」のඡ

ᅴअし、２０ӧ１ב ׃එののօመࡒ

、එのଅ้はࡒ ᄕ࿊֧֩り国内学会の診断

ৰമ֦࠵ตがਝはਹࢂመ

診†ב行֢֥い。

２０２㕳（令和㕵）年㕹月㕳０႘ま֦֪㕳２㕸人

がመ診ׇ֪֢֥、࠵ตまたは࠵ตਝい֧診

断֥֔い（スライド ）。ৰ本調査のଅऐ֪

ৰ֤く଼人のஙඡ့अ線量†్בഞし、ங

ඡ検査またはがגဎᎩ֦౪֔た「൵፯」

֪す൵፯൴研究†֦は、「࠵ต֩いし࠵

ตਝい֧診断֔たଅ้の発ଣጴ」֧「放射

線ᅇ֯く線量」の間֪、ျ૱学֩量・ᄗࣤ

は認׀ら֥い֩い（スライド２）。

ஙඡ検査の二検査診ጴ（スライド㕳）

መ診の実౮ጴ（スライド４）֪は県内の地׃

」、௭がցりࡰ ᄕ࿊֧֩ଅ้」のᄕ࿊ጴ׃

の発ଣጴは年፼がஸ「ตਝい࠵ตまたは࠵」

いֺ֨֜のᆇဗがஸい֧֒が明ら֊֪֢֥֩

い。ஙඡがגの発ଣ֪は֔ま֕ま֩୪ጛ†

い֥ईႷตが౪֔子がし֥いࢀ

。（スライド㕵）

ஙඡ検査֪は、ؖ؟ット・؟ؖットがց

֧֒が౪֥֔い。生क़ਂ֤֊֪֙थ

֓す֊ׁし֩いஙඡがבג発ଣし֥い

ईႷต׃、のօመ׃ଅ้が発ଣ֦֧֔֒

ᆊ安֪শ֧֗֒が検査の؟ؖット֧し֥ண

ևら֥い。ஙඡ検査֦は、ᄕ࿊ৰമ׃

መ診のࣤৰമ็ב、治療בᅢጅ֧し֩

いஙඡがגの発ଣのጌฑ֪ဖׁ֪֧֧׀、

診ೄ֪ームׇ֪ポートת・のケア֒֒

す精神֩תポートב行い、؟ؖットב

ईႷ֩り࿃ଲすב֧֒ኬ౪し֩がら、検

査ב৵ሰ֔ሑのጦᇬตב෨り֩がら検査

スライド）実౮し֥いב ӣ ）。

ஙඡଙ௮ׇ֪֢֥ၜ֞ऎॺཐଣ֧ျ૱ॺணళ
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福島県立医科大学 医学ᆪ ်ႜ病内ᇀᄿ༉内科
学௶ 主႞教೨
၍放射線医学県民健康管理センター 健康診査・健康
ໃ進室長

Àは֪֗׀

ဪ႘本大ූఆ֧福島༌一ମ発事は、ᅇ

ఆഉ民֪心理、ි影響בਸֻした。

「県民健康調査」֦は、ᅊႍ地તഉ民の「健康

診査」ב実౮し、生ঊষ病のያሻ׃ರ病の

ວৼ発ଣ、ວৼ治療֪֣֑֩ב֧֒ኬ౪し

֥い（ ）。本セ

ッシン֦は１２年間の「健康診査」֦֊֢た

。ൾऴしたב֧֒

À「健康診査」֦֊֢た֧֒

健康診査֦は、福島༌一ମ発೮ᇩ１㕳市ྎ

村のഉ民֦、ᅊႍ֔た㕵４ ０㕸７人（１６㕸４

ఄ）֪֣い֥、２０１７（平ถ２㕹）年ဗま֦の෮

࿊線量֧生ঊষ病発൵のב調査した。

֜のଅऐ、෮࿊線量２ 年ࡒඑૌは、

年ቴተૌ֪ᄾָ֥、ஸଆ࠽、်ႜ病、

౻ಱࡣඛ൵、ஸႜଆ൵、ৎ機Ⴗඏ॔、ଆ

൵のໃइ֧ະした（年፼・ตᇠ調ธ）。し֊

し、ᅊႍඡੳ、生ঊষ連ࢀ子֦調ธす

֧֜のະは൯ಪした。ࡒඑの֧֒֊ら、ᅊႍ

ഉ民の事後４֊月の෮࿊線量がஸい֧֒

が生ঊষ病の発൵֪ྞไ連した֧はண

և֪くく、ᅊႍ֧生ঊষのᇥँが生ঊষ

病の発൵֪影響し֥いईႷตが෮࿊֔

。（スライド１㕳）

À෮࿊֔機െ†

一般֪、生ঊষ病֪֜׃ᄔօᇏ൵、

ᇏໜ൵†は、社会૪అ環境ࢀ子がᆊโ֩生

ঊষ（ਨ࣒、ᆊโ֩ඳ事、ࢥ၌ᆊ໑、大

量ೢࢃ）֧ଅֲ֣く֧֦֒発൵し、֪ි

ցいは精神、社会機Ⴗ࿃ऀב

す֧ணևら֥い。ූఆ後、ᅊႍഉ民の

ሑyは、生ঊষのᇥँ֧精神ストレス֪

ׇ֢֥、ᅆተցいはᅋᅆተ・֪֚׃連す

ມ࿊֧֔ໃइ֥֚֔いב健康ඏ॔

（スライド４）。

À「健康診査」֦ணև֒֊ら

生ঊষ病בያሻし、ഓ൵ँבሻ֏た֪׀

は、ฌै、国、地ࡰ、଼人レ؎֦ؠのపがᅢ

ጅ֦ց。「健康診査」֪は、଼人レ؎֦ؠの

ప（健康֩ライ؊スタイؠ、健康؟テラシ

ー့）ב౫援す׃֧֒、地ࡰレ؎ؠのప

（地ሑ行ท・地ࡰ社会・ධ・学・ᅋท府団

（ 、 ）֦のঊ၌့）֧協၍す֒

֧֦、ᅊႍ地તഉ民の生ঊষ病בいඑ

֑、生ঊষूの౫援׃、治療ַのੲဍし

့のりຎみב૫໗、ஏ֪֜ב୲ጴँす

֧֒がሰま（スライド㕵㕸）。

ଌஅෑ௮ 㕱㕲Ⴉ֦֊֢֧֞֒
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ቋࣁ ྞ

福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センター
の健康ဗ・生ঊষ調査౫援室֒֒ 副室長

֒）調査の健康ဗ・生ঊষ֪す֒֒

֒֊ら調査）は、ᅇఆೄのؖンタؠ؍ؠス׃生

ঊষのኴ༎ב長ৼ֪Ⴞ࠶すׁ֪֧֧、

の電†ー؟ৰ֪アウトבらの健康ග報֜

話౫援့ב行օ֧֒בኬ֧し֥い（スライ

ド１）。ᅇఆೄの般֩精神健康ဗは、ූఆ

ྞ後֪ᄾָേy֪ूし֥いが、ቴ֟ᅇఆ

し֥い֩い人בඉ֧した調査のイ؟スפ

আ㕳²ׇりׁஸいཏ֦ց（スライド２）。ま

た、心ිのኴ༎が生֗たのະཎ๐֧し֥、

ׁׁ֢֧いのはऌ໖֦ց֢たが、「ະཎ֦

機は֩い」֧षးした人ׁのዃ׃人

²いた（スライド㕳）。ະཎ๐が֩い人のၟ

྇は、４０６４ఄ、ཌྷต、૪అඡੳの֔࠵、一

人ᇿらし֦ցり、般֩精神健康ဗの֔࠵

。のሑのআが明ら֊֪ஸ֊֢たೢࢃኴ༎׃

社会֣֩֩がりはؖンタؠ؍ؠスのू֪

ᆊईଁ֦ցり、ၟ֪ऌ໖は႘ඛ生ঊ׃ఆ॔֩

֨の৭機֩ඡੳऀ֦、ׁׁ֢֧ഓጅ֩౫援

ೄ֦ց֧い֥い。また、ະཎ๐はց

ׁののऌ໖֪ະཎし֩い人は、般֩精神

健康ဗの؟スפが１ӧ㕳㕳ზ֦ցׁ֧֒֊֢

た。֜のた׀、ະཎ๐のみ֩ら֙、ऌ໖ַの

ະཎのዛ無ב॰認す、ׇ֥֢֪֧֒イ؟ス

ईႷตが明セス֦פのሑ֪い֠ວくアפ

ら֊֪֢֩た（スライド４）。

֪、ᅇఆೄַの౫援׃ᅇఆ地ࡰの市ྎ

村့֧の連携֪֣い֥、「֣֩がり」֧いօ౽

֦検၀した。ま֙、「ᅇఆೄ֧֣֩が」アウ

ト؟ーの電話౫援は、調査ᅲ֪ৰ֤公

認心理師׃保健師့の๔ධームがᅇఆ

ೄ֪ऑ電す౫援ሑ法֦ց֒。は、ಛら

助בਿ֧֒׀が֦֩いᅇఆೄ֪౫援ೄ

֊らูઇ֪֣֩が౫援֦ցり、ᅇఆೄの

電話౫援のተ໑শのᅴअは７আྖבև֥い

֪、「౫援ೄ֧の֣֩がり」。（スライド㕵）

֦ց。福島のᅇఆೄは႘本२地֪ᅊႍし֥

いの֦、႘֊ら県内外のの౫援機֧

ග報ዛのבಏ֠、ፕ֩בཝく֧֒

が大โ֦ց（スライド６）。֔ら֪、「地֣֧ࡰ

֩が」た֪׀は、ၟ֪ᅇఆ地ࡰの市ྎ村֧

のがഓጅ֦ց。た֠が実౮す調査

のፕ理शೄ֦ցり協ೄ֪֢֥֩いた֟く

た׀、ᅇఆ市ྎ村の୶בりႚた調査ஶ

ኬのྩइ׃調査ඉೄַのषး協のお৪

い֩֨、ୗいの連携協がᅢጅ֦ց（スライ

ド７）。後֪、「時間֦֣֩が」֦ց。ූ

ఆ後１０年ኬ֦ഷ֥׀षး֦た֧いօᅇఆ

ೄがおらた。ූఆ֧୶օま֦֪は、人֜

長ৼ֩。時間がᅢጅׁ֧֩֒ց֝

りຎみ֟֊ら֣֒֜֩が֢た電話౫援はָ࣊

４ቮଉׁ֪එ。ௗ後ׁ֒֒֊ら調査のくの

スタッ؊֧֪、ឋ֪ᅇఆೄ֪৳りい໗

。いたい（スライド㕸）֥

ᆵဥఆ॔ଢ଼֭ᅇఆೄ֭ؖؠ؍ؠ״بௗӱ
་โ֭֔և֥֞y֣֭֩־֊௮ྔ֊֒֒



ӼӻӼӺ

ӼӺӼӾ年福島県立医科大学「県民健康調査」国際シンポジウム報告書

ቋࣁ ྞ

福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センター
の健康ဗ・生ঊষ調査౫援室֒֒ 副室長

֒）調査の健康ဗ・生ঊষ֪す֒֒

֒֊ら調査）は、ᅇఆೄのؖンタؠ؍ؠス׃生

ঊষのኴ༎ב長ৼ֪Ⴞ࠶すׁ֪֧֧、

の電†ー؟ৰ֪アウトבらの健康ග報֜

話౫援့ב行օ֧֒בኬ֧し֥い（スライ

ド１）。ᅇఆೄの般֩精神健康ဗは、ූఆ

ྞ後֪ᄾָേy֪ूし֥いが、ቴ֟ᅇఆ

し֥い֩い人בඉ֧した調査のイ؟スפ

আ㕳²ׇりׁஸいཏ֦ց（スライド２）。ま

た、心ිのኴ༎が生֗たのະཎ๐֧し֥、

ׁׁ֢֧いのはऌ໖֦ց֢たが、「ະཎ֦

機は֩い」֧षးした人ׁのዃ׃人

²いた（スライド㕳）。ະཎ๐が֩い人のၟ

྇は、４０６４ఄ、ཌྷต、૪అඡੳの֔࠵、一

人ᇿらし֦ցり、般֩精神健康ဗの֔࠵

。のሑのআが明ら֊֪ஸ֊֢たೢࢃኴ༎׃

社会֣֩֩がりはؖンタؠ؍ؠスのू֪

ᆊईଁ֦ցり、ၟ֪ऌ໖は႘ඛ生ঊ׃ఆ॔֩

֨の৭機֩ඡੳऀ֦、ׁׁ֢֧ഓጅ֩౫援

ೄ֦ց֧い֥い。また、ະཎ๐はց

ׁののऌ໖֪ະཎし֩い人は、般֩精神

健康ဗの؟スפが１ӧ㕳㕳ზ֦ցׁ֧֒֊֢

た。֜のた׀、ະཎ๐のみ֩ら֙、ऌ໖ַの

ະཎのዛ無ב॰認す、ׇ֥֢֪֧֒イ؟ス

ईႷตが明セス֦פのሑ֪い֠ວくアפ

ら֊֪֢֩た（スライド４）。

֪、ᅇఆೄַの౫援׃ᅇఆ地ࡰの市ྎ

村့֧の連携֪֣い֥、「֣֩がり」֧いօ౽

֦検၀した。ま֙、「ᅇఆೄ֧֣֩が」アウ

ト؟ーの電話౫援は、調査ᅲ֪ৰ֤公

認心理師׃保健師့の๔ධームがᅇఆ

ೄ֪ऑ電す౫援ሑ法֦ց֒。は、ಛら

助בਿ֧֒׀が֦֩いᅇఆೄ֪౫援ೄ

֊らูઇ֪֣֩が౫援֦ցり、ᅇఆೄの

電話౫援のተ໑শのᅴअは７আྖבև֥い

֪、「౫援ೄ֧の֣֩がり」。（スライド㕵）

֦ց。福島のᅇఆೄは႘本२地֪ᅊႍし֥

いの֦、႘֊ら県内外のの౫援機֧

ග報ዛのבಏ֠、ፕ֩בཝく֧֒

が大โ֦ց（スライド６）。֔ら֪、「地֣֧ࡰ

֩が」た֪׀は、ၟ֪ᅇఆ地ࡰの市ྎ村֧

のがഓጅ֦ց。た֠が実౮す調査

のፕ理शೄ֦ցり協ೄ֪֢֥֩いた֟く

た׀、ᅇఆ市ྎ村の୶בりႚた調査ஶ

ኬのྩइ׃調査ඉೄַのषး協のお৪

い֩֨、ୗいの連携協がᅢጅ֦ց（スライ

ド７）。後֪、「時間֦֣֩が」֦ց。ූ

ఆ後１０年ኬ֦ഷ֥׀षး֦た֧いօᅇఆ

ೄがおらた。ූఆ֧୶օま֦֪は、人֜

長ৼ֩。時間がᅢጅׁ֧֩֒ց֝

りຎみ֟֊ら֣֒֜֩が֢た電話౫援はָ࣊

４ቮଉׁ֪එ。ௗ後ׁ֒֒֊ら調査のくの

スタッ؊֧֪、ឋ֪ᅇఆೄ֪৳りい໗

。いたい（スライド㕸）֥

ᆵဥఆ॔ଢ଼֭ᅇఆೄ֭ؖؠ؍ؠ״بௗӱ
་โ֭֔և֥֞y֣֭֩־֊௮ྔ֊֒֒

21





43



6

市町村

福島県 ふくしま心のケアセンター

病院・診療所 NPO・他の支援組織

放射線医学県民健康管理センター

ここから健康支援チーム









5

8



7









㕱י؞ 㕲י؞

3י؞ 4י؞

5י؞ 6י؞

7י؞ 8י؞

ሐಽॺଡኁଌஅጫ״بװーؐーؕページ֪֥֭בי؞掲載֖֥փֽ֘



ӼӼ

ဿස ૣኹ

福島県立医科大学 医学ᆪ長
၍医学ᆪ 産科婦人科学௶ 主႞教೨
၍放射線医学県民健康管理センター ႟産婦調査
室長

ဪ႘本大ූఆਸֲဪੜ電福島༌一ମ子

発電所事ࡒவの福島県の႟産婦の֒֒

し、ᆊ安のଲ࠶Ⴞבら֟の健康ඡ֊׃

ኬ֪、県民ב֧֒࿓すבᅢጅ֩ケア׃

健康調査「႟産婦֪す調査」が行た。

20112020（平ถ２㕳令和２）年ま֦の

10年間֦ሀ子健康ྂב֢た႟婦ዃ

14ቮ人בඉ֪アンケートב実౮した。2011

（平ถ２㕳）年ഷ年ဗのषးጴは㕵㕸ӧ２²֧ᄾ

ॵஸ֊֢たが、֜の後は㕵０²前後֦෮ࡤ

し֥いた（スライド１・ऀ෨はౄணӱ国のഞ生

֧ഞ生ጴ）。ວ産（႟ර２２㕳７ഃቴተのഞ

生）ጴの年෮ࡤ（スライド２）、࿃ഞ生ഓಋ

ጴの年෮ࡤ（スライド㕳）ב人୵၌ျ૱֊

らの国調査のଅऐ֧֪࿓ಘすが、֜

֝ 4.45.6²、8.19.8²֧国調査ׇ

りஸጴ֦は֩֊֢た。また、๐ৱ・๐ࡣ

ඛ発生ጴ（༳）の年෮֦ࡤは 2.19

2.85²֧、一般֪ସ֥いᆇဗの 2

3%֧ᄾָ֥ໃइは認׀ら֩֊֢た（スラ

イド４）。一ሑ、ሀැのؖンタؠ؍ؠス（産後օ

֣୶のᆇဗ）֦は、２０１１（平ถ２㕳）年はஸ

ጴ֦ց֢たが૪年֪ଲ൛し֥֥おり、

EPDS（םジンバラ産後օ֣病ಛ己ᅴअᅲ）†

֪ᇥহした෮࿊আ֦国調査֧ᄾॵす֧、

２０２０（令和２）年֪はֺֻ国֧ᇥり֩い

レ؎ؠま֦࿃ऀした（スライド㕵）。֔ら֪、「ৰ

本調査」ׇ֪֢֥ၜらたሀの外ᆪᅇ֯く

線量֧、2011（平ถ２㕳）年の֒らວ産ጴ、

࿃ഞ生ഓಋഞ生ጴ、๐ৱ・๐ࡣඛ

発生ጴ֧の連は認׀ら֩֊֢た（スライド

６）。๐ตࡣඛב認׀た႟婦֪は、2㖠

Svྖבև外ᆪᅇ֯くב認ׁ׀のはい֩

֊֢た（スライド 7）。

पyの௶֦ಛጺ産ਸֲ人႟ර中

์の調査ב行֢た。֜のଅऐ、ಛጺ

産ጴは、おׇ֜１０11%࿘ဗ֦ූఆ後、ၟ֪

ᇥँבಘ֔֩֊֢た。一ሑ、横断法（発生月ב

ৰ֪したशืӳイ؎ント）֦は月ᇠ֪、ഒ断法

（႟ර月בৰ֪したशืӳ月）֦はූఆ後 1 年

内の人႟ර中์ጴがໃइし֥いた（スラࡒ

イド㕸）。また、人႟ර中์ጴ֪は６֊月֧１

２֊月の೮ৼがցり、ၟ֪ቚ年㕵月֪ໃइし

֥いた。ಛጺ産ጴは、ဪ႘本大ූఆの影響

い֩いが、ූఆ後の人႟ර中์֥ב

ጴのໃइは、೮ৼ（ਆ้）ตのໃइのタイؔン

ഓ֢֩たईႷตがցり、ဪ႘本大ූఆの֧ץ

み֪ࢀすໃइ֦は֩い֧֒が෮໐֔た。

࿃線量放射線ᅇ֯く֪し֥、科学֪は

「安」֧いօ話֦֟は「安心」֪は૬がら֩

い。「安」֦֜し֥「安心」し֥生ঊ֦環

境ב作り、またᆭᅴᅇ֪॔ࣤすた׀、૫

໗֩౫援בすの֧၍時֪、֒らの調査

広く೮ཐし֥いく֒בータ科学、֥֗ྫྷב

֧֦、福島県֦「安」֪֜し֥「安心」し֥産

み育֥֧֒が֦環境ב࿓֦֧֯

ணև֥い。

1-㕵 ႟ౌᆎ֪֘ྔ௮ֲ֪֩ᆵဥଡၾ֭ጺౌՔཨ์ጴ֭ᇥँ



ӼӽӼӼ

ӼӺӼӾ年福島県立医科大学「県民健康調査」国際シンポジウム報告書

ဿස ૣኹ

福島県立医科大学 医学ᆪ長
၍医学ᆪ 産科婦人科学௶ 主႞教೨
၍放射線医学県民健康管理センター ႟産婦調査
室長

ဪ႘本大ූఆਸֲဪੜ電福島༌一ମ子

発電所事ࡒவの福島県の႟産婦の֒֒

し、ᆊ安のଲ࠶Ⴞבら֟の健康ඡ֊׃

ኬ֪、県民ב֧֒࿓すבᅢጅ֩ケア׃

健康調査「႟産婦֪す調査」が行た。

20112020（平ถ２㕳令和２）年ま֦の

10年間֦ሀ子健康ྂב֢た႟婦ዃ

14ቮ人בඉ֪アンケートב実౮した。2011

（平ถ２㕳）年ഷ年ဗのषးጴは㕵㕸ӧ２²֧ᄾ

ॵஸ֊֢たが、֜の後は㕵０²前後֦෮ࡤ

し֥いた（スライド１・ऀ෨はౄணӱ国のഞ生

֧ഞ生ጴ）。ວ産（႟ර２２㕳７ഃቴተのഞ

生）ጴの年෮ࡤ（スライド２）、࿃ഞ生ഓಋ

ጴの年෮ࡤ（スライド㕳）ב人୵၌ျ૱֊

らの国調査のଅऐ֧֪࿓ಘすが、֜

֝ 4.45.6²、8.19.8²֧国調査ׇ

りஸጴ֦は֩֊֢た。また、๐ৱ・๐ࡣ

ඛ発生ጴ（༳）の年෮֦ࡤは 2.19

2.85²֧、一般֪ସ֥いᆇဗの 2

3%֧ᄾָ֥ໃइは認׀ら֩֊֢た（スラ

イド４）。一ሑ、ሀැのؖンタؠ؍ؠス（産後օ

֣୶のᆇဗ）֦は、２０１１（平ถ２㕳）年はஸ

ጴ֦ց֢たが૪年֪ଲ൛し֥֥おり、

EPDS（םジンバラ産後օ֣病ಛ己ᅴअᅲ）†

֪ᇥহした෮࿊আ֦国調査֧ᄾॵす֧、

２０２０（令和２）年֪はֺֻ国֧ᇥり֩い

レ؎ؠま֦࿃ऀした（スライド㕵）。֔ら֪、「ৰ

本調査」ׇ֪֢֥ၜらたሀの外ᆪᅇ֯く

線量֧、2011（平ถ２㕳）年の֒らວ産ጴ、

࿃ഞ生ഓಋഞ生ጴ、๐ৱ・๐ࡣඛ

発生ጴ֧の連は認׀ら֩֊֢た（スライド

６）。๐ตࡣඛב認׀た႟婦֪は、2㖠

Svྖבև外ᆪᅇ֯くב認ׁ׀のはい֩

֊֢た（スライド 7）。

पyの௶֦ಛጺ産ਸֲ人႟ර中

์の調査ב行֢た。֜のଅऐ、ಛጺ

産ጴは、おׇ֜１０11%࿘ဗ֦ූఆ後、ၟ֪

ᇥँבಘ֔֩֊֢た。一ሑ、横断法（発生月ב

ৰ֪したशืӳイ؎ント）֦は月ᇠ֪、ഒ断法

（႟ර月בৰ֪したशืӳ月）֦はූఆ後 1 年

内の人႟ර中์ጴがໃइし֥いた（スラࡒ

イド㕸）。また、人႟ර中์ጴ֪は６֊月֧１

２֊月の೮ৼがցり、ၟ֪ቚ年㕵月֪ໃइし

֥いた。ಛጺ産ጴは、ဪ႘本大ූఆの影響

い֩いが、ූఆ後の人႟ර中์֥ב

ጴのໃइは、೮ৼ（ਆ้）ตのໃइのタイؔン

ഓ֢֩たईႷตがցり、ဪ႘本大ූఆの֧ץ

み֪ࢀすໃइ֦は֩い֧֒が෮໐֔た。

࿃線量放射線ᅇ֯く֪し֥、科学֪は

「安」֧いօ話֦֟は「安心」֪は૬がら֩

い。「安」֦֜し֥「安心」し֥生ঊ֦環

境ב作り、またᆭᅴᅇ֪॔ࣤすた׀、૫

໗֩౫援בすの֧၍時֪、֒らの調査

広く೮ཐし֥いく֒בータ科学、֥֗ྫྷב

֧֦、福島県֦「安」֪֜し֥「安心」し֥産

み育֥֧֒が֦環境ב࿓֦֧֯

ணև֥い。

1-㕵 ႟ౌᆎ֪֘ྔ௮ֲ֪֩ᆵဥଡၾ֭ጺౌՔཨ์ጴ֭ᇥँ

1

16,001 
14,516 

15,218 15,125 
14,572 14,154 13,552 

12,838 
11,909 11,382

58.2%
49.5% 47.7% 47.2% 48.3% 51.8% 47.6% 51.8% 53.1% 55.9%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

対象者数 回答率

妊産婦調査（本調査）の対象者数と回答率

8.3‰ 8.2‰ 8.2‰ 8.0‰ 8.0‰ 7.8‰
7.6‰ 7.4‰

7.0‰ 6.8‰
6.5%

7.0%

7.5%

8.0%

8.5%

800,000
850,000
900,000
950,000

1,000,000
1,050,000
1,100,000

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

出生数 出生率

厚生労働省統計一覧 人口動態調査（全国）

8.5‰

8.0‰

7.5‰

7.0‰

6.5‰

2
全国調査：厚生労働省統計一覧 人口動態調査

4.6%

5.6%
5.2%

5.3%

5.6%

5.3% 5.3%
5.2%

5.1%

4.4%

5.7% 5.7%
5.8%

5.7%
5.6% 5.6% 5.7% 5.6% 5.6%

5.5%

4.0%

4.2%

4.4%

4.6%

4.8%

5.0%

5.2%

5.4%

5.6%

5.8%

6.0%

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

本調査

全国調査

3
全国調査：厚生労働省統計一覧 人口動態調査

8.6%

9.2%

9.6%

9.8%

9.4%
9.2% 9.2%

9.0% 9.1%

8.1%

9.6% 9.6% 9.6%

9.5%

9.5% 9.4% 9.4% 9.4% 9.4%
9.2%

8.0%

8.2%

8.4%

8.6%

8.8%

9.0%

9.2%

9.4%

9.6%

9.8%

10.0%

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

本調査 全国調査

4

2.85%
2.39% 2.35% 2.30%

2.24% 2.55%

2.38%

2.19%

2.71%
2.21%

0.89%

0.79%

0.91% 0.74%
0.75%

0.91%

0.62%

0.92% 0.85%

0.61%
0.0%

0.5%

1.0%

1.5%

2.0%

2.5%

3.0%

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

先天奇形・先天異常の発生率 心臓奇形の発生率

5

27.1%
25.5% 24.5% 23.4% 22.0% 21.1% 20.7% 18.4% 18.3% 18.0%

13.6% 12.9% 12.6% 12.1% 11.6% 11.2% 11.1% 10.2% 10.1% 10.0%

8.4% 9.8% 9.7%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

本調査：うつ傾向 本調査：EPDSによる推定割合 全国調査

Y asuda S,  Fuj imori K ,  et al.  J Epidemiol 2 0 2 2 ;  3 2 :  S1 0 4 -1 1 4 .

Y asuda S,  Fuj imori K ,  et al.  J Epidemiol 2 0 2 2 ;  3 2 :  S1 0 4 -1 1 4 .

％

•
•
•

㕱י؞ 㕲י؞

3י؞ 4י؞

5י؞ 6י؞

7י؞ 8י؞

ሐಽॺଡኁଌஅጫ״بװーؐーؕページ֪֥֭בי؞掲載֖֥փֽ֘



ӼӾ

௶ 長 ӱ 志 村 浩 己（福島県立医科大学）

大 平 哲 也（福島県立医科大学）

ဎཇೄӱ 石 川 徹 夫（福島県立医科大学）

ଽ ࣴ ᇌ ᅝ（福島県立医科大学）

島 袋 充 生（福島県立医科大学）

ቋ ࣁ ྞ 子（福島県立医科大学）

藤 森 敬 也（福島県立医科大学）

းև֪֜、長が༉ၥし௶בたಱኴンは、ౄइೄ֊ら事前ቦは当႘֪ッシנスט

֦進׀らた。

Àஙඡ֭ၾᆪᅇ֯֎֭ᅴअב་ਂ֧෯ၗ෯֊֭ๅፘ֦֟ᅴअ֖֥փՒ֜

ᅴअ֖֮֩փ֭֊Փӡ༉ၥӢ֭֊ඳᆀๅ֪॒ࡒ

ӡุ๖Ӣஙඡの内ᆪᅇ֯く線量†は、ৰ本調査֦ၜらた行၌Ꭹ֧

૱్機シؚؔレーシン†֦ၜらた大ਂ中ցいは෯ၗ෯中の放射ต

ᆾಱႵဗב֥֚शืすׇ֥֢֪֧֒線量בᅴअし֥い。ஙඡ

の内ᆪᅇ֯く線量のᅴअのሑ法֧し֥一番මጘตがஸい֧ணևら

֥いのは、事֊らᄾॵວい時ৼ֪ஙඡ֪ആูし֥い放射Ⴗ

֪し֥ྞไ໐࿊৯ב当֥֥ᅴअすሑ法֟が、֜は 1,000人ዬり

のータし֊֩い。֜のたྞ׀ไஙඡの放射Ⴗב໐ሑ法֧た֠

がంዿし֥いሑ法בᄾॵし、ॗ֬一ཙし֥い֧いօ֧֒が॰認֦

たた׀、ׇりくのആ団֪し֥ዿ֦֧ᄕ断し、ৰ本調査の行၌

Ꭹ֧૱్機シؚؔレーシンׇ֪ሑ法בంዿし֥い。

また、大ਂਸֲ෯ၗ෯ࡒ外のׁの֧し֥、ඳᆀ֊らのๅ֪し֥、ූఆの֢֒た時ৼが㕳

月֢֟たた׀᎔地ᆾのኾఎはֺ֜֩֨い時ৼ֦ց֢た֧֒、またඳᆀጺྫྷのฑが行た

֧֒、֜し֥ᅴअの主֩ඉが൚ಋ֦ց֢た֧֒、֜し֥一番大事֧֩֒は、た֠のᅴअሑ法֧

一番මጘตがஸいஙඡྞבไ໐࿊したሑ法֧のଅऐがॗ֢֥֬い֧֒֊ら、ਂのਹႚ

㕱بװ

զဪ႘་ූఆ֊ִ֎ֽ֖ॺ֧֒֟גէ
Ꭹൢبנט
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のータし֊֩い。֜のたྞ׀ไஙඡの放射Ⴗב໐ሑ法֧た֠

がంዿし֥いሑ法בᄾॵし、ॗ֬一ཙし֥い֧いօ֧֒が॰認֦

たた׀、ׇりくのആ団֪し֥ዿ֦֧ᄕ断し、ৰ本調査の行၌

Ꭹ֧૱్機シؚؔレーシンׇ֪ሑ法בంዿし֥い。

また、大ਂਸֲ෯ၗ෯ࡒ外のׁの֧し֥、ඳᆀ֊らのๅ֪し֥、ූఆの֢֒た時ৼが㕳

月֢֟たた׀᎔地ᆾのኾఎはֺ֜֩֨い時ৼ֦ց֢た֧֒、またඳᆀጺྫྷのฑが行た

֧֒、֜し֥ᅴअの主֩ඉが൚ಋ֦ց֢た֧֒、֜し֥一番大事֧֩֒は、た֠のᅴअሑ法֧

一番මጘตがஸいஙඡྞבไ໐࿊したሑ法֧のଅऐがॗ֢֥֬い֧֒֊ら、ਂのਹႚ

㕱بװ

զဪ႘་ූఆ֊ִ֎ֽ֖ॺ֧֒֟גէ
Ꭹൢبנט

֧෯ၗ෯ๅ֊らの線量֦ᄕ断し֥い。֒の֧֒は、༌ూೄの査ၥ†ב૪たᎪᇌ֧しׁ֥発ᅳし

֥おり、一࿊の当ตがց֧ணև֥い。

Àஙඡଙ௮֭൵፯൴ଞ†֦֮Ւၾᆪᅇ֯֎֭ፘׇ֭֨בօ֪इታ֖֥ᅴअ֖֥փ

֭֊Փӡ༉ၥӢ

ӡଽࣴӢ൵፯൴研究֦は、事後１４႘間の෯ၗ෯֊らๅ֔たׁ

の֧ਹႚᅇ֯く線量ב໑したׁのב内ᆪᅇ֯く線量の෮࿊ཏ֧し֥ዿ

い֥い。また、外ᆪᅇ֯く線量†֪し֥は、ৰ本調査֦ᅴअ֔た

線量（実୲線量†）֪ஙඡ့अ線量†ᇸ正 たཏ֧し֥ॿב 1.1

్ഞし֥い֒。ら、内ᆪᅇ֯く֧外ᆪᅇ֯くב֚たׁのב放射

線ᅇ֯く線量֧し֥、൵፯൴研究֦ౚዿし֥い。

Àภঊষᅸ֧ᅇ֯֎ፘ֭ᎌ֪֣փ֥Ւஸଆ֮࠽෮࿊ፘ㕲mSv�Ⴉࡒඑ֭ᅇ֯֎֦

ตՒႩ፼ྔธ֭ׯןᄾ†֮ዛ֪එ֢֥փ֧փօଅऐ֪֖֥Ւᅊׇႍ֪֩֨ࢬ֦

ྔธ֧֘ዛ௭൯ಪ֖֧֞փօ֧֒֟Ւဴ֪㕲mSv�Ⴉࡒඑ֭ᅇ֯֎֧ஸଆ֧֮࠽

֖֥փ֩փ֭֊Փӡ༉ၥӢ

ӡဥ༂Ӣஸଆב࠽は်֗׀ႜ病、౻ಱࡣඛ൵֩֨の生ঊষ病が෮࿊線量２mSv�年ࡒඑの

ሑy֦ໃևଅऐ֧֢֥֩いが、ᅊႍ֪֜׃ᄔօਨೢࢃ׃࣒のໃइ֩֨בइታす֧、線量

の影響が֩く֧֩いօのがျ૱֩ଅऐ֦ց２。mSv�年ࡒඑの地֪ࡰいた֧֦֒ᅊႍב

ዬਕ֩く֔、生ঊষがᇥ֢たׇ֧֪֢֥֒ஸଆ׃࠽ᅆተ֪ᄔօ်ႜ病、౻ಱࡣඛ൵がໃև

た֧शし֥い。ျ૱学֪は生ঊষ病֧放射線֧の連はଣら֩い֧はいև、科学֪

は֜のईႷตは֦آױは֩い֧ணև、ׁօ൛し長いኬ֦ଣ֥いくᅢጅがց֧౩֢֥い。

Àဪ႘་ූఆଢ଼֪֒֒֊ྔ௮्בౡ֔֞૪ଫ֊Ւఆ॔֊ಛಓ׃౫࣍ཆᅏ

և֥։֎ָ֧֮֒ց֊Փӡ༉ၥӢ

ӡቋࣁӢ֒֒֊ら調査はූఆ後֪開ౡしたた׀、ූఆ後１㕳年間の長ৼ

֩ᅇఆೄの෮ࡤはᇀ֊が、ූఆ前の֒֒のඡ׃生ঊষ֩֨ב

ಛ治֦֩֨事前֪Ⴞ֦࠶֥い֯、ः֊ఆ॔がた時֪ఆ॔前

後のᄾॵが֦し、復興֪୶֥のኬᅮཏ֪֧֩౩օ。֒֒֊ら調

査֦はූఆ前֪֣い֥は国ータבౚ֢֥いが、ಛ治֜֝

のׁのがց֯൜ፕい。

ӡ་ᇓӢ֒֒֊ら調査はූఆ後֪ౡま֢た調査のた׀、ූఆ前֧ᄾॵす

人た֠がໃև֥いሎևב精神નྫ、׀のた֜。がႍ֦ց֧֒

ಏ֢֥い֩בータが、ූఆ前֊ら֨のくらいໃևた֊֪֣い֥はഞし֥はいבいօଅऐ֧

い֧いօのが事実֦ց。֜օいօታ֦は、׃はり֒֒の健康ב२ಛ治が࿊ৼ֪Ⴞ࠶し、

ः֊֢֒た時֪は֜のータבঊዿׇ֦օ֩ຎみב作֢֥おく֧֒がഓጅ֧֟౩օ。



ӼԀ

À႟ౌᆎַ֭צبחーྔ௮֪֣փ֥Ւഷ֭Ⴉ֮षးጴ㕵㕸%֟Ւ֭֜ଢ଼֮षးጴ

փ֦֭֮ேᇓઍ֧ᄾॵ֖֥֩֊ᇀ״ーՓቴषး֭㕵㕰%࿘ဗ֭ष֢֥փऀב50%

೭ആ֖֩փ֭֊Փӡ༉ၥӢב״ー֊ፑታ֩փ֦֭֮֩փ֊Փ֛֩ଡၾׁ֥֭֭

ӡဿසӢ֒の႟産婦調査בౡ׀時֪、調査֦֟は֩く֧֠ג౫援ׁす֧֒がपy֪し֥

ይևらたౚ֢֟た。病院֩֨בඉ֧す౮็調査בす֧֨օしׁ֥႟産婦֔גたַ֠の

଼yのケアが֦֩いた׀、アンケートዿ౸בვᆑし֥一人ֱ֧り֊

らषးいた֟、౫援בすב֢た。षးጴは㕵０%前後֟が、

アンケート調査のषးጴ֧す֧ᄾॵஸい֧ᄕ断し֥い。౮็ቚ

の調査は㕵０年ֺ֨前֊ら႘本産婦人科医科会֧横ᆃ市立大学

֧֦行֢֥おり、ූఆ後、福島県֪ၟࡣ֩ࡣඛがໃև֥い֧いօ

ଅऐ֦は֩֊֢た。また、の௶֦行֢たጺ産・中์のータ֪

し֥は、福島県内の֥の産婦人科医療౮็֪し、႟ර、ጺ産

、中์֥֪֣い֥षးࡕבጘし֥いׁの֦、ष೭ጴは

100%֦ց。

Àৰྔ௮֦ப֢֥փ॒ᆪᅇ֯֎ፘ֭ᅴअ֭ဴต֪֣փ֥ੱևֺ֥֖փՓӡ༉ၥӢ

ӡุ๖Ӣৰ本調査֦ంዿし֥い外ᆪᅇ֯く線量のᅴअの当ต֪֣い֥、ֱ֧֣は査ၥ†ᆋ

のᎪᇌ֧し֥発ᅳし֥い֦֧֒、科学֪当ׁ֩の֧ணև֥い。ׁօ一֣は、行၌Ꭹ֧

間線量ጴの実໐ཏבଭ֪したؓッ،בഓ֥֚֬外ᆪᅇ֯く線量בᅴअすた֠のሑ法֧、

間線量ጴの実໐ཏ֦は֩くဘ֪ྠཧした放射Ⴗの実໐ཏ֊ら間線量ጴב૱్ׇ֪֢֥

ਿ֧֜、׀行၌Ꭹ֧ഓ֥֚֬शืすUNSCEARのሑ法֧のଅऐがॗ֬一ཙし֥い

。ணև֥い֧い֥࿘ဗ༶保֔主֪֒の２֣の理ዡ֊ら、ᅴअの当ตはց。

Àፘ֧ஙඡׯן֭גᄾ֭؞ץ؊֮Ւࡴଣࢌଢඑ֪ଣև֧֒Ւፘ୲ऐ֮

ዛׁ֦֭֮֩֩փ֧փօ説ነ֟Ւࢌଢඑ֪ଣև֨ב֭օணև֊Փӡ༉ၥӢ

ӡଽࣴӢ൵፯൴研究֪おい֥は、ஙඡ့अ線量ב㕳mSvቴተ、㕳

mSvࡒඑ１０mSvቴተ、１０mSvࡒඑのӽૌ֪ᇀ֥い࠵」。ต֩

いし࠵ตਝい」発ଣのオッׯᄾはֺ֧֨גᇥり֩いが、ׇくଣ֧線

量֧ᄾ፯し֥එが֢֥いの֦は֧いօ֓౪֧֟౩օ。ഓ֪検၀

すָ֦ցた׀、ตᇠ、生また年、検査ष、診֥֔い検査

ष֩֨、ଵ時֦調ธईႷ֩ࢀ子בዿい֥शืבしたଅऐ、ျ૱

学֪ዛ௭は認׀ら֩い֧いօ֧֪֒֩。

ӡ౨Ӣ二検査診ጴ׃መ診実౮ጴの地ࡰ௭֪֣い֥は調ธし

֥い֩いの֊。

ӡଽࣴӢ二検査診ጴ׃መ診実౮ጴ֩֨、ׁ֪検査のଅऐ֪影響בይևࢀ子はいく֣

֊ցが、ଵ時֦は調ธ֦֩いࢀ子֧し֥り֥֢い。ஏ֩検၀בഓ֥֬いたい֧

ணև֥い。

Àؠー؟؈ମᄇಈଢ଼Ւ೮ᇩഉኁ်֭ႜᅸ֭ᜥጴໃև֧֞փօー״ցՓภঊ

ষׇ֪ᇥँ֦֟֩֎Ւᅇ֯֎ׇ֪ࢬ֮ມ࿊֖֥փ֩փ֭֊Փӡ༉ၥӢ
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らषးいた֟、౫援בすב֢た。षးጴは㕵０%前後֟が、
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すָ֦ցた׀、ตᇠ、生また年、検査ष、診֥֔い検査

ष֩֨、ଵ時֦調ธईႷ֩ࢀ子בዿい֥शืבしたଅऐ、ျ૱

学֪ዛ௭は認׀ら֩い֧いօ֧֪֒֩。

ӡ౨Ӣ二検査診ጴ׃መ診実౮ጴの地ࡰ௭֪֣い֥は調ธし

֥い֩いの֊。

ӡଽࣴӢ二検査診ጴ׃መ診実౮ጴ֩֨、ׁ֪検査のଅऐ֪影響בይևࢀ子はいく֣

֊ցが、ଵ時֦は調ธ֦֩いࢀ子֧し֥り֥֢い。ஏ֩検၀בഓ֥֬いたい֧

ணև֥い。

Àؠー؟؈ମᄇಈଢ଼Ւ೮ᇩഉኁ်֭ႜᅸ֭ᜥጴໃև֧֞փօー״ցՓภঊ

ষׇ֪ᇥँ֦֟֩֎Ւᅇ֯֎ׇ֪ࢬ֮ມ࿊֖֥փ֩փ֭֊Փӡ༉ၥӢ

ӡဥ༂Ӣؠノービ؟೮ᇩഉ民の်ႜ病ೄのໃइは൛ళ֥֔い。一般֪、大֩

ಛఆ॔׃事の後֪は်ႜ病がໃև事はׇくཐら֥い。॰֊֪෮࿊線量２ �年ࡒ

එのሑy်֪ႜ病はໃև֥いが、ᅊႍの影響ב調ธす֧ዛ௭がく֩く֩た׀、ᅊႍの

影響がᅋඛ֪大い֧ணև֥い。当、放射線の影響בく無౽し֥い֦は֩く、長ৼ

֪ଣ֥いたい֧౩֢֥い。

ӡ་ᇓӢストレスが်ႜ病の発൵֪影響すईႷตはௗまׁ֦ସ֥いが、県民健康調査֦

်ׁႜ病発൵֪すストレスの影響֪֣い֥調査し֥い֊。

ӡဥ༂Ӣ်ႜ病֦は֩いሑ７ב年間ྩ฿した֧֒、ᅊႍ֪ᄔօストレスの影響်֦ႜ病がໃև֥

おり、ஏ֪調ָ֧ᅋඛ֪興ታෆい֧֪֒、֜はཌྷต֦֒り׃

すい֧֒がᇀ֊֢た。֜の理ዡ֧し֥、ตはストレスבশ֥֗い

ᅳב֧֒শ֥֗いבが、ཌྷตはストレスጴྞ֪ᅳଵ֦ב֧֒

֪ഞしたがら֙、アンケート֪षးした時֪は֊֩り進֟גඡ֪

֢֥֩い。アンケートַのးևሑのཌྷ௭֊らׁ、ཌྷต်֦ႜ病

発൵֧ストレスのตがഞ׃すく֢֥֩いの֦は֩い֊֧ணև

֥い。

À֒֒֊ྔ௮֦ಲ౮֖֥փ౫ב࣍பօՒ౫࣍ೄ֭॰ᇱ׃౫࣍ೄַ֭ვፄ֩֨ੱבև

֥֎֟֔փՓӡ༉ၥӢ

ӡቋࣁӢ౫援ೄの॰保֪֣い֥は、県内外の๔ධのຎද֪ࡕጘבし

たが、֜ࡒඑ֪本学ೄの଼人֣֩がり֦くの౫援ೄ֪携

֢֥いた֟いた。年前֏らいׇ֪օ׃く県外֊らのࣤ援֩く実౮֦

౫援ೄַのვፄ֪֣い֥、保健師、心。օ֪֢֩たのが実ග֦ցׇ

理士֩֨は人౫援の๔ऌ֟が、ఆ॔ྞ後はᅇఆೄのᅀᇔ׃ယり

が౫援ೄ໊֪୶ら֧いօ֧֒がく、๔ධ֧し֥ឋ֪ࣤし

֩がらਰ֪ᅴअす֪֧֒֊֩りのストレスבশ֥֗いた。֜のた

֢たり፱まし֢たり、ယりבンケーシؚؔר当ഷ֊らୗい֪、׀

֪すࣤのሑב学֟גりした。

ӡ་ᇓӢ౫援すׁ֣りの౫援ೄ໊が׀らのはᅋඛ֪֣らいଫ֧֟౩օ。ؗ؎ーシン

。ሑ法֪֣い֥教ևֺ֥しい保֠໗ב

ӡቋࣁӢ֣らいׁ֧֒ፕ֊֢たׁ֧֒み֦֩גりօのがֱ֧֣のሑ法֧֟౩օ。֪֜、ယり֟

聞いׁ֥らևׇ֥֊֢た֧いօশのସጃがؗבく、電話֟֊ら֒֜話֚た、ಛᇀの話֦֩

؎ーシン֪֣֩が。

Àᆵဥ֦֮ሐಽᅇ֯֎֧๐ৱ֧֭֩֨ᎌ֩փ֧փօଅᎪഞ֞֞׀႟ౌᆎྔ௮

֮ፇ֖֧֞ጫ解֖֥փՓ֖֊֖Ւ֭֒ଅᎪ֮ցֽฌ֭ཨ֪ཐ֥փ֩փ֛֭֭֮֩֩

֊Փဴಈೄ֦֩փ֪և֖ႍ֭֮փ֭֊Փӡ༉ၥӢ

ӡဿසӢ႟産婦調査֦は॰֊֪๐ৱ・๐ࡣඛ発生ጴが႘本国の一般֩レ؎֧ؠᇥ

ら֩い֧֒が॰認֦たが、֪֜इև、産後のօ֣୶が国֧ᇥら֩いレ؎ؠま֦ଲ֢た

֧֒が調査開ౡ֊ら１０年֦ፇした理ዡ֦ց。ූఆ後年間は福島県内の㕵֊所֪२市ྎ

村の保健師、産婦人科医院・病院の助産師、看護師た֪֠ആま֢֥いた֟、֦֜֒調査ଅऐב
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報告し֥いた。ௗׁ֦年֪１ष、ሀ子保健研ೲ会֦県内の助産師、保健師た֪֠報告し֥い。

国౸ׁ֦福島県の๐ৱ・๐ࡣඛ発生ጴが国֧ᇥら֩い֧֒בःဗ֊報ၗし֥いた

֟いたが、֜の後はֺ֧֨ג報ၗ֔֩く֢֩た。「国֧ᇥら֩い」֧いօータ֟֊ら֊、ॉ

ཐ֢֥֪גॉ֔、֨֩いが、ௗׁ֦学会֦֩֨報告す֩の֊ׁし興ታが֩く֢֥֩いׁג֔

いた֟くဖはし֥い。

Àଡኁבඉ֪ப֢֞ৰྔ௮֭ଅऐ֮Ւׇ֭֨օ֪ଡኁ֪؊טー֖֭֞פ֊Փֽ

֞ௗଢ଼Ւଡኁ֭ภঊ֪֭֒ー֨ב״օଅֲ֣֥փ֎֭֊Փӡ༉ၥӢ

ӡุ๖Ӣ県民ַの؊טードバッ֧פいօ֦は、଼y人֪すט؊ードバッ֧פ、県民֪す

ཐし֥いྫྷ֪֝֜בy人֪し֥は෮૱した線量଼。ணև֥い֧２֣ց֧פードバッט؊

検၀委員会֦報告し֥「県民健康調査」בし֥は、調査ଅऐ֧פードバッט؊県民֪す。

いし、市ྎ村֧֓の線量ᇀᆑは、事後し֯らくの間、新聞ׁ֪ૡ載し֥いた֟いた。県民の

生ঊ֪֨のׇօ֪ዂ立֥の֊֧いօ֪֣い֥は、ଵఓׁ、ූఆ時֪֨֒いた֊့בኴ診ᅲ֪

載し֥いた֟֯、行၌Ꭹ֪ৰ֤い֥線量෮࿊し֥֪֜֝おཐら֚し֥い。

ӡ౨Ӣৰ本調査ב֥い֩い֊らたい֩֨のະཎ֪し֥は、֨のׇօ֪ࣤし֥いの

֊。

ӡุ๖Ӣৰ本調査は૫໗中֦ցり、ኴ診ᅲב送ᆋす֨֩のࣤבし֥いの֦、ま֙は֓ະཎ

いた֟たい。

Àஙඡଙ௮֦ആ૱֖֥փ࠵ต֩փ֖࠵ตਝփ֭൵፯ׁ֪॒ࡒዻy֩૪᎓֦ෑཉ֥֔

փ൵፯ցՒׇ֭֜օׇׁ֭֭֮֩֨օ֪ྔ௮֪ᄗ֥֖ࢭփ֎֭֊Փӡ༉ၥӢ

ӡଽࣴӢ֓౪の֧おり、ஙඡ検査֦発ଣ֔がࡒג外ׁ֪、ஙඡが֧ג診断֔治療し

֥いሑはい。൵፯൴研究の൵፯֪し֥はஙඡ検査֦発ଣ֔たஙඡが֪גइև、

国の病院֦が֧ג診断֔たሑがဎᎩ֔「がגဎᎩ」のータׁ֥֚検၀し֥い。

ଵ時֦֦ၜりのஙඡがגのሑבཬഞし、֜のࢀऐ֪֣い֥शืבし֥い。

௶ྙӱဂব ፝ነӡᆵဥଡጵऎ་ॺӢ

ே֧֭ᎌૢ – ᆵဥ֊ੱ֭ો

ӡேମբIAEAգӢ؋ؤՔؠ؋חՔיؖ

ಱਝࣤး�ಱኴೄgဂব ፝ነ�
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報告し֥いた。ௗׁ֦年֪１ष、ሀ子保健研ೲ会֦県内の助産師、保健師た֪֠報告し֥い。

国౸ׁ֦福島県の๐ৱ・๐ࡣඛ発生ጴが国֧ᇥら֩い֧֒בःဗ֊報ၗし֥いた

֟いたが、֜の後はֺ֧֨ג報ၗ֔֩く֢֩た。「国֧ᇥら֩い」֧いօータ֟֊ら֊、ॉ

ཐ֢֥֪גॉ֔、֨֩いが、ௗׁ֦学会֦֩֨報告す֩の֊ׁし興ታが֩く֢֥֩いׁג֔

いた֟くဖはし֥い。

Àଡኁבඉ֪ப֢֞ৰྔ௮֭ଅऐ֮Ւׇ֭֨օ֪ଡኁ֪؊טー֖֭֞פ֊Փֽ

֞ௗଢ଼Ւଡኁ֭ภঊ֪֭֒ー֨ב״օଅֲ֣֥փ֎֭֊Փӡ༉ၥӢ

ӡุ๖Ӣ県民ַの؊טードバッ֧פいօ֦は、଼y人֪すט؊ードバッ֧פ、県民֪す

ཐし֥いྫྷ֪֝֜בy人֪し֥は෮૱した線量଼。ணև֥い֧２֣ց֧פードバッט؊

検၀委員会֦報告し֥「県民健康調査」בし֥は、調査ଅऐ֧פードバッט؊県民֪す。

いし、市ྎ村֧֓の線量ᇀᆑは、事後し֯らくの間、新聞ׁ֪ૡ載し֥いた֟いた。県民の

生ঊ֪֨のׇօ֪ዂ立֥の֊֧いօ֪֣い֥は、ଵఓׁ、ූఆ時֪֨֒いた֊့בኴ診ᅲ֪

載し֥いた֟֯、行၌Ꭹ֪ৰ֤い֥線量෮࿊し֥֪֜֝おཐら֚し֥い。

ӡ౨Ӣৰ本調査ב֥い֩い֊らたい֩֨のະཎ֪し֥は、֨のׇօ֪ࣤし֥いの

֊。

ӡุ๖Ӣৰ本調査は૫໗中֦ցり、ኴ診ᅲב送ᆋす֨֩のࣤבし֥いの֦、ま֙は֓ະཎ

いた֟たい。

Àஙඡଙ௮֦ആ૱֖֥փ࠵ต֩փ֖࠵ตਝփ֭൵፯ׁ֪॒ࡒዻy֩૪᎓֦ෑཉ֥֔

փ൵፯ցՒׇ֭֜օׇׁ֭֭֮֩֨օ֪ྔ௮֪ᄗ֥֖ࢭփ֎֭֊Փӡ༉ၥӢ

ӡଽࣴӢ֓౪の֧おり、ஙඡ検査֦発ଣ֔がࡒג外ׁ֪、ஙඡが֧ג診断֔治療し

֥いሑはい。൵፯൴研究の൵፯֪し֥はஙඡ検査֦発ଣ֔たஙඡが֪גइև、

国の病院֦が֧ג診断֔たሑがဎᎩ֔「がגဎᎩ」のータׁ֥֚検၀し֥い。

ଵ時֦֦ၜりのஙඡがגのሑבཬഞし、֜のࢀऐ֪֣い֥शืבし֥い。

௶ྙӱဂব ፝ነӡᆵဥଡጵऎ་ॺӢ
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؋ؤ・ؠ؋ח・יؖ

国際ମ子機（IAEA） ମ子科学ࣤዿ局 ؇ؚ
ーؓンؠ؍スᆪ長

放射線ᅇ֯くの一般֩ॗጅבև際

は、地ࡰഉ民֩֨が֨のׇօ֪ග報בശ理し、

理शし、؟スבפᅴअすの֊בႾ࠶し、֊

り׃すくග報בև֥ዛす֧֒がഓጅ֦

ց。また、放射線の影響בଖႪすೄ׃

地ࡰഉ民が、ၤಛの౩ண֧、人間のႸが一般

֪、ྫྷのග報ശ理のሑ֪ৰ֤い֥、֨の

ׇօ֪理शすの֊בཐׁ֧֒ഓጅ֦ց。

ցؚؔר、֥֚ケーシンの୶එ֪は、Ⴘ

ᔐ、（Ⴘணև）発༥のኜ֊らև、፺長፬ב

႙፬（শ֗Ⴘ）、᧐፬（本Ⴗ֩Ⴘ）֧い֢

た໊֩ࡣኜב認ಡすᅢጅがց（スライド

１）。

֔ら֪、のጅ֧ࢀし֥、ؠ؍ス؟テラシー†

がցり、֜のレ؎ؠは、社会૪అ地ࡔ、ᇌ

ँ、ସ、年፼、民໖、教育、認ಡ、認ཐׇ֪

テラシーは、医療ַのア؟スؠ؍。֩ࡣ֥֢

セス֧֜のጦዿ、医療࿓ೄ֧ೄのະୗפ

作ዿ、またセؠ؊ケアׇ֪֢֥、健康ဗ׃臨床

֩ଅऐ֪影響בਸֻすた׀、ணፄすᅢጅ

がց。診時֪おგ行၌は、医療࿓

ೄ֧ೄ֧のؚؔרケーシン֪影響ב

ይևօ。፯և֯、ᇌँ、ೄ֧医師の׃

ຖሑのต६、ರ病֜のׁののၟ྇֩֨、֥

֜。ᇥ֦ցン֪影響すケーシؚؔר

し֥、؟スؚؔרפケーシンはഩ環֦ցり、

֜のथ࿘֦ऌ໖֧֩֨のؚؔרケーシン֧

調和、֜し֥؆؟؋ッؚؔרפケーシンַ֧

広が֢֥いく。し֊しᅋඛ֪ഓጅ֩のは、影響

ケーؚؔרり֧社会֧のࡰ地ב

シン、֜し֥ྐ֧ග報発මの内容֦ց

（スライド２４）。

IAEA は、長年֪た႘本֧のዻy֩،

ᅴअ、放射פス؟放射線、֥֗ྫྷבトפלジآ

線ؗタ؟ンץ、֜し֥技術๔ऌ、医師、一

般市民がׇり୲ऐ֪୪ጺؚ֦ؔרケ

ーシン୶එ֪りຎ֦גた。

IAEA ؇ؚーؓンؠ؍スᆪׁまた、Ғ広島

大学、ғ福島県立医科大学、Ҕ長崎大学֩֨

֧協し、放射線・健康・社会֪す教育・

研究،آジפלトב長年֪た֢֥実౮し、科

学・技術・社会研究（STS）ؚע؟נラムの開

発׃国際会議、STS、医学ᆾ理学・放射線໐

࿊֪お၍トレーンؤ׃ץーפシッ،

開催し֥た。֒の協は、֜の後のב

ら֪४大֥֔֔֗ྫྷבトפלジآ،ーのףؠ؎

ೄの放׃り、ഉ民ೱの๔ऌがइࣨ、

射線֪すଖႪ֪ശし、大ጲࣁבև֥協

ב੫ँした。国際֩ネットؤー֧פ،

ጥいた֟֓בト֪֣い֥はスライドפלジآ

たい（スライド㕵７）。

STS ト֪おפלジآ، IAEA ֧の国際

協のॗጅは、ମ発事֪ࣤお႘本

ਸֲ国際保健ؚؔרテטのဖבᄗࢭした

ׁの֦ցり、၍時֪、学֟ג教ોב生֊し、थ

ੌのถऐูבみഓ֬たׁの֦ց。間ׁ֩く

スタートす新た֩STS،آジפלトׁ֦、福

島֦のዓたりຎみב૫໗し、社会֪お

Rays of Hope†イシア、׃פス؟放射線

ኴ༎֪りし֥֩֨、医療֪すྫྷב؋

ຎֿያ࿊֦ց（スライド㕸）。

ৰྔ࣏ ே֧֭ᎌૢ – ᆵဥ֊ੱ֭ો
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؋ؤ・ؠ؋ח・יؖ

国際ମ子機（IAEA） ମ子科学ࣤዿ局 ؇ؚ
ーؓンؠ؍スᆪ長

放射線ᅇ֯くの一般֩ॗጅבև際

は、地ࡰഉ民֩֨が֨のׇօ֪ග報בശ理し、

理शし、؟スבפᅴअすの֊בႾ࠶し、֊

り׃すくග報בև֥ዛす֧֒がഓጅ֦

ց。また、放射線の影響בଖႪすೄ׃

地ࡰഉ民が、ၤಛの౩ண֧、人間のႸが一般

֪、ྫྷのග報ശ理のሑ֪ৰ֤い֥、֨の

ׇօ֪理शすの֊בཐׁ֧֒ഓጅ֦ց。

ցؚؔר、֥֚ケーシンの୶එ֪は、Ⴘ

ᔐ、（Ⴘணև）発༥のኜ֊らև、፺長፬ב

႙፬（শ֗Ⴘ）、᧐፬（本Ⴗ֩Ⴘ）֧い֢

た໊֩ࡣኜב認ಡすᅢጅがց（スライド

１）。

֔ら֪、のጅ֧ࢀし֥、ؠ؍ス؟テラシー†

がցり、֜のレ؎ؠは、社会૪అ地ࡔ、ᇌ

ँ、ସ、年፼、民໖、教育、認ಡ、認ཐׇ֪

テラシーは、医療ַのア؟スؠ؍。֩ࡣ֥֢

セス֧֜のጦዿ、医療࿓ೄ֧ೄのະୗפ

作ዿ、またセؠ؊ケアׇ֪֢֥、健康ဗ׃臨床

֩ଅऐ֪影響בਸֻすた׀、ணፄすᅢጅ

がց。診時֪おგ行၌は、医療࿓

ೄ֧ೄ֧のؚؔרケーシン֪影響ב

ይևօ。፯և֯、ᇌँ、ೄ֧医師の׃

ຖሑのต६、ರ病֜のׁののၟ྇֩֨、֥

֜。ᇥ֦ցン֪影響すケーシؚؔר

し֥、؟スؚؔרפケーシンはഩ環֦ցり、

֜のथ࿘֦ऌ໖֧֩֨のؚؔרケーシン֧

調和、֜し֥؆؟؋ッؚؔרפケーシンַ֧

広が֢֥いく。し֊しᅋඛ֪ഓጅ֩のは、影響

ケーؚؔרり֧社会֧のࡰ地ב

シン、֜し֥ྐ֧ග報発මの内容֦ց

（スライド２４）。

IAEA は、長年֪た႘本֧のዻy֩،

ᅴअ、放射פス؟放射線、֥֗ྫྷבトפלジآ

線ؗタ؟ンץ、֜し֥技術๔ऌ、医師、一

般市民がׇり୲ऐ֪୪ጺؚ֦ؔרケ

ーシン୶එ֪りຎ֦גた。

IAEA ؇ؚーؓンؠ؍スᆪׁまた、Ғ広島

大学、ғ福島県立医科大学、Ҕ長崎大学֩֨

֧協し、放射線・健康・社会֪す教育・

研究،آジפלトב長年֪た֢֥実౮し、科

学・技術・社会研究（STS）ؚע؟נラムの開

発׃国際会議、STS、医学ᆾ理学・放射線໐

࿊֪お၍トレーンؤ׃ץーפシッ،

開催し֥た。֒の協は、֜の後のב

ら֪४大֥֔֔֗ྫྷבトפלジآ،ーのףؠ؎

ೄの放׃り、ഉ民ೱの๔ऌがइࣨ、

射線֪すଖႪ֪ശし、大ጲࣁבև֥協

ב੫ँした。国際֩ネットؤー֧פ،

ጥいた֟֓בト֪֣い֥はスライドפלジآ

たい（スライド㕵７）。

STS ト֪おפלジآ، IAEA ֧の国際

協のॗጅは、ମ発事֪ࣤお႘本

ਸֲ国際保健ؚؔרテטのဖבᄗࢭした

ׁの֦ցり、၍時֪、学֟ג教ોב生֊し、थ

ੌのถऐูבみഓ֬たׁの֦ց。間ׁ֩く

スタートす新た֩STS،آジפלトׁ֦、福

島֦のዓたりຎみב૫໗し、社会֪お

Rays of Hope†イシア、׃פス؟放射線

ኴ༎֪りし֥֩֨、医療֪すྫྷב؋

ຎֿያ࿊֦ց（スライド㕸）。
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WHO Risk Communication Training: http://www.who.int/risk-communication/training/module-b/en/index1.html
P. Sandman et al (1994). Risk Communication. Encyclopaedia of the Environment. Houghton Mifflin. pp.620-623. 
http://www.psandman.com/articles/riskcomm.htm

Image: P. Sandman et al (1994). Risk Communication. Encyclopaedia of the Environment. 
Houghton Mifflin. pp.620-623. http://www.psandman.com/articles/riskcomm.htm
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Adapted after: Radiation Risk Communication in Fukushima from an STS Perspective Gregory Clancey, National University 
of Singapore, 2019
https://www.healthcareitnews.com/news/5-point-communication-strategy-help-reduce-clinicians-cognitive-load
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+  Belgium (3  SCK  CEN  and 4  
Academic)

https://www.iaea.org/sites/default/files/19/10/milestones-document-2019.pdf
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ౄइೄ֊ら事前または当႘ᆋたಱኴׁ֪֧ב、田巻倫明教೨֧ؖイ・ア؋ؤ・ؠ؋

博士֧の間֦ಱਝࣤးב行֢た。

ӡဂবӢア؋ؤ・ؠ؋๐生の֦࣏は、ؚؔרケーシンのৰ本֧֩֒֊ら、ೄ֔׃ג

地ࡰ社会֧のؚؔרケーシンのຎみ׃ମׁ໋֪֥֩֨いた֟いた。また、 のગ

਼事ַのᅏև֧֪ࣤすঊ၌׃、ମ発事ࡒவの福島県立医科大学֧の連携֪֣い֥

ׁ֓ൾऴいた֟いた。

Àଡኁଌஅྔ௮׃ଌஅ့֪ؗץب؟״։փ֥Ւ࣏փ֞֟փ֞ೄ֧౧Ւցփ֮౧

֧དࡰഉኁ֧֭צؚؔרー֭بሑׇ֭֨בօ֪ࣤ用֦֧։ணև֊Փ

ӡؠ؋חՔ؋ؤӢ本႘お話したؚؔרケーシンのሑ法Ꭺ׃科学・技術・社会研究（ ）の

֊ののׇօ֪県民健康調査֪֩֨ଅֲ֣֨、בפッפテラム֦学ֵ֧֒のؚ֦ע؟נ

はᅋඛ֪ഓጅ֦ց。ዻy֩調査研究׃२実調査ׇ֪֢֥ၜらたータは、֜らが理

श֔֯֩ःのታׁಏた֩い。ؚؔרケーシンはᇌँ׃ସ、人生૪ଫ֜׃の人が

མ֊֥いგׇ֪֢֥शが֥֢֩ࡣくた׀、人፬֪֧֢֥ඛ֪ഓጅ֩ኴ༎֦ց。一般

֪地ࡰഉ民֜׃の౫援団֧の֣֩がりがい医師は、֦֜֒ःが֥いの֊ב

॰֪Ⴞ࠶・理शす֧֒がೄ׃地ࡰഉ民תבポートすඑ֦ᅋඛ֪ഓጅ֦ց。ׁし技術ೄ

、が、፯և֯話す֧֦֒໑りב๔ዿዿすྫྷ֦֒֜、֯ց֦טテؚؔרの科学ೄ֟׃

一般の学׃ዲབྷࣆの๐生がः֊בཐりたが֢֥い֪は、֜のの員が理श֦

༳בౚօ֩֨、ׇりፕいؚؔרケーシンבら֩いり、֢֚֊くのータ׃ග報ׁະ֪

ၫ֊֙理श֔֩いईႷตがց。ະのସ֢֥いב֧֒॰֪理शすた֪׀は、おୗい

֪֨のׇօؚ֩ؔרケーシンב֊がし֥い。֒の地එ֦人֧し֥生中֦、理

श֦֩֊֢たり、श֔たりす֧֒は、ௗ႘֒の֪い֥のሑyׁ֪૪ଫがց֧౩

օ。֜の֦ のؚע؟נラム֪は、֩ࡣணևሑר׃ンセ،トבዩ֥֚֔ዛすた׀の

テפッפがま֥いの֦、ฏᅋౄண֪し֥ግしい。

ӡဂবӢგ׃ཐಡレ؎ؠ、๔ཐಡのいがցׁ֢֥、理शईႷ֩၍֗「ସጃ」֦話す֧֒がഓ

ጅ֦ցב֧֒ഠָ֥いた֟いた。

ಱਝࣤး
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ಱਝࣤး
À๖ၾ֭զ㕱Ⴉ֭ሐಽᅇ֯֎ፘ㕱 ؟փօ֧֒ࢬ࠵එ֦ଌஅַ֭ࡒ

֧֖֥ஸ֎Ւ㕲㕰㕱㕴ӡᇓถ㕲㕶ӢႩࡕ֮†Ⴁཐפ؟௮է֪֣փ֥Ւሐಽ֭ྔႡಡ֪֘פ

֧㕲㕰㕱㕷ӡᇓถ㕲㕹ӢႩֺ֧֦֧֮֨גᇥँ֖֥փ֩փՓׇ֭֨օ֪آ،חーू֦֧֒֘

֦֧ணև֊i ӡ༉ၥӢ

ӡؠ؋חՔ؋ؤӢඈータבዛす֧֒はഓጅ֟が、֦֜֩֟く、፯և֯国際線֪一

ဗඔ֧֨のくらいᅇ֯くす׃֊、ၟ࿊の地ࡰのಛ放射線֧ಛᇀのഉ֦גい地ࡰの֜

。ഓጅ֦ցׁ֧֒すく๊明したりևたりす׃ᇀ֊り֦֧֒のषり֪ցි、֨֩ᄾॵすב֧

थੌのౄइೄ。ら人がആまりঊ၌し֥い֊ࡰト֦は、ฌै२国の֔ま֕ま֩地פלジآ،

֪は、ଭyಛ放射線がஸい֧֦֒ཐらインドのց地ሑഞිೄׁいたが、ᄸらは、֛֩ಛ

ᇀのഉ֦גい地ࡰの線量がஸいの֊、֜はःבታすの֊ב理शし֥いた。また、ಛ己

໐࿊ׁഓጅ֦ց。福島のൊ作業֩֨が֜の፯֦、ಛි֦໐࿊す֧֒は、ௗ、֜の地が֨օ

い֢たඡੳ֩の֊בႾ࠶し、ಛ己ଂ࿊す֧֒が֦。֜し֥ആま֢たータ֨בのׇօ֪श

すָ֊֧いօड༎はஏ֪ഓጅׁ֩の֧֩。

Àሐಽ๔ऌ֪֘මጘ֪֣փ֥Ւৄע؈൸ՒஃဥՔྙఞַ֭ମჴဨऀ֩֨Ւࡴᄤ౦ኁ

๔ऌַ֭ᆊමൣבփ֞ಈଉ֮փՓ ֭ධ֮ࡿሐಽ֭๔ऌ֧֟౩օՒׇ֭֒

օ֩ேኁ֭ᆊම֪֨օശ֭֘֊iӡ༉ၥӢ

ӡؠ؋חՔ؋ؤӢ֪ସևᄧ֦ࡗのषး֪֩が、放射線の๔ऌ֧一般市民֧のは、

医師֧ೄのະୗׇ֪くಉ֥い。ଵఓ֦は、医師֧ೄは့のະ֧し֥ഋᇀ֪議Ꭺ

すׇօ֪֩り、ׇ֪֜りೄಛි֦治療ሑבଂ࿊す֧֒がׇ֦օ֪֢֩た。ึのׇօ

֪、๔ऌがೄ֪ග報ב࿓し֥֦֜り֧いօのは、൛֩くׁ֧１ฌਈׁ前の話し֦ց。

大ᄖのೄは治療ב֪当た֢֥ዻy֩ග報ב調ָ֧֒が֦が、֜のಛዡ֪は႞

がᄔօ。インターネットבऴし֥ග報༷בす、֢たග報֪Ꮁ֩֔いׇօ、֜のග報ଳの

මዿตבඛ֪॰認すᅢጅがց。また、おୗいが協す֧֒（؆ートーシッ،）のഓጅตב

ሬ֥は֩ら֩い。༱ׁが֥のፚࡰの๔ऌ֪֦֩は֩く、፯և֯ഩ環৯の๔医

が放射線治療ב理शし֥い֧はら֩い。福島県立医科大学֜׃のの大学֦は、放射線֪

す教育時間בໃ׃しౡ׀、放射線の理श້ב進すׇօ֩ဖבし֥い。༱ׁが၍ׇ֗օ

֪ၟᇠ֩トレーンבץら֦は֩いた׀、๔ऌ֧ᅋ๔ऌ֧いօᎲ֪೬֩い

֧֒がഓጅ֧֟ணև。๔ऌ֧はいևֱ֧りの଼人֦ցり、֜

Ⴊ၈֪མבいօ֧֧֒გがց、ؠ؎ཐಡレ׃の๔ᇀኾ֝

く֧֦֒、おୗいב理शす֪֧֒૬がは֦֙ց。

ӡဂবӢମ発事後の福島県立医科大学֧ の連携協

は、ᅋඛ֪ዛ益ׁ֩の֦ցり、ௗ後放射線֪す؟スؚؔרפ

ケーシンঊ၌֪大い֪ዂ立ׁ֣の֧ணև֥い。
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ၾ ဎਈᆍ

福島学院大学 副学長

၍福祉学ᆪ福祉心理学科 教೨

ဪ႘本大ූఆ発ఆ֊月後、福島県࣎য়

ᆪのಛ治ධ員ׇり福島大学֪ઌ務し֥い

たဎཇೄのׁ֧֪「ጜ֠ཧの֩いዲಋがໃ

և֥い」֧のະཎがցり、ᆃྫྷりの子ׁ֪֨

ःが֥いの֊、実בश明すた׀の

調査֧౫援ב開ౡした。֜の後１０年ࡒඑ֪ဍ

り、पyは当ड़ಛ治の協בၜ֥、႙ዲಋ

健康診査ኴ診ᅲבዿいた健診בたැ子

֥בඉ֪した調査ב૫໗し֥い（スライ

ド１）。

ኴ診ᅲータבᇀืした֧֒、ූఆྞ後

֊ら年後֪健診ב診した、֣まり႙ዲಋ

ৼ֪ූఆב૪ଫした１ఄᄖ・㕳ఄᄖのዲಋの

ആ団֦は、ූఆࡒ前֪健診ב診したූఆב

૪ଫし֥い֩い၍地ࡰのዲಋのആ団֧ᄾॵ

し֥、၌֩֨のၟตבಏ֣子ׁ֨がໃև֥

い֧֒がᇀ֊֢た。ූఆ年後֪は、၌

֩֨のআはූఆࡒ前の෯മ֪り֣֣ց֢

たが、ᅊႍ౪ಘがशൊ֔ࡤ׃ഉ֩֨の

ᄔい、௺ֲ、子ׁ֨のആ֪၌がঊ発ँすࡤ

団の中֦ጜ֠ཧの֩֔がళׇ֔օ֪

֢֩た（スライド２４）。

֦֜֒、पyは、子ׁ֨た֠の૪時֩ᇥ

、がᅢጅ֧ணև֧֒調ָבँ （平ถ

）年ׇり൚学２年生・㕵年生の保護ೄב

ඉ֪したアンケート調査בౡ׀た。֝֝

の学年֪֣い֥㕳年間ᇀのータבᇀืした

ଅऐ、ූఆ当時は႙ಋׁしくはቴഞ生֢֟た

൚学２年生の中֦౫援ーׯのஸい子ׁ֨

は、す֦֪㕳ఄᄖ健診時֪֊גしׂくがց֩

֨のၟตが౪֥֔いた֧֒がᇀ֊֢た。

また、アンケート実౮時֪お保護ೄの

健康শの࿃֧֔、子ׁ֨のഞ生後、長

ৼ間֪たᅊႍ生ঊׁ影響し֥い֧֒が

ᇀ֊֢た。൚学㕵年生֦౫援ーׯのஸい子

ׁ֨は、㕳ఄᄖ健診時֧アンケート実౮時のፊ

時֪おい֥、ሀැが೮׃ࡗ夫のתポートが

ᆊ໑し֥い֧শ֥֗おり、長ৼ間֪たり、

ሀැが೮ࡗ֊らתポートבၜら֥い֩い֧

認ಡし֥いた（スライド㕵ӣ６）。

らの調査ଅऐ֊ら、൚学生時֪౫援֒

ーׯのஸいැ子は、ዲಋৼ֊ら֜のཽ୭がց

り、֜のཽ୭֪౫援ೄがਂᆋວৼ֪ऴႚす

ईႷตැ子のඡのू֪֣֩が֦֧֒

がց。֔ら֪、౫援ーׯのஸいැ子はఆ

॔֩֨の大֩ഞ事が発生した際֪は生ঊ

௺ଔが長ৼँす֧い֢たड༎בಏ֠׃すい

ׁ֧֒ᇀ֊֢た。調査ඉ地֦ࡰは、תポート

ಃଳがら֥いた׀、൛֩いתポートಃ

ଳב౫援ーׯのஸいැ子֪॰実֪ၫ

た׀のฑב構ཝすᅢጅがց。本研究の

ैは、႙ዲಋ健診のータ֧学ၔৼの

ータבᅩ֤ྩ֥฿֦事፯が൛֩֊֢た

֧֦֒ց。ௗ後は、౫援のた׀の୲ጴ֩

ータཡูがᅢጅ֦ցり、当ड़ಛ治֧連携

し౫援֪ዂ立֣調査研究ב૫໗し֥いく（ス

ライド７）。

㕲 㕱 ᆵဥַׁ֭֭֨֞֠ጫࢬ֧֭֜חצӱ
ഒཉྔ௮֊־և֥֧֞֒
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ၾ ဎਈᆍ

福島学院大学 副学長

၍福祉学ᆪ福祉心理学科 教೨

ဪ႘本大ූఆ発ఆ֊月後、福島県࣎য়

ᆪのಛ治ධ員ׇり福島大学֪ઌ務し֥い

たဎཇೄのׁ֧֪「ጜ֠ཧの֩いዲಋがໃ

և֥い」֧のະཎがցり、ᆃྫྷりの子ׁ֪֨

ःが֥いの֊、実בश明すた׀の

調査֧౫援ב開ౡした。֜の後１０年ࡒඑ֪ဍ

り、पyは当ड़ಛ治の協בၜ֥、႙ዲಋ

健康診査ኴ診ᅲבዿいた健診בたැ子
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ド１）。

ኴ診ᅲータבᇀืした֧֒、ූఆྞ後
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団の中֦ጜ֠ཧの֩֔がళׇ֔օ֪
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ৼ間֪たᅊႍ生ঊׁ影響し֥い֧֒が
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ಃଳがら֥いた׀、൛֩いתポートಃ
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ᇦᇓ ൹໋

一般社団法人 ふくしま連携復興センター 理事 
事務局長

ဪ႘本大ූఆਸֲମ子ఆׇ֪॔り、ௗ֩

お、ዃ２ቮ人の県民が県外ַᅊႍし֥い。

ふくしま連携復興センター֦は、福島県֊

ら「県外ᅊႍೄַのະཎ・୪ጺ౫援事業」ב

༛し、国２６֊所֪おい֥ᅊႍ๐の民間

団֧連携し、ᅊႍೄ֊らのະཎ֪ࣤցた

֢֥た。၍事業は 2016（平ถ２㕸）年ဗ֊ら

ౡまり、ະཎࣤの、୪ጺ会の開催֩֨ב

行֢֥た（スライド１ӣ２）。

生ঊ௺ଔ౫援ב༶֢֥い団の

くは一般のNPO֩֨の౫援団֟が、๔

ऌ֦ց、公認心理師協会׃社会福祉士会、

精神保健福祉士が༶֢֥いׁ֧֒ց。

事業開ౡ当ഷは、ഉ༔॰保֪すະཎ

ਿבග報ऌྡྷᇸ助֩֨の౫援ప֪す׃

؍ؠの֩֨が֊֢た。֜の後、ؖンタׁ׀

ሑ֊らの౩֧ሎև֥いבスのኴ༎ؠ

ະཎ׃生ঊのະཎ֩֨生ঊ般֪す

。ະཎがໃև֥た（スライド㕳㕵）

౫援పのፇ׃ᅊႍೄの生ঊඡੳのᇥँ

֪֩֨ᄔ֢֥౫援ーׁׯᇥँし֥い。ま

た、時間の૪थׁ֧֧֪、ᅊႍೄがሎևड

༎はᅊႍዡのड༎֊ら生ঊड༎ַ֧ᇥँ

し֥֥い֧֒が֊֢た。֜のგ֪は、

ᅊׇႍ֪地ؚؔרࡰテט֊らのୁ立֧いօ

ड༎がໜఓし֥いׁの֧ணևら（スライ

ド６）。

地ؚؔרࡰテט֊らୁ立し֥いᅊႍೄ

は、ෆ֩ඡੳ֪ցׁ֢֥೮ࡗの発ଣがཛ

たり、ಛらฤבඑ֑֪くい֧いօඡੳがց。

ஏ֪、ஸ፼ೄؖ׃ンタؠ؍ؠス֪ኴ༎がց

、ಛらᅢጅ֩ග報בၜ֧֒がႍしく、ಛ

ිの֦֟は生ঊב௺ଔす֧֒がႍ֪

֢֥֩く。

֒օしたඡੳבふまև、ᅊႍೄが、ց

いは࿊ഉい֙ב༖すׇ֪֚、֜の地ࡰ

の生ঊೄ֧し֥、౫援し֥いく֧֒がഓጅ֦ց

り、地ࡰの社会ಃଳ֧連携し֥いく֧֒が一

ພᅢጅ֧֢֥֥֩い。৻֪、社会が地ࡰ

の၍機Ⴗׇ֪り֥׀֥いたׁの

が、社会のᇥँׁ֪֧֩い、ዻy֩౫援ー

。֥い֥し֥ᅳ֧ׯ

地ࡰの၍の機Ⴗ֪༉ׁの֧し֥、

国֦は、ഓພ౫援ฑธᅏ事業†׃ఆ॔ケ

ースؓネジؖント†֩֨横断֩Ꮂຎみの֩֊

֦౫援し֥いくた׀のฑב作օ֧し֥い

の֝ᅊႍೄの౫援֪際しׁ֥֜ࡰ広。

地֪ࡰおい֥、平時֊らし֢֊り֧連携し֥い

く֧֒がഓጅ֦ց֧֒֊ら、֒օした၌が

ౄண֧֩。

ௗषのႷဎᄖ島地ූ֪おいׁ֥広ࡰᅊႍ

のඡੳが生֗、また、൙、ႊॆトラ؊地ූ׃

ೣဒྞऀ地ූ֩֨大ఆ॔の発生ׁያ໐֔

た教ો֩֨ဪ႘本大ූఆ֦ၜら。い֥

ዻy֩機会֪発ම、ዛし֥いく֧֒がഓב

ጅ֧֧֩֒いև（スライド７ӣ㕸）。

2-2 ဪ႘་ූఆਸֲମఆׇ֪॔ஃࡰᅊႍೄַ֭౫֪࣍
֣փ֥
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ら「県外ᅊႍೄַのະཎ・୪ጺ౫援事業」ב

༛し、国２６֊所֪おい֥ᅊႍ๐の民間

団֧連携し、ᅊႍೄ֊らのະཎ֪ࣤցた

֢֥た。၍事業は 2016（平ถ２㕸）年ဗ֊ら

ౡまり、ະཎࣤの、୪ጺ会の開催֩֨ב

行֢֥た（スライド１ӣ２）。

生ঊ௺ଔ౫援ב༶֢֥い団の

くは一般のNPO֩֨の౫援団֟が、๔

ऌ֦ց、公認心理師協会׃社会福祉士会、
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ਿבග報ऌྡྷᇸ助֩֨の౫援ప֪す׃

؍ؠの֩֨が֊֢た。֜の後、ؖンタׁ׀

ሑ֊らの౩֧ሎև֥いבスのኴ༎ؠ

ະཎ׃生ঊのະཎ֩֨生ঊ般֪す

。ະཎがໃև֥た（スライド㕳㕵）

౫援పのፇ׃ᅊႍೄの生ঊඡੳのᇥँ

֪֩֨ᄔ֢֥౫援ーׁׯᇥँし֥い。ま

た、時間の૪थׁ֧֧֪、ᅊႍೄがሎևड

༎はᅊႍዡのड༎֊ら生ঊड༎ַ֧ᇥँ

し֥֥い֧֒が֊֢た。֜のგ֪は、
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、ಛらᅢጅ֩ග報בၜ֧֒がႍしく、ಛ

ිの֦֟は生ঊב௺ଔす֧֒がႍ֪
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ພᅢጅ֧֢֥֥֩い。৻֪、社会が地ࡰ
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֦౫援し֥いくた׀のฑב作օ֧し֥い

の֝ᅊႍೄの౫援֪際しׁ֥֜ࡰ広。

地֪ࡰおい֥、平時֊らし֢֊り֧連携し֥い

く֧֒がഓጅ֦ց֧֒֊ら、֒օした၌が
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ௗषのႷဎᄖ島地ූ֪おいׁ֥広ࡰᅊႍ

のඡੳが生֗、また、൙、ႊॆトラ؊地ූ׃
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ဂব ፝ነ

福島県立医科大学 医学ᆪ 健康؟スؚؔרפケーシ
௶ン学 主႞教೨
၍放射線医学県民健康管理センター ケؚؔרפス؟
ーシン室長

福島県「県民健康調査」は、調査֧౫援の

二֣の֦ถり立֢֥い。本発ᅳ֦は、福

島県「県民健康調査」֥֗ྫྷב、放射線医学

県民健康管理センターが行֢֥い؟スרפ

ؚؔケーシン֧౫援ঊ၌בൾऴす（スラ

イド１）。

健康診査֦は、健診ଅऐのま֧׃׀健康ໃ

進のた׀の؟ー؊レットבଅऐ֧֪२଼人

֪ვᆑし、のଅऐ׃市ྎ村ቚのᇀืଅ

ऐב報告書֪ま֧׀、२市ྎ村֪࿓し֥い

また、市ྎ村のጅሰ֪֥ࣤ֗「健康セؔ。

ー」ב開催し֥い２０１６）２０２２ՠ平ถ２㕸

令和４ա年ဗま֦૱１７７ष開催）（スライド

２）。

ஙඡ検査֦は、検査ඉೄ֧֜の保護

ೄ֪୶֥新のଅऐ׃ਝኴ֪းև ´

年２ष発ב「ஙඡྫྷම」֟גมりב֨֩

行し送ᆋし֥い。また、検査֥֗ྫྷב医師、

看護師、臨床心理士֩֨ዻy֩ධׇ֪医

学・心理・社会֩תポートב࿓し֥い

年ဗ֊らは、いฌ༉の（令和４）２０２２。

ஙඡがג૪ଫೄבඉ֪した؉アתポート†

ׁౡま֢た。֜の、ஙඡ検査֪す理

शבෆ֥׀いた֟くኬ֦、ጅሰ֪֥ࣤ֗、

学֦はഞ前೨業、保護ೄ့୶֪はഞ྅

๊明会ׁ開催し֥い（スライド㕳）。

調査֦の健康ဗ・生ঊষ֪す֒֒

は、セؠ؊ケア֪ዂ立֣ଃ֩助ସ଼ב人ଅ

ऐ֧֪送ᆋし֥いが、౫援ৰമ֪ৰ֤

౫援がᅢጅ֧ᄕ断֔たሑy֪は電話౫援

֦๔֩תポートב࿓し֥い（年間ዃ

）。また、౫援ৰമ֪֥֢࣎、健康֪

すග報׃医療機、ະཎັ୵֩֨בൾऴ

す֒֒」の健康ဗ֧生ঊষתポート؋ッ

ஏ֪本調査֦は市ྎ村。送ᆋし֥いב「פ

ቚの調査ଅऐבま֧׀、֜のଅऐ֪ৰ֤いた

๔֩助ସב࿓し֥い（スライド４ӣ㕵）。

႟産婦֪す調査֦は、「心֧ිの健

康תポート؋ッפ（福島県ಋၔऌड発行）」

調査ᅲ֧בー؊レット؟た׀ま֧ב調査ଅऐ׃

֪ვᆑし、षး内容֪֥ࣤ֗๔႞の助産

師・保健師֩֨が電話ؖ׃ー֦ؠະཎ・౫援

産婦人科֩֨の׃行֢た。また、市ྎ村ב

機֧連携し、地ࡰ֦の౫援֪૬֑た。

本調査ଅऐは、ଵఓ、ྫྷඛの႟産婦౫援ঊ

၌֪ঊ֊֥֔い（スライド６）。

放射線医学県民健康管理センターは、ᅊႍ

地１ࡰ㕳市ྎ村֧の連携ב੫׀た１」、֪׀㕳

市ྎ村連ጛ会」ב実౮し、「県民健康調査」の

ᇀืଅऐבዛす֧֪、२市ྎ村のඡੳ

օဖׇし、ዛ୲֩౫援֪૬֑࠶Ⴞבጅሰ׃

２０１㕳２０２２（平ถ２㕵令和４）。い֥׀

年ဗま֦૱㕳４２ष実౮し֥おり、֒の連ጛ会

֊ら૫໗֩౫援がׇ֦օ、センター内

ጅሰ׃大学のᆪാׁ֧連携しྩइ౫援׃

ַの֪ࣤ当た֢֥い。֒の連ጛ会֩֨ב

ྫྷ֥֗、県民健康調査のঊ၌֪、１㕳市ྎ村の

ଵඡ・ጅሰ・ଣבᄗ֦ࢭׇօ֪ௗ後ׁဖ

し֥いく所ໜ֦ց（スライド７ӣ㕸）。

㕳 ଡኁଌஅጫ״بװー֭ᅇఆ౦ྎؚ֪֘ؔרפ؟
ঊ၌࣍౫֧بーצ
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産婦人科֩֨の׃行֢た。また、市ྎ村ב

機֧連携し、地ࡰ֦の౫援֪૬֑た。

本調査ଅऐは、ଵఓ、ྫྷඛの႟産婦౫援ঊ

၌֪ঊ֊֥֔い（スライド６）。

放射線医学県民健康管理センターは、ᅊႍ

地１ࡰ㕳市ྎ村֧の連携ב੫׀た１」、֪׀㕳

市ྎ村連ጛ会」ב実౮し、「県民健康調査」の
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ሐಽॺଡኁଌஅጫ״بװーؐーؕページ֪֥֭בי؞掲載֖֥փֽ֘



ӾӼ

௶ 長 ӱ 坪 倉 正 治（福島県立医科大学）

෯ 木 理 （福島県立医科大学）

ဎཇೄӱ 内ဎਈ夫（福 島 学 院 大 学 ）

ᇦ 平 ൹ ໋（ふくしま連携復興センター）

田 巻 倫 明（福島県立医科大学）

းև֪֜、長が༉ၥし௶בたಱኴンは、ౄइೄ֊ら事前または当႘֪ッシנスט

֦進׀らた。

À㕱ఄᄖ֭ଌෑ֦֭զ֧֒֯է֧զ֊ׂ֖ג֎է֪֣փ֥Ւූఆ֭ー֮֩״փ֭֊Փᄇ༥֭ड

༎֪֘ཏ֮ූఆׇໃև֧֞փօጫ解ׇ֦փ֊Փӡ༉ၥӢ

ӡၾӢ健診内容は市ྎ村がଂׁ׀の֦ցり、ௗषの調査地ત֦はූఆ前֪実౮し֥い֩֊֢

たが、たまたまූఆ前֪「֧֒֯」֧「֊גしׂく」בஶኬ֪ႚ֧֒がଂま֢֥いたた2011、׀

（平ถ２㕳）年֊らータがց。ූఆ前ׇりໃևた֊֨օ֊֪֣い֥は、ஶኬׇ֪֢֥֥֢い֥、

ໃև֥いׁのׁցし、一༸ऀが֢たׁのׁց。֧֒֯のཛ֨֩はᄾॵஸまりし֥い。

Àஃࡰᅊႍೄ֊֭ະཎၾዴ֪֣փ֥Ւภঊ׃ภঊᄤ֪֘ະཎໃև֥֧֞փ

օ֧֒֟Ւׇ֭֨օ֩解ଂבࡎ࿓ಘ֖֥փ֊Փӡ༉ၥӢ

ӡᇦᇓӢᅢጅ֪֥ࣤ֗社会福祉協議会֩֨の༃ᆋฑဗࡎב内したり、地ࡰの؊ードバンבפൾऴ

す֨֩し֥い。ಛ治のັ୵׃本人が診し֥い医療機のケースؤーנーַ֣֩֏֧֒

ׁց。ᅢጅ֧し֥いᆾಃ׃ග報֪ၫく֧֒ま֦の౫援בኬ౪し֥い。

㕲بװ

զॺֲבฌ༉֪֣֩֏ӱִ֎ֽ֖֊႘Քฌैַէ
Ꭹൢبנט
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෯ 木 理 （福島県立医科大学）

ဎཇೄӱ 内ဎਈ夫（福 島 学 院 大 学 ）

ᇦ 平 ൹ ໋（ふくしま連携復興センター）

田 巻 倫 明（福島県立医科大学）

းև֪֜、長が༉ၥし௶בたಱኴンは、ౄइೄ֊ら事前または当႘֪ッシנスט

֦進׀らた。
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ӡၾӢ健診内容は市ྎ村がଂׁ׀の֦ցり、ௗषの調査地ત֦はූఆ前֪実౮し֥い֩֊֢

たが、たまたまූఆ前֪「֧֒֯」֧「֊גしׂく」בஶኬ֪ႚ֧֒がଂま֢֥いたた2011、׀

（平ถ２㕳）年֊らータがց。ූఆ前ׇりໃևた֊֨օ֊֪֣い֥は、ஶኬׇ֪֢֥֥֢い֥、

ໃև֥いׁのׁցし、一༸ऀが֢たׁのׁց。֧֒֯のཛ֨֩はᄾॵஸまりし֥い。

Àஃࡰᅊႍೄ֊֭ະཎၾዴ֪֣փ֥Ւภঊ׃ภঊᄤ֪֘ະཎໃև֥֧֞փ

օ֧֒֟Ւׇ֭֨օ֩解ଂבࡎ࿓ಘ֖֥փ֊Փӡ༉ၥӢ

ӡᇦᇓӢᅢጅ֪֥ࣤ֗社会福祉協議会֩֨の༃ᆋฑဗࡎב内したり、地ࡰの؊ードバンבפൾऴ

す֨֩し֥い。ಛ治のັ୵׃本人が診し֥い医療機のケースؤーנーַ֣֩֏֧֒

ׁց。ᅢጅ֧し֥いᆾಃ׃ග報֪ၫく֧֒ま֦の౫援בኬ౪し֥い。

㕲بװ

զॺֲבฌ༉֪֣֩֏ӱִ֎ֽ֖֊႘Քฌैַէ
Ꭹൢبנט

À㕱㕳౦ྎᎌጛव֦֮֨֩גಱኴՒጅሰב֊Փֽ֞Ւሐಽตᆾಱৄ׃੩၌Ւඳᆀ֪

֘ಱኴ֮֩֨ց֊Փӡ༉ၥӢ

ӡဂবӢ１㕳市ྎ村連ጛ会֦は保健師׃保健福祉༶当ධ員֧ኜཎし֥おり、放射ตᆾಱ׃環境၌

׃ඳᆀ֪すಱኴはֺ֜֨ഞ֥֒֩い。保健師֊らは、放射線֪すᆊ安はଲり֣֣

ց֢֥、֜のಱኴはઝ൛֩く֢֥֩い֧ସ֧֒がいが、県民健康調査בඈしくཐら

֩いሑ׃新႞の༶当ೄׁいの֦、ᅢጅ֩ග報࿓はࢂ໗行֢֥いくᅢጅがց。また、１㕳

市ྎ村֦֜֝ඡੳがい、ଵ֦はન᎕し֥い。৻֪し֥いሑ、ያ࿊のሑַ

の֦ࣤ֟は֩く、し֥い֩いሑַのアפセスׁし֩֩֯ら֩い֧֒֩֨が大ᇥׁ֧֟

聞く。֜のた׀、ଵ֪実際֪行֢֥、ଵඡ׃ーבׯႾ࠶す֧֒が大事֦、֦֜֒調査の内

容׃ଅऐב正॰֪և、౫援֪૬がׇօ֩連ጛ会֪したい֧౩֢֥い。

ӡྺຘӢׁःဗ֊ౄइしたが、市ྎ村ׇ֪֢֥؊לーׯがօ。ວৼ֪ᅊႍ౪ಘבशൊし

た֧֧֒ઝशൊした֧֦֧֒はᅢጅ֩ײ؟ースの፬がくօの֦、֒֠ら໊が֪֨֒൳

ב֥֚ග報࿓す֊が大事֧֟౩օ。

Àᇱ୦ೄ֭ଌஅশ֭࿃ׁ֪֖֥֔֨ᅋඛ֪੫փࢬבಏ֣֧փօ֧֒֟Ւ֜

֭ၾዴ֧ମࢀՒूప֩֨ੱבև֥փ֞֟֞փՓӡ༉ၥӢ

ӡၾӢௗषの調査地ત（福島県ᆃྫྷり）֦の保護ೄの֩健康শの࿃֔は、保護ೄが「౫

援が໑り֩い֧主֪শ֥֗い」֧֧֒「ᅊႍ生ঊが長ࢂい֥い」֧֒が੫くし֥い

֧֒がᇀ֊֢た。၍ׇ֗օ֩調査ූבఆの影響の֩い地ત֦行֢たଅऐは、子ׁ֨時༉（㕳ఄ

ᄖ時）の၌֩֨の発༥౪֧౫援ーׯが保護ೄの֩健康ဗ֧؟ンפし֥いたが、ௗष

の調査地ત֦は外ׁ֪֜؟ֺ֨ンפし֥い֩֊֢た。֒は෮໐֦はցが、ௗषの調査地

તが、ූఆ後֪社会構່がᇥ֢たり、地ࡰ֪ጜ֠ཧが֩֊֢たりしたた֧׀౩。

ӡྺຘӢ保護ೄַの౫援֪֣い֥、ભ֪教և֥いた֟֊。

ӡၾӢූఆ後、႙ಋ健診֪֥֚心理士בჃଧし֥いた。ූఆ後１２年は放射線֪す

ᆊ安がᅋඛ֪੫֊֢たの֦、֜ב֣֣׀、正॰֩ග報בև֥い֒օ֧ဖ׀た。㕳４

年֧૪֢֥く֧、子ׁ֨のጜ֠ཧの֩֔がະཎ֧し֥ໃև֥た。ࣁ֢ࢂし֦֩֨४大ऌ໖֊

ら७ऌ໖֪֢֩たり、ᆙැ֟がࣙく֪行֢֥い֨֩ऌ໖構ถ

がᇥ֢たׇ֧֪֒ୁၤশׁց֢たの֦、子ׁ֨の行၌֪し

֥はָ֩くભ֩アドバイスבした。当時はྫྷ֢֥いた保育

ಋၔ発༥౫援の療育センター֩֨の社会ಃଳが֩く֢֩た֒׃ࣆ

ׁ֧ցり、༱ׁ֪ະཎ֦֙、子ׁ֨בደׁ֩く֩り、ୁ立

শבෆ֥׀ᆊ安࿊֪֢֩たැ֔גが֊֢たの֊֧֩౩օ。ျ

૱ׁ֪ᆃྫྷり֦は一時֪ਲがໃևた֧֒がց֢た。

Àஃࡰᅊႍೄ֧ไ֘ཨ֦֭ન᎕Ւႍ֖փ֧֮֒ः֊Փӡ༉ၥӢ

ӡᇦᇓӢූఆࡒவ、ુ本׃中国地ሑのுఆ॔、Ⴗဎ地ූ֩֨国२地֦ఆ॔が発生し֥おり、

ဪ႘本大ූఆ・ମ子ఆׇ֪॔ᅊႍೄが֛֪֩֜֒いの֊が理श֪֔くく֢֥֩い。ମ

子ఆׇ֪॔ᅊႍೄは、福島県内֪ഉ民ᅲבམいたままᅊႍし֥い。ᅊႍ๐ׁ֦ମ発ၟ፯

法ׇ֪֢֥֩֨ฑဗ֪はഋᇀ֩ฑはら֥いׁのの、ಛ治ັ୵֦֜がഋᇀ理श֔



ӾӾ

֦גഉ֪֛֒֒֩、֧いօ֧֜օׁ֦֩い。ಛ治֊らଣ֧֊い֥

いの֪ഉ民ᅲが֩いの֊֧いօ֧֪֒֩。ᅊႍೄのアインテטテט

֧し֥は、ྫྷઌ֧֊ྫྷ学֧֊、ցいは༳֩転੍֦は֩いた׀、֜の

ඡੳב一ഽ๊֪明すׁ֧֒ᅢጅ֪֩。

ӡ෯ኪӢಛ治のັ୵֪行֢たׁ֨スムーׯ

֪話が進ま֙、౫援֪בභ֚֯֩い֧ಚ֪す

օい֢た、֨のׇօ֩ࣤ֜。がց֧֒

。֊のい֥֔ב

ӡᇦᇓӢ֜օい֢たはᅊႍೄ֪၍行したり、ᅊႍೄב౫援し֥い福

島県のධ員がႚ֢֥話ב進ׁ֧֒׀ց。

Àஃࡰᅊႍೄַ֭౫֭࣍ཨ֦Ւ֥֢׃փׇ֥֊֢֧֞౩֢֧֞֒ב։ᇍ֊֚փ֞֟֞փՓ

ӡ༉ၥӢ

ӡᇦᇓӢௗの話֧ጮᆶ֪֩が、ဪ႘本大ූఆ֦の実ׇ֪֢֥、२ಛ治֊らමጘ֦ັ୵

֧し֥認ཐ֔、ఆ॔がց֢た֧֪֢๐֪ฤが֊֊ׁ֧֒ց。

À֮ූఆಐׁଵఓׁᆵဥ౦֪ᇿ֥֖փՓූఆಐ֮ሐಽ་ᇥᆓ֎Ւᅊָႍ֘֊ኒ

֢֞Ւಛᇀ֦ྔָ֞๔ऌ֭๐ภ֭Ꭽבᇍփ֥֖֞Ւፘ֮ଌஅࢬ֭֩փ֦ؠ؎ء

ցՒᅢጅࡒඑ֪ሐಽבვ֧֭֘֒ሑ֦ؠ؊ء֪࠵փ֧ணևՒଵఓ֪౼ֽ

֦ଭਂ֪ᇿ֥֖փՓࡴሑՒಛᅊႍ֖֞בዕ֩֨ቴ֟ᆵဥ֮৭֩փ֧ணև֥փՓ֜օ

փ֢֞ணևᆵဥַ֭ᇤଣ൯և֩փମ֧֣֟ࡴ֭ࢀ౩օՓ֨֩גସጃ֊֧֜֘בօփ

֢֞ሑy֮ࡊ֖֥֎֭֊Փӡ༉ၥӢ

ӡဂবӢは放射線治療医֟が、放射線はᅋඛ֪ႍしいׁの֦ց֧শ֥֗い֒。ま֦の႘

本のౝ׃福島༌一ମ発事בணև֧、放射線֪はネסテ֩؋טイؖージが֨օしׁ֥ᆋい֥

く֊ら֟。県民健康調査ඉೄַの「ฌ༉ࡒவの影響がց֧౩օ֊」֧いօಱኴ֪

し、ූఆྞ後は「影響がց」֧းև人は６আ࿘ဗいたが、ௗは㕳আבโくらいま֦֪ू

し֥い。し֊し、၍֗ಱኴב一般のሑ֪聞く֧、県外ఓഉೄのሑがቴ֟「福島֦は影響

がց」֧षးすআがஸい。

一ሑ、がג治療のೄ֪֔גしׁ֥၍ׇ֗օ֪放射線の副作ዿ֪֣֩֨い֥話すが、ೄ֔

、の੮ᆓのሑが大いの֦、「放射線の֧֒はׇくᇀ֊ら֩いがַגは放射線ַの੮ᆓׇりがג

๐生の֧֒בමጘし֥い֊ら治療し֥。」֧ସօ。ମ発事֦の「ׇくᇀ֊ら֩い֊らᆓい」֧い

օの֧ᄗ֦ց。֜օணև֧、放射線֪

し֥人間が֨օᄗࣤす֊は、ཐಡのኴ

༎ׁցが、֪֜ま֣ᆊ安、੮ᆓ、ᆊ

මশ֩の֧֟౩օ。֟֊ら「放射線がᆓい」

֧いօସጃのጮ֪ःがցの֊、本当はः

がᆊ安֩の֊בཐ֧֒が大事֧֟౩օ。

፯և֯、福島は৭֩い֧౩֢֥い人֪、֧
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֦גഉ֪֛֒֒֩、֧いօ֧֜օׁ֦֩い。ಛ治֊らଣ֧֊い֥

いの֪ഉ民ᅲが֩いの֊֧いօ֧֪֒֩。ᅊႍೄのアインテטテט

֧し֥は、ྫྷઌ֧֊ྫྷ学֧֊、ցいは༳֩転੍֦は֩いた׀、֜の

ඡੳב一ഽ๊֪明すׁ֧֒ᅢጅ֪֩。

ӡ෯ኪӢಛ治のັ୵֪行֢たׁ֨スムーׯ

֪話が進ま֙、౫援֪בභ֚֯֩い֧ಚ֪す

օい֢た、֨のׇօ֩ࣤ֜。がց֧֒

。֊のい֥֔ב

ӡᇦᇓӢ֜օい֢たはᅊႍೄ֪၍行したり、ᅊႍೄב౫援し֥い福

島県のධ員がႚ֢֥話ב進ׁ֧֒׀ց。

Àஃࡰᅊႍೄַ֭౫֭࣍ཨ֦Ւ֥֢׃փׇ֥֊֢֧֞౩֢֧֞֒ב։ᇍ֊֚փ֞֟֞փՓ

ӡ༉ၥӢ

ӡᇦᇓӢௗの話֧ጮᆶ֪֩が、ဪ႘本大ූఆ֦の実ׇ֪֢֥、२ಛ治֊らමጘ֦ັ୵

֧し֥認ཐ֔、ఆ॔がց֢た֧֪֢๐֪ฤが֊֊ׁ֧֒ց。

À֮ූఆಐׁଵఓׁᆵဥ౦֪ᇿ֥֖փՓූఆಐ֮ሐಽ་ᇥᆓ֎Ւᅊָႍ֘֊ኒ

֢֞Ւಛᇀ֦ྔָ֞๔ऌ֭๐ภ֭Ꭽבᇍփ֥֖֞Ւፘ֮ଌஅࢬ֭֩փ֦ؠ؎ء

ցՒᅢጅࡒඑ֪ሐಽבვ֧֭֘֒ሑ֦ؠ؊ء֪࠵փ֧ணևՒଵఓ֪౼ֽ

֦ଭਂ֪ᇿ֥֖փՓࡴሑՒಛᅊႍ֖֞בዕ֩֨ቴ֟ᆵဥ֮৭֩փ֧ணև֥փՓ֜օ

փ֢֞ணևᆵဥַ֭ᇤଣ൯և֩փମ֧֣֟ࡴ֭ࢀ౩օՓ֨֩גସጃ֊֧֜֘בօփ

֢֞ሑy֮ࡊ֖֥֎֭֊Փӡ༉ၥӢ

ӡဂবӢは放射線治療医֟が、放射線はᅋඛ֪ႍしいׁの֦ց֧শ֥֗い֒。ま֦の႘

本のౝ׃福島༌一ମ発事בணև֧、放射線֪はネסテ֩؋טイؖージが֨օしׁ֥ᆋい֥

く֊ら֟。県民健康調査ඉೄַの「ฌ༉ࡒவの影響がց֧౩օ֊」֧いօಱኴ֪

し、ූఆྞ後は「影響がց」֧းև人は６আ࿘ဗいたが、ௗは㕳আבโくらいま֦֪ू

し֥い。し֊し、၍֗ಱኴב一般のሑ֪聞く֧、県外ఓഉೄのሑがቴ֟「福島֦は影響

がց」֧षးすআがஸい。

一ሑ、がג治療のೄ֪֔גしׁ֥၍ׇ֗օ֪放射線の副作ዿ֪֣֩֨い֥話すが、ೄ֔

、の੮ᆓのሑが大いの֦、「放射線の֧֒はׇくᇀ֊ら֩いがַגは放射線ַの੮ᆓׇりがג

๐生の֧֒בමጘし֥い֊ら治療し֥。」֧ସօ。ମ発事֦の「ׇくᇀ֊ら֩い֊らᆓい」֧い

օの֧ᄗ֦ց。֜օணև֧、放射線֪

し֥人間が֨օᄗࣤす֊は、ཐಡのኴ

༎ׁցが、֪֜ま֣ᆊ安、੮ᆓ、ᆊ

මশ֩の֧֟౩օ。֟֊ら「放射線がᆓい」

֧いօସጃのጮ֪ःがցの֊、本当はः

がᆊ安֩の֊בཐ֧֒が大事֧֟౩օ。

፯և֯、福島は৭֩い֧౩֢֥い人֪、֧

օ֧օ֧福島の放射線は大ඒ夫֧֟レؘפーしׁ֥ᆊ安はश൯֔֩い֧౩օ。ःがᆓいの֊、

ः֪֢֥いの֊בឋ֪聞い֥、֒֠らבමጘしׁ֥らևた時֪、֪放射線֪す

ևሑがးև֧し֥ഞ֥くの֊֧֩౩օ。実は؟スؚؔרפケーシン֦は放射線の֧֒ב

ևׁ֧֒大事֟が、֧֜局の֧֪֒放射線֧はくの֩いමጘ׃安心がց֢֥、֜

の中֦֨օಛᇀはؚؔרケーシンすב֊ඛ֪ணև֥い。֟֊らಱኴ֪すးև֧し֥は、

友人֪৳り֢֥、ຖሑ୶のؚؔרケーシンבし֥、ୗいのමጘが֦た時֪、ふ֧放射

線、ׁ֧֜֒֩גց֢た֩、֧֢֩たりすの֊֧֩౩օ。֜は県民健

康調査ׁ֪֦֧֒、福島県民が健康֪生֥いた֪׀पy

が一生ଖ২྅֢֥いく中֦、֪み֩֔גが放射線の影響֢֥

いの֊֢֥֩౩ևた֧いօশ֦֗श൯し֥いくの֊֧֩౩֢֪֩֩ג֜

֥い。

ӡྺຘӢ本当֪放射線の֧֪֥֢֒い֥の人が֒の１㕳年間、ः

ဗׁःဗֵׁ֠当た֢たᇝ֧֟౩օ。科学֩事実は大事֟が、ま֙ୗ

いのමጘがց֢֥ኬ線が֢たඡ֦֩い֧ະ֪くら֩い。

पyは県民健康調査֦科学֩事実בཡูし֥いくの֧၍時֪、මጘ

。౩օ֥׀大事֧֟ू്ׁׁ֥֧֧֒֠ב

Àଡኁଌஅྔ௮ׁ֦SDQ†׃ K㕶†֭֩֨૪ಐ֩ᇥँָ֥ྔבփՓଵఓՒӻԀఄࡒඑב

ඉ֪ྔ௮֖֥փK㕶֪֣փ֥֮ू֖֥փׁ֭֭႘֭ࡴᄤ୵ᇓઍׇ׃׃֮ஸփඡ

֪ցՓׁ֥֜׀Ւ֭֒๐֭㕱㕵ႩՒ㕲㕰Ⴉבணև֧֞Ւ֨օփ֢֞పᅢጅ֪֩

ՓӡྺຘӢ֊֎֥֢

ӡၾӢௗ႘はᆃྫྷりのցಛ治のータבおಘししたが、֒בᆃྫྷりのಛ治ׁ֦ౡ׀

֥い。၍֗ᆃྫྷりׁ֦地ׇ֥֢֪֟ࡰいֵ復興ַの進ྜྷඡੳはօた׀、地֪֗ࣤࡰた׀

֊いתポートがᅢጅ֦ց。ࡒ外֪新た֩ࡤഉがい地તׁց。֜֒は新ਊࡤഉೄ、

ೄ、ଭyの੍ഉೄ֧ؠץー،が㕳֣ցり、し֊ׁ子ׁ֨の人୵が਼໒֪ໃև֥い。実ගは२

ಛ治ׇ֪֢֥い、अཏׁօの֦、֜֝のዻ子ׇבくଣ֥、保健師֧֩֨ቹ֪協議し

֩がらᅢጅ֧֩֒בணև֥いく֧֒がׁ֧֥大事֦ց。֜օいօታ֦は、SDQ֩֨ב大い

༳֦ࡔଣの֧၍時֪、଼人、ऌ໖༳֨֩ࡔの൚֔い༳֦ࡔ౫援בணև֥いく֧֒がௗ後ᅢጅ֟

֧౩օ。

Àؠטכآרশ൵֭ጺப֪ᄔփՒᅊႍ֔֞ሑ֭౫֭࣍ዻະׁᇥँ֖֧֞౩օՓؒ

ಘփ֞֟֞փՓӡ༉ၥӢੱ֓בड༎֩֨׃ሑ୶ต֭࣍ಐ༉֭దௗՒශ֞֩౫آר

ӡᇦᇓӢະཎೄのड༎בशଂすた֪׀は地ࡰの社会ಃଳ֪֣֑֩ᅢጅがցり、平時֊ら地

ఆ॔ケースؓネジؖント֧֊福祉のഓພ。がᅋඛ֪大事֧֟ணև֥い֧֧֒בの連携֧ࡰ

౫援ฑธᅏ事業֧֊、いく֣֊の事業בঊዿし֩がら、֜֝の地֦ࡰ৩のଣևב

作֢֥いく֧֒が大事֦ց。

ӡྺຘӢ広ࡰᅊႍೄַの౫援֪֣い֥、ᅢጅ֪֩౫援はௗ後ᇥ֥֢いく֊。

ӡᇦᇓӢ時間の૪थׇ֪֢֥ड༎がᇥ１０。年૪֥֯人は１０ఄ年ב。֜օす֧ऴ護がᅢ

ጅ֪֩֨֩い֩גड༎がഞ֥く。時間の૪थׇ֪֢֥ᇥ֥֢いくड༎֪し、地֪֧֓ࡰ

ฑ֥֢֧ב行օ֧֒がःׇり大事֧֟౩֢֥い。



ӾԀ

Àଡኁଌஅྔ௮֭ኬׁ֦ցଡኁַ֭โ֩౫֣֪࣍փ֥Ւ֭֒๐ःᅢጅ֪֢֥֩֎

֊Ւ։ணևב։ᇍ֊֚փ֞֟֞փՓ

ӡဂবӢ県民健康調査のଅऐ֪ৰ֤い֥、ࢂ໗健康ड༎בᆴし֥いく֧֒が大事֧֟౩օ。

また、放射線׃福島ַの࠵いイؖージがᆭँׁ֧֧֪固࿊ँし֥しま֢֥い֪ၟ。影響׃

放射線影響֪֣い֥のග報࿓、֜の中ׁ֦႟産婦調査֦ᇀ֊֢た子ׁ֨た֪֠は影響がく

ഞ֥い֩い֧いօ֧֒ב発මし໗֧֒がᅢጅ֪֢֥֩く֧౩օ。

ӡᇦᇓӢ๐႘、ց৫業のᇭ੫会֦広ࡰᅊႍ֪す話בしたが、ま֪֟֜֩גᅊႍೄがい֧

はཐら֩֊֢た֧いօ話ׁց֢た。広ࡰᅊႍのኴ༎がց֧いօ֧֒בସい໗֧֒が大事֟

֧౩֢֥い。

ӡၾӢ放射線の影響בネסテ֪؋טணև֥い人はま֟ଅ構い֥、臨床֦ःषׁ会֢֥いօ

ׇ֪֠օ׃くစ᎔ׁ֧֔֒ց。֟֊ら正॰֩ග報ב発මし໗֧֒はׁ֧֥大事֦ց。

いく֧֒が֥ᆋ֪ිבؠעス助בැ子ᅢጅ֧すבの౫援ೄが、౫援ࡰら、֜の地֊֜

大事֧֟౩օの֦、ᄸらがౚい׃すい،ץآラムב作֢֥、ಛᇀた֦֠֜ूבፕし֥いׇ

օ֪֩֯いい֧౩֢֥い֜。֊ら、地ࡰの౫援ೄׁዻy֩ストレスבশ֥֗い。ᄸらがະ

ཎ֦ฑׁ作֢֥いたい֧౩֢֥い。
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Àଡኁଌஅྔ௮֭ኬׁ֦ցଡኁַ֭โ֩౫֣֪࣍փ֥Ւ֭֒๐ःᅢጅ֪֢֥֩֎

֊Ւ։ணևב։ᇍ֊֚փ֞֟֞փՓ

ӡဂবӢ県民健康調査のଅऐ֪ৰ֤い֥、ࢂ໗健康ड༎בᆴし֥いく֧֒が大事֧֟౩օ。

また、放射線׃福島ַの࠵いイؖージがᆭँׁ֧֧֪固࿊ँし֥しま֢֥い֪ၟ。影響׃

放射線影響֪֣い֥のග報࿓、֜の中ׁ֦႟産婦調査֦ᇀ֊֢た子ׁ֨た֪֠は影響がく

ഞ֥い֩い֧いօ֧֒ב発මし໗֧֒がᅢጅ֪֢֥֩く֧౩օ。

ӡᇦᇓӢ๐႘、ց৫業のᇭ੫会֦広ࡰᅊႍ֪す話בしたが、ま֪֟֜֩גᅊႍೄがい֧

はཐら֩֊֢た֧いօ話ׁց֢た。広ࡰᅊႍのኴ༎がց֧いօ֧֒בସい໗֧֒が大事֟

֧౩֢֥い。

ӡၾӢ放射線の影響בネסテ֪؋טணև֥い人はま֟ଅ構い֥、臨床֦ःषׁ会֢֥いօ

ׇ֪֠օ׃くစ᎔ׁ֧֔֒ց。֟֊ら正॰֩ග報ב発මし໗֧֒はׁ֧֥大事֦ց。

いく֧֒が֥ᆋ֪ිבؠעス助בැ子ᅢጅ֧すבの౫援ೄが、౫援ࡰら、֜の地֊֜

大事֧֟౩օの֦、ᄸらがౚい׃すい،ץآラムב作֢֥、ಛᇀた֦֠֜ूבፕし֥いׇ

օ֪֩֯いい֧౩֢֥い֜。֊ら、地ࡰの౫援ೄׁዻy֩ストレスבশ֥֗い。ᄸらがະ

ཎ֦ฑׁ作֢֥いたい֧౩֢֥い。

ᝧ ൻშ
福島県立医科大学副理事長

ᇘ会֪当たり、֓ఴしඑ֑ます。

２０２４年「県民健康調査」国際シンポジウムの開催֪ցたり、実֪くのሑy֊らおևב಄り、

ॉ֔まの֓౫援・֓協ׇ֪りまし֥、無事֪֒֒ᇘ会בև֧֒が֦ます֧֒、本学ב༉ᅳし֥

୴く፵しඑ֑ます。

ௗषのシンポジウム֦は、国内外の๔ऌのሑy֪ဎཇྚ、֜֝のᇀኾ֪し֥の大ᇥ

ഓ֩お話ྚבしました。また、֓ౄइのॉ֔ま֊らのಱኴב၃まևたטスנッシンは、「県民健

康調査」׃福島のଵඡ֪֣い֥の理शבෆ֥׀いた֟く、ዛਟ֩機会֧֢֩たの֦は֩い֦し׆օ

֊。

֥֔、本႘の׃࣏၀Ꭺの内容ב൛しවりᇪ֢֥みたい֧౩います。

セッシン１֦は、当センター教員が外ᆪᅇ֯く線量בႾ࠶すৰ本調査、健康ඡבႾ࠶すඈ

調査֥֗ྫྷבၜらたถऐ့֪֣い֥ඈしく๊明しました。

ৰ調֦࣏は、国際ମ子機（IAEA）のؖイ・ア؋ؤ・ؠ؋博士ׇり、放射線影響の認ಡ،

ン୶එַのຎみケーシؚؔרפス؟ᅴअのሑ法、๔ऌ֧一般市民֧のפス؟セス、放射線آ

့֪֣い֥発ᅳがցりました。

セッシン２֦は、ၜらたཐଣ့֨בօঊ֊す֊֧いօ֊ら、ଵఓりຎ֦גい研究׃ঊ

၌֪֣い֥、ௗ後のሰׁ၃まև֥発ᅳ・၀Ꭺし、ஏ֩県民の健康のࡥಏ・ໃ進ׁ֪֣֑֪֧֧֩、

国内外֦ௗ後֒りၜዛ事֪すᅏև֪֣い֥ணևました。

֜の中֦、福島学院大学の内ဎਈ夫๐生֊らは、႙ዲಋৼ֪ූఆב૪ଫしたആ団֪おい֥、発

༥の一ᆪ֪֩֨ड༎がց֧֒がᄕ明した֧֒֊ら、保護ೄַのアンケート調査ב行い、ᅢጅ֧֔

。いօ֓ൾऴがցりました֧検၀し֥いבׯ౫援ー

一般社団法人ふくしま連携復興センター理事事務局長のᇦ平൹໋ዻ֊らは、県外ᅊႍೄַの

ະཎ・୪ጺ౫援事業ב行֢֥い֧֒、ᅊႍೄのະཎ内容のᇥँב၃まև、ᅊႍೄב२地֦ࡰの生

ঊೄ֧し֥౫援す֧֒の大โ֔の֓ൾऴがցりました。

また、本学教員ׇり、ᅇఆ市ྎ村֪す؟スؚؔרפケーシン֧౫援ঊ၌のॗጅがൾऴ֔

ました。

֒のׇօ֪、ᆳ広い౽֊ら、ಘ௪֪ᆏֿ議Ꭺが開֔、くのዛਟ֩ਂᆋבၜ֧֒がഞ

ました֧֒は、֒のඑ֩い৮ֲ֦֓֕います。

本学֧しまし֥は、֒֊らׁ、広くฌै֧の連携בෆׇ֥֢֪֧֒׀、福島の復興֧ቴのຕ生

֪ଝすׁ֪֧֧、県民健康調査֥֗ྫྷב県民一人ֱ֧り֪৳りい֩がら、ॉ֔まの健康ב౫և

໗たい֧౩います。

ଅֲ֧֩りますが、ցらた֥׀、本シンポジウム֪֓ౄइ・֓協く֟֔いました֥のሑy֪し、

心֊らのশ֧、本学ַの益yの֓理श・֓協בお৪いいたしまし֥、ᇘ会のఴ֧֥֚֔いた֟

ます。ցりが֧օ֓֕いました。

ᇘवఴ
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20２４（令和６）年㕳月２႘（ဘ）、JAఅビנؠン؊זレンスؐーؠ（ဪੜဒ๑༉田ત）ؖבイン会、本

学福島ࢾ前ؘעン؆ス（福島市）תבテライト会֧し֥、「ဪ႘本大ූఆ ふくしまの学ֲב႘本・ฌैַ」

ッド؟؋開催した。ௗषׁ会ౄइ֧オンライン౽ྐのイב国際シンポジウムテー֪ؓ、６षኬ֧֩ב

開催֧した。会ౄइはဪੜ会㕳０、福島会１７、オンライン౽ྐは１２㕹、૱１７６がౄइした。

当႘は႘２ࢷସ֦発ᅳし、౽ྐೄ֊らのಱኴטׁ֪֧בスנッシンב行֢た。後႘、YouTube֦

のオンؓンドვමׇ֪り、当႘ౄइ֦֩֊֢たሑׁ౽ྐׇ֦օ֪した。

्௹֭Ꭹ

ӡؗ؟ー࣏ೄ֧֭ಱਝࣤး֭ዻӢ

ӡᅳኜӢ֧؞

ിӡጮኜӢ

ӡ၍ಐྫྷዅ؋ーء֧ーーӢ

ӡᆵဥי؞תव֭ዻӢӡࢭໂՔࣿฤვමఔ֭ዻӢ
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20２４（令和６）年㕳月２႘（ဘ）、JAఅビנؠン؊זレンスؐーؠ（ဪੜဒ๑༉田ત）ؖבイン会、本

学福島ࢾ前ؘעン؆ス（福島市）תבテライト会֧し֥、「ဪ႘本大ූఆ ふくしまの学ֲב႘本・ฌैַ」

ッド؟؋開催した。ௗषׁ会ౄइ֧オンライン౽ྐのイב国際シンポジウムテー֪ؓ、６षኬ֧֩ב

開催֧した。会ౄइはဪੜ会㕳０、福島会１７、オンライン౽ྐは１２㕹、૱１７６がౄइした。

当႘は႘２ࢷସ֦発ᅳし、౽ྐೄ֊らのಱኴטׁ֪֧בスנッシンב行֢た。後႘、YouTube֦

のオンؓンドვමׇ֪り、当႘ౄइ֦֩֊֢たሑׁ౽ྐׇ֦օ֪した。

्௹֭Ꭹ

ӡؗ؟ー࣏ೄ֧֭ಱਝࣤး֭ዻӢ

ӡᅳኜӢ֧؞

ിӡጮኜӢ

ӡ၍ಐྫྷዅ؋ーء֧ーーӢ

ӡᆵဥי؞תव֭ዻӢӡࢭໂՔࣿฤვමఔ֭ዻӢ

૱１７６のౄइೄのօ֠、６㕹のሑ֊らアンケートषးの֓協בいた֟、֪ऀࡒആ૱ଅऐבま֧׀まし

た。֓協いた֟いたॉዻ֪は心ׇりশしඑ֑ます。

षးೄၾዅӡषး㕶㕹Ӣ

֩ആ૱ଅऐӡषး㕶㕹Ӣ

Àၾዴ֭ᇀ֊ב֔֘׃ 5 ཌॎ֊༖֖֥֎֟֔փՓ

ׁ֧֥
ᇀ֊り׃す֊֢た

ᇀ֊り׃す֊֢た ֨֠らׁ֧いև֩い ᇀ֊り֪く֊֢た
ׁ֧֥ᇀ֊り֪く
֊֢た

１７ 㕳６ １４ ０ ２

２㕵% 㕵２% ２０% ０% 㕳%

À֥֖֭ྫྷבተ໑ဗב 5 ཌॎ֊༖֖֥֎֟֔փՓ

大ᇥተ໑ ተ໑ ֨֠らׁ֧いև֩い
ցまり

ተ໑し֥い֩い
くተ໑し֥い֩い

１４ 㕳４ １㕳 㕳 㕵

２０% ４㕹% １㕹% 㕵% ７%

Àषؒبジ֪ؕכౄइ֘֩Ւ֭֨ሑሓב৵ሰֽ֖֘֊Փ

Zoom ౽ྐ 会ౄइ ቴषး

㕳㕹 ２㕸 ２

㕵６% ４１% 㕳%

年፼ ੍ഉ地 ධ業

ஶኬ 人 আ ஶኬ 人 আ ஶኬ 人 আ

70 ༉ࡒඑ ７ １０% 福島県内 㕳４ ４㕹% 保健・医療ഌ事ೄ ２２ 㕳２%

60 ༉ １㕹 ２㕸% 福島県外 Å1 ６ 㕹% 教員 １４ ２０%

50 ༉ ２㕵 㕳６% 福島県外 Å2 ２㕸 ４１% 行ทೄ １㕳 １㕹%

40 ༉ １０ １㕵% ႘本国外 １ １% 学生 ２ 㕳%

30 ༉ ６ 㕹%
Å1 ූఆ時は県内、ଵఓは県外֪おഉ

まいのሑ

Å2 ූఆ時ׁଵఓׁ県外֪おഉまいの

ሑ

ಛࢪ業 ２ 㕳%

20 ༉ １ １% 会社員 １ １%

10 ༉ऀࡒ １ １% ֜の １㕵 ２２²

ଅऐーצبח
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ᆋ Ꭹ

ൃସ
Advice

ະཎՔ౫࣍
Consultation
and Support

連携
Cooperation

ேၾ֭
Institutions in Japan

ᎌ֘ே
International Institutions

զଡኁଌஅྔ௮է
ଙ၀࡙ࡿव

Prefectural Oversight Committee 
for the Fukushima Health 

Management Survey
࡙༛
Commission

Քଌஅྔ௮׃ଙ௮֭ଅऐ଼בyᎩՔᇱ

Քሐಽ֪֘ཐಡ֭ᆗਸ

・Maintaining the health check records of
participants

・Providing information on radiation

ーآמ؊
Follow-up

ະཎՔ౫࣍
Consultation and 

Support

ଡኁଌஅྔ௮ӡଡኁඉӢ
Fukushima Health Management Survey( for Fukushima residents)

૫໗֖֥ጫ
Long-term health management

ଌஅඡבႾ࠶

Following up the health of the
residents

ஙඡଙ௮
Thyroid Ultrasound Examination

ଌஅဗՔภঊষ֪֭֒֒
֘ྔ௮ӡ֒֒֊ྔ௮Ӣ

Mental Health and Lifestyle Survey

ଌஅෑ௮
Comprehensive Health Check

႟ౌᆎ֪֘ྔ௮
Pregnancy and Birth Survey

ᇱଌᆵᆪ
Social Health and Welfare Department

Քؐー״بכנטؑؠー
Whole Body Counter

Ք଼ፘ૱
Personal Dosimeter

ᆵဥଡ
Fukushima Prefecture

ሐಽॺଡኁଌஅጫ״بװー
Radiation Medical Science Center

for the Fukushima Health
Management Survey

ᆵဥଡጵऎ་ॺ
Fukushima Medical University

ৰྔ௮
Basic Survey

ଡኁଌஅጫ؊ؠיז
Health Management File

ඈྔ௮
Detailed Surveys

Քଡኁ֭ྙৼ֪֞ଌஅጫ֧ಓፑ֪ঊ用
Քଌஅጫ֧ב։֖֥ၜ֞ཐଣבฌ༉֪ঊ用
・Promoting long-term health of residents
・Informing and guiding future generations

ፘבႾ࠶ӡৰຉー״Ӣ

Estimating the radiation dose (Basic data)

ー؎״ー
Database System

ᆋᎩҒ ᆵဥଡզଡኁଌஅྔ௮է֭ॗጅ
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Å६ଙ௮ӡଙ௮㕵षኬӢ֮ශؠיכآרশ൵֭শሻ֭֞׀Ւ㕲Ⴉ֊㕳Ⴉ֪૱बבᇥஏ֖֥ಲ౮Փ

ᆋᎩғ ஙඡଙ௮

のօመは「中֪ࢻがたま֢た袋ඡのׁの」֦、健康֩ሑׁ֪ଣ֣֊֧֒のいፕตのׁの֦す。

のօመの中はࢻ֦֟መが֩いた׀、が֧֪֒֩גはցりま֚ג。׃大֔はし֯し֯ᇥり、

くのሑがᆷののօመבಏ֢֥います。֒ま֦の検査֊ら、のօመは႙ዲಋৼ֪൛֩く、൚学生׃中ஸ生

֪はくଣら֧֒がᇀ֊֢֥֥います。

ଅ้は「し֒り」ׁ֧ା֯、ஙඡのመのቹဗがᇥँしたׁの֦す。

ଅ้֪はፕต֧࠵ต（がג）がցり、くはፕต֦す。֩お、5.0㖠㖠ׁ֦ऀࡒ二検査בたֺօが

ፕい֧ᄕ断֔たは㕻ᄕ࿊֧し֥います。

ஙඡがגは生क़֪たり、健康֪ま֢たく影響し֩いఓがגがい病ਂ֧し֥、ࡒ前֊らཐら֥

います。ֺ֧֨גは5.0㖠㖠ऀࡒのᅋඛ֪൚֔いׁの֦す。֜らב発ଣし֥治療す֧֒はೄ֧֪֔ג

֩行בのଅ้はመ診့のඈしい検査ऀࡒいますの֦、一般֪5.0㖠㖠֥ット֧ணևら؟֥֢ؖ

い֧֒が෮ൕ֥֔います。

２㕵年後֪ྖࣿჂ検査（一検査）、֙らい、県民健康調査のஙඡ検査ׁ二検査は行֪֩֜

。行օ֧֪֒し֥いますב

ଙ௮֭ඉೄ֧צジؚーؠ

「のう胞」と「結節」について

のう胞とは

ଙ௮તᇀ ৼ ඉೄ

ଙ௮
1षኬ

๐பଙ௮
ஙඡ֭ඡבႾ࠶

2011ӡᇓถ23Ӣ10ଈ
2014ӡᇓถ26Ӣ3ଈ

ූఆಐᆵဥଡ֪։ഉֽփ֦
ց֢֞ሑ֦ऀࡒ18ఄ֬ॗ

1992ӡᇓถ4ӢႩ4ଈ2႘2011ӡᇓถ23ӢႩ4ଈ1႘ภֽ֭ሑ

ଙ௮
2षኬ

६ଙ௮
๐பଙ௮֧ᄾॵ

2014ӡᇓถ26Ӣ4ଈ
2016ӡᇓถ28Ӣ3ଈ

ଙ௮
5षኬ

2020ӡ፭Ꭼ2Ӣ4ଈ
2023ӡ፭Ꭼ5Ӣ3ଈ

ଙ௮
6षኬ

2023ӡ፭Ꭼ5Ӣ4ଈ
2025ӡ፭Ꭼ7Ӣ3ଈ

1992ӡᇓถ4ӢႩ4ଈ2႘
2012ӡᇓถ24ӢႩ4ଈ1႘ภֽ֭ሑ
2Ⴉ֧֓Ւֽ֦֮ևྖב20ఄ
வ֮25ఄՒ30ఄ֩֨Ւࡒ25ఄ
5Ⴉ้֧֭֓ኬ֪ଙ௮בಲ౮֘Փ

結節とは
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Å६ଙ௮ӡଙ௮㕵षኬӢ֮ශؠיכآרশ൵֭শሻ֭֞׀Ւ㕲Ⴉ֊㕳Ⴉ֪૱बבᇥஏ֖֥ಲ౮Փ

ᆋᎩғ ஙඡଙ௮

のօመは「中֪ࢻがたま֢た袋ඡのׁの」֦、健康֩ሑׁ֪ଣ֣֊֧֒のいፕตのׁの֦す。

のօመの中はࢻ֦֟መが֩いた׀、が֧֪֒֩גはցりま֚ג。׃大֔はし֯し֯ᇥり、

くのሑがᆷののօመבಏ֢֥います。֒ま֦の検査֊ら、のօመは႙ዲಋৼ֪൛֩く、൚学生׃中ஸ生

֪はくଣら֧֒がᇀ֊֢֥֥います。

ଅ้は「し֒り」ׁ֧ା֯、ஙඡのመのቹဗがᇥँしたׁの֦す。

ଅ้֪はፕต֧࠵ต（がג）がցり、くはፕต֦す。֩お、5.0㖠㖠ׁ֦ऀࡒ二検査בたֺօが

ፕい֧ᄕ断֔たは㕻ᄕ࿊֧し֥います。

ஙඡがגは生क़֪たり、健康֪ま֢たく影響し֩いఓがגがい病ਂ֧し֥、ࡒ前֊らཐら֥

います。ֺ֧֨גは5.0㖠㖠ऀࡒのᅋඛ֪൚֔いׁの֦す。֜らב発ଣし֥治療す֧֒はೄ֧֪֔ג

֩行בのଅ้はመ診့のඈしい検査ऀࡒいますの֦、一般֪5.0㖠㖠֥ット֧ணևら؟֥֢ؖ

い֧֒が෮ൕ֥֔います。

２㕵年後֪ྖࣿჂ検査（一検査）、֙らい、県民健康調査のஙඡ検査ׁ二検査は行֪֩֜

。行օ֧֪֒し֥いますב

ଙ௮֭ඉೄ֧צジؚーؠ

「のう胞」と「結節」について

のう胞とは

ଙ௮તᇀ ৼ ඉೄ

ଙ௮
1षኬ

๐பଙ௮
ஙඡ֭ඡבႾ࠶

2011ӡᇓถ23Ӣ10ଈ
2014ӡᇓถ26Ӣ3ଈ

ූఆಐᆵဥଡ֪։ഉֽփ֦
ց֢֞ሑ֦ऀࡒ18ఄ֬ॗ

1992ӡᇓถ4ӢႩ4ଈ2႘2011ӡᇓถ23ӢႩ4ଈ1႘ภֽ֭ሑ

ଙ௮
2षኬ

६ଙ௮
๐பଙ௮֧ᄾॵ

2014ӡᇓถ26Ӣ4ଈ
2016ӡᇓถ28Ӣ3ଈ

ଙ௮
5षኬ

2020ӡ፭Ꭼ2Ӣ4ଈ
2023ӡ፭Ꭼ5Ӣ3ଈ

ଙ௮
6षኬ

2023ӡ፭Ꭼ5Ӣ4ଈ
2025ӡ፭Ꭼ7Ӣ3ଈ

1992ӡᇓถ4ӢႩ4ଈ2႘
2012ӡᇓถ24ӢႩ4ଈ1႘ภֽ֭ሑ
2Ⴉ֧֓Ւֽ֦֮ևྖב20ఄ
வ֮25ఄՒ30ఄ֩֨Ւࡒ25ఄ
5Ⴉ้֧֭֓ኬ֪ଙ௮בಲ౮֘Փ

結節とは

ቚ年、ฌैの研究ೄ֊ら、放射線の線ଳ׃影響֪す研究が発ᅳ֔ます。

ମ子放射線の影響֪す国連科学委員会（UNSCEAR）は、ᆳ広い研究ଅऐבህউ֪ᅴअ

し、国際֩科学רンセンתスבท治֪中立の立֊らま֧׀、࿊ৼ֪報告書の֦ଣशב

発ᅳし֥います。

民間ၤ立の国際学術ຎද֦ց国際放射線ሻ護委員会（ICRP）は、UNSCEARの報告့בౄ

ண֪し֩がら、๔ऌの立֊ら放射線ሻ護のᎲຎみ֪すফ告ב行֢֥います。 ICRPのফ

告׃、国際ମ子機（IAEA）がప࿊した国際֩ถׇ֪ৰ本安ৰമב၃まև、႘本

ׁ֦放射線ሻ護֪す法令׃౪့が࿊׀ら֥います。

ᆋᎩҔ ே֪֣փ֥ӡሐಽሻ୦૩Ӣ

ഞӱ環境省ը放射線ׇ֪健康影響့֪すျ一֩ৰຉಃፍթ（令和４年ဗᄟ）ׇり

https://www.env.go.jp/chemi/rhm/r4kisoshiryo/r4kiso-04-01-01.html

国際機関
世界保健機関（WHO）
国際労働機関（ILO）

経済協力開発機構原子力機関
（OECD／NEA）
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用 語 掲載ページ 解 説

１
・外ᆪᅇ֯く線量

・内ᆪᅇ֯く線量
ӣ 

外ᆪᅇ֯く線量は、環境中の放射線ב外֊ら֧

のᅇ֯くの大֔בಘすׁの֦ցり、内ᆪᅇ֯く線量はਹ

ႚࢃ׃ඳᆾ֥֗ྫྷב内֪ႚ֢た放射ตᆾಱ֊らᅇ

֯くの大֔בಘす。

２ ஙඡ ӣ 

。৯中֪ᇀᄿすࢻ作りଆבンؗؠؐ、りみבウຍ؝

ྒྷ（ྒྷがב広֑たׇօ֩）の「ࢌጃ」֧「௬ጃ」おֲׇ２

֣の間の連ଅᆪᇀ「੪ᆪ」֊らถ。

㕳

・൵፯൴研究

ート研究ؐר・

ート内൵፯ؐר・

൴研究

ӣ ӣ



൵፯൴研究֧は、病ਂבዛす人֧病ਂが֩い人֧ᄾָ

֥थੌ֪おჲ᎔ଫ֪いがց֢た֊ᄵ֊ב調ָሑ

法֦、ؐרート研究֧は、ჲ᎔ב֥いആ団֧֥い

֩いആ団֦病ਂの発生ᆇဗ֪いがց֊ᄵ֊ב調ָ

ሑ法。ؐרート内൵፯൴研究֧は、ؐרート研究内֦൵፯

൴研究ב行օሑ法。

４ オッׯᄾ
ӣ ӣ



ց事ඉの֒り׃す֔בಘすཏ。オッ֧ׯは、ց事ඉの

֒॰ጴב ֧し֥、 のཏ֦ցり、オッׯᄾ֧は

。ૌ間֦ᄾॵしたׁのב֜

㕵 ӣ

６ （ケスラー６౪ᅮ）のጸ。心理ス

トレスבֿःら֊の精神֩ኴ༎（օ֣病׃ᆊ安ඏ॔֩

֨）のス؟פーンץテスト。

６
（ 。スト）のጸ؟פッל ൵

ඡבス؟פーンץすた׀のಛಠಱኴ౸の一֣。

７ ӣ

（子ׁ֨

の੫֧ႍ֔֔ᅴअೌဗ）のጸ。子ׁ֨の心理発༥့בᅴ

अす保護ೄ့が載すಛಠᅴअᅲ。

㕸 実୲線量 ӣ
ᅇ֯くした放射線が֨くらい「がג」ࢂב֒す֊ב、

ි֪おしָ֥֩（平ઍ）し֥૱్したཏ。

㕹

֚ ג


し

ਹࢂመ診

（ ）

射৯בᆋたいבし֒り֪し֥መבਹࢂし、ၜら

ไ検ྞבሑ法。መପᅑ֦検査すבたመの

査֦た׀、ፕต࠵�ตの正॰֩診断ଅऐבၜ׃すい。

１０ ஙඡ့अ線量 ӣ 

ਹ೭線量が၍ׁ֦֗放射線の፬ׇ֪り人ַの影響の

大֔がᇥた׀、放射線の፬֧֪֓影響の大֪֔

ࣤ֗たഓみ֤בした線量့בअ線量֧いい、֒のօ֠ங

ඡがഓみ֤בした線量בஙඡ့अ線量֧い

օ。

１１ ୪ጛ

ଵඉ ֧ のࢀऐבशืす際、 、 ፊሑ֪連

すᇠのጅࢀがໜఓす֧֒。֜のඡב「୪ጛが生֥֗い

。ାֵ֧「子ࢀ୪ጛ」בࢀጅ生֚֗֔ב୪ጛ、「

１２ 機െ 発൵֪౼ま֦のؖׯנム、ຎみの֧֒。

用語ആ
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ӼӺӼӾ年福島県立医科大学「県民健康調査」国際シンポジウム報告書

ዿのश๊がᆋい֥い（†）ࡽ ഷഞのૡ載؏ージവ

用 語 掲載ページ 解 説

１
・外ᆪᅇ֯く線量

・内ᆪᅇ֯く線量
ӣ 

外ᆪᅇ֯く線量は、環境中の放射線ב外֊ら֧

のᅇ֯くの大֔בಘすׁの֦ցり、内ᆪᅇ֯く線量はਹ

ႚࢃ׃ඳᆾ֥֗ྫྷב内֪ႚ֢た放射ตᆾಱ֊らᅇ

֯くの大֔בಘす。

２ ஙඡ ӣ 

。৯中֪ᇀᄿすࢻ作りଆבンؗؠؐ、りみבウຍ؝

ྒྷ（ྒྷがב広֑たׇօ֩）の「ࢌጃ」֧「௬ጃ」おֲׇ２

֣の間の連ଅᆪᇀ「੪ᆪ」֊らถ。

㕳

・൵፯൴研究

ート研究ؐר・

ート内൵፯ؐר・

൴研究

ӣ ӣ



൵፯൴研究֧は、病ਂבዛす人֧病ਂが֩い人֧ᄾָ

֥थੌ֪おჲ᎔ଫ֪いがց֢た֊ᄵ֊ב調ָሑ

法֦、ؐרート研究֧は、ჲ᎔ב֥いആ団֧֥い

֩いആ団֦病ਂの発生ᆇဗ֪いがց֊ᄵ֊ב調ָ

ሑ法。ؐרート内൵፯൴研究֧は、ؐרート研究内֦൵፯

൴研究ב行օሑ法。

４ オッׯᄾ
ӣ ӣ



ց事ඉの֒り׃す֔בಘすཏ。オッ֧ׯは、ց事ඉの

֒॰ጴב ֧し֥、 のཏ֦ցり、オッׯᄾ֧は

。ૌ間֦ᄾॵしたׁのב֜

㕵 ӣ

６ （ケスラー６౪ᅮ）のጸ。心理ス

トレスבֿःら֊の精神֩ኴ༎（օ֣病׃ᆊ安ඏ॔֩

֨）のス؟פーンץテスト。

６
（ 。スト）のጸ؟פッל ൵

ඡבス؟פーンץすた׀のಛಠಱኴ౸の一֣。

７ ӣ

（子ׁ֨

の੫֧ႍ֔֔ᅴअೌဗ）のጸ。子ׁ֨の心理発༥့בᅴ

अす保護ೄ့が載すಛಠᅴअᅲ。

㕸 実୲線量 ӣ
ᅇ֯くした放射線が֨くらい「がג」ࢂב֒す֊ב、

ි֪おしָ֥֩（平ઍ）し֥૱్したཏ。

㕹

֚ ג


し

ਹࢂመ診

（ ）

射৯בᆋたいבし֒り֪し֥መבਹࢂし、ၜら

ไ検ྞבሑ法。መପᅑ֦検査すבたመの

査֦た׀、ፕต࠵�ตの正॰֩診断ଅऐבၜ׃すい。

１０ ஙඡ့अ線量 ӣ 

ਹ೭線量が၍ׁ֦֗放射線の፬ׇ֪り人ַの影響の

大֔がᇥた׀、放射線の፬֧֪֓影響の大֪֔

ࣤ֗たഓみ֤בした線量့בअ線量֧いい、֒のօ֠ங

ඡがഓみ֤בした線量בஙඡ့अ線量֧い

օ。

１１ ୪ጛ

ଵඉ ֧ のࢀऐבशืす際、 、 ፊሑ֪連

すᇠのጅࢀがໜఓす֧֒。֜のඡב「୪ጛが生֥֗い

。ାֵ֧「子ࢀ୪ጛ」בࢀጅ生֚֗֔ב୪ጛ、「

１２ 機െ 発൵֪౼ま֦のؖׯנム、ຎみの֧֒。

用語ആ 用 語 掲載ページ 解 説

１㕳
ᇏໜ൵

（ᇏໜರ）

֜の病ਂがᇠの病ਂྞבไࢂ֒す֦は֩いが、၍

時֪֦֧֒֊らׇ֪֟り影響בይև׃すい病ਂの֒

֧。

１４ アウト؟ー
౫援がᅢጅׁ֦ց֊֊ׁ֪ら֙ၫい֥い֩い人֪

し、ูઇ֪။֊֥ග報・౫援בၫ法。

１㕵

・ ・

・ （アרؠーࡕؠໜ൵ス؟פーン

のষ֪すೢࢃ、テスト）のጸ֦ץ ஶኬのಱኴ֊ら

構ถ֔。

１６

ジンバラ産後օם

֣病ಛ己ᅴअᅲ

（ ）

産後օ֣病֪すス؟פーンץ検査֦ցり、ಛ己ႚ

ಠのᅴअᅲ。

１７
૱్機シؚؔレー

シン

本。֧֒ኟਚすבౚ֢た૱్֦ଵ実のฌैבン؉ؚータר

シンポジウム֦は、福島༌一ମ発֊ら放ഞ֔た放射ตᆾ

ಱが大ਂ中֨בのׇօ֪४ైし֥人yの内֪りま

たの֊ב学֦֩ؗؠ૱్すׇ֥֢֪֧֒、事ྞ

後の内ᆪᅇ֯くඡੳבኟਚすב֧֒ಘす。

１㕸 査ၥ ӣ

学術ಁ֪ဨஜ֔たᎪᇌב、֜のᇀኾב๔֧す研究

ೄがၥ֦ג内容の当ต֩֨לבッפし、ૡ載す֊ᄵ

֊のᄕ断ఔፍ֪すᅴअ׃検ආの֧֒。

１㕹 テラシー؟スؠ؍ 健康ග報בౚօ、ևの֧֒。

２０

がג医療֪お放射線医学のጦዿ້ב進し、ฌै中֦が

ኬ֧したב֧֒ച൚すבセス६௭פ医療のアג

のイシア؋の一֣。ၟ֪放射線診断・放射線治療の็

ᅏ׃人ఔがᆊ໑し֥い࿃・中所ၜ国ב౫援す֪֧֒൳

ב当֥֥い。

１ 認ཐפス؟ 。শ֗ሑ׃主֩ணևሑす֪פス؟

２２
ഓພ౫援ฑ

ธᅏ事業

市ྎ村֪おい֥、৻ໜのະཎ౫援׃地֤ࡰくり౫援のり

ຎみבঊ֊し、子ׁ֨・ඏ॔・ஸ፼・生ঊ֧い֢たᇀኾ

ᇠの౫援ฑ֦はࣤし֩いׇօ֩“地ࡰഉ民のᆷ

ँ・ᆷँした౫援ーׯ”֪ࣤすህউ֩౫援ฑ

ౄइ౫」、「いະཎ౫援֩ኴב໔ต」、׀た構ཝすב

援」、「地֤ࡰくり֪୶た౫援」ב一֪実౮すׁの。

㕳
ఆ॔ケースؓネ

ジؖント

ᅇఆೄ一人ֱ֧りのᅇఆඡੳ׃生ঊඡੳのड༎့଼בᇠ

のະཎ့ׇ֪りႾ࠶したඑ֦、ᅢጅ֪ࣤ֗๔֩Ⴗב

ׁ֣ೄ֧連携し֩がら、当ड़ड༎့のश൯֪୶֥૫

໗֪౫援すׇ֪֧֒り、ᅇఆೄのಛ立・生ঊ௺ଔが進ֿ

ׇօ֪ؓネジؖントすຎ。

４ ؉アתポート

؉アはࢷの ֦、ཀྵ間、့、၍ეבታし、תポー

トはࢷの ֦౫援בታし、၍֗ඡੳ֪いཀྵ

間၍士֦౫ևօঊ၌בᅳす。
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ノレット・ケネス

福島県立医科大学 医学ᆪ ዐଆ・ࡤඬኘࢼ学
௶ 教೨
၍放射線医学県民健康管理センター教೨

ௗषの「県民健康調査」国際シンポジウムは、

2019（平ถ㕳１）年の༌１ष֊らև֥６षኬ

の開催֧֢֩た。༌１षの開催ࡒ前ׁ֪、福島

県立医科大学֧協機の主催֦くの国際

会議נ׃ン؊זレンスが開催֔た。֜は֩

֛֊i

２０１１（平ถ２㕳）年のဪ႘本大ූఆは大津

Ⴢ֧ମ発事בᄔい、国際֩ኬב一ි֪

ጏֲた。本学は、ᆷఆ֪॔ଣᆧた福島

県民のිਸֲ精神֩健康ー֪ׯଝ

ි֪ࣤした。また、଼֪֜֝人、๔

֣֩֩がりבঊ֊し֥آץーバ֩ؠオー

。発මしたבග報֥ンス֪୶םט

「ဪ႘本大ූఆは֔ら֩ఆ॔の前֩

の֟օ֊i」ฌै中がᆊ安֪শ֥֗いた。

ؚージーランドは、ဪ႘本大ූఆ発ఆのֺגの

㕳ഃ間前の２０１１（平ถ２㕳）年２月２２႘֪大地

ූ֪ଣᆧෝ大֩ᅇ॔ב֥いし、

2010（平ถ２２）年のイ地ූは、２２ቮ

7000 人ࡒඑのב༧֢た２００４（平ถ１６）年

のスؓトラ島ࣱ地ූ・インドዼ大津Ⴢ֪ᅚす

ਊኟ֦ց֢た֊ら֟。֜し֥、福島のମ発事

は、１㕹㕸６（൨和６１）年のؠノービ؟ମ発

事בມ֚֔た。ౝは֒の２֣のഞ事ב

֨のׇօ֪ᄾॵしᄕ断すの֟օ֊i

福島༌一ମ子発電所֊ら放ഞ֔た放

射ตᆾಱはؠノービׇ؟りׁ૿い֪൛֩

֊֢たた׀、外ᆪᅇ֯くבଲらす֧֒が֦た。

ท府ׇ֪֩֨໒֩෯、ඳፍの管理֪

ׇり内ᆪᅇ֯く֔בら֪ଲらすׁ֧֦֒た。֜

が֨の֜。た人yは「ᆊ安」֪પら、ׁ֦

ׇօ֩ମׇׁ֪ࢀの֦ց、「ᆊ安」は健康֪

。ਸֻすב影響࠵

ဪ႘本大ූఆ֊ら֊月ׁ૪た֩いօ֪֠、

福島県「県民健康調査」が発֔ࡎ、本学֪新

た放射線医学県民健康管理センター֪֔็

おい֥ࢥዿが開ౡ֔た。ዻy֩機֊ら๔

ऌが福島בሞ、ମ発事ׇ֪放射線֪

す健康ַの影響֪֣い֥調査ב行֢た。

調査開ౡࡒ、ータがആู・ᇀื֔、国

際֩๔ऌのؚؔרテׇ֥֢֪ט精査֔

֥たが、福島༌一ମ子発電所֊らの放射

線֧公ࢸ生එの健康影響֧の間֪は、ျ૱

֪ዛࢀ֩ࡡऐはଵ֥い֩い。֒の

֪し֥は、िਝ֩ଣሑבす人ׁい֊ׁ

し֩いが、国際֩רンセンתス（ྫྷの認

ಡ）がց֧֒は明ら֊֦、科学֩事実ࢉב

す֧֒は֦֩い。

一ሑ、ᅇఆೄの生ঊ環境׃生ঊষのᇥँ

ׇ֪֢֥ଵ公ࢸ生එの健康影響は、福

島県「県民健康調査」ׇ֪֢֥૫໗し֥調査・

報告֔、֒のຎは、൙֪た֢֥県民の

健康֧福祉ב୶එ֚֔た׀の౪֧֢֥֩

い。ௗषの࣏ೄ֪福島学院大学副学長の内

ဎਈ夫教೨׃、ふくしま連携復興センター理

事事務局長のᇦ平൹໋֩֨がइ֢た֒

֧は、福島の人y֪心ිの健康ׁבたらすた

༥ถ֦は、本学のׇօ֩一医療機֪֟׀

す֧֒は֦֙、くの協がᅢጅ֧֟いօ

。し֥いࢭᄗב֧֒

౫ಏೄׁिਝᎪೄׁらの֧֪֒す֒

൛֩くׁ֧１֣の֦は၍֦֥い֜。

は、ᆷఆ֪॔ଣᆧた人y、֜し֥のఆ

֦॔ᅇఆした人yַの౫援はま֥֢֟い

֩い֧いօ֧֒。た֠は福島の教ોב႘本、

֜し֥ฌै֧ᇀ֊֠い、新た֩ኴい֊ַの

းև༷בしਿ֩׀がら、ឋ֪և໗֥いく。

ຳ司会所শ

મྞ֦ց



後援

福島県、福島県教育委員会、広島大学、長崎大学、福島大学、公立大学法人会津大学

（公財）放射線影響研究所、国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構、福島国際研究教育機構（

）

内閣府、復興庁、外務省、環境省

一般社団法人福島県医師会、一般社団法人福島県作業療法士会、一般社団法人福島県助産師会

一般社団法人福島県精神保健福祉協会、一般社団法人福島県病院協会、一般社団法人福島県薬剤師会

一般社団法人福島県理学療法士会、一般社団法人福島県臨床検査技師会

一般社団法人ふくしま連携復興センター、公益社団法人福島県看護協会、福島県歯科医師会

公益社団法人福島県診療放射線技師会、社会福祉法人福島県社会福祉協議会、福島医学会

福島県公認心理師会、福島県産婦人科医会、福島県臨床心理士会

福島民報社、福島民友新聞社、 福島放送局、福島テレビ、福島中央テレビ、福島放送

テレビユー福島、ラジオ福島、ふくしま
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実 行 委 員 委 員 長 安村 誠司

開催当時） 副 委 員 長 挾間 章博 大戸 斉

○ ○ ○ ○ 委 員 志村 浩己 前田 正治 大平 哲也 鈴木 悟

石川 徹夫 島袋 充生 坪倉 正治 藤森 敬也

田巻 倫明 ノレット・ケネス 髙木 雅夫

○ ○ ○ ○ アドバイザー 神谷 研二 横谷 進
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